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マイ クロ キャ ビン 初 の RPG 『Xak』j。 そ の イメ ー ジ イラ スト に は 、 小 説 「 青 
の 騎士 ベル ゼル ガ 物 語 」「 ヴ ァ レ リア ・ フ ァイル 」 や 『「 聖 刻 1092」 な ど 、SF 
か ら フ ァ ン タ ジ ー ま て 幅広 い ジ ャ ン ル て 活躍 する 人 気 イ ラス トレ ー タ ー、 
幡 池 裕行 氏 が 起用 され た 。 





合 ど こま で も 続く 、 広 大 な 平原 。 ブ レー ヤー が 冒険 す 
る 世界 の イメ ー ジ を 駆り 立て て くれ る イラ スト だ 。 


合戦 い の 荒野 に 
軌跡 を 刻 め | 


で そこ ゃ スー る の て るる で eS 
幡 池 氏 の イメ ー ジ イラ 
スト 。 迫り 来る ` 魔 ? に 
ひと り 立 ち 向 か う ラ ト 
ク を 描い て いる 。 
つい っ っ っ ハ うき らら ハ らら 
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Rising of The Redmoon 


RPG フ ァ ン の 期待 を 受け て 登場 し た "XakII』。 イ メー 
ジイ ラス ト は 、「 超 音 戦士 ボー グマ ン 』 で 人 気 の 若手 ア 
ニ メ ー タ ー、 和 菊池 通 隆 氏 が 担当 し て いる 。 本編 の グラ 
フィ ッ ク に も その 影響 は 大 きい 。 


介 バ パッケ ー ジ で お な じみ の こ 
の イラ スト 。 ラ トク を 中 心 と 
し て 、 ス トー リー に 大 きく 関 
わっ て くる キャ ラ が 描か れ て 
いる 。 そ の 後ろ に は …… ? 








ビジ ュ ア ル の 重要 性 


Xak で は 、 シ ナリ オ や ゲー ム ・ シ ステ ム 以 
[に ビジ ュ ア ル 作 が 重視 され て いる と 言っ て 
5x * は な い だ ろ う 。 物 体 の 比率 を 設定 す 
る こと で 、 よ り リ アル な 層 半 を 実現 し な が ら 
も 、 ア クシ ョ ン RPG の 持つ お も し ろ き を 表現 
し た VR シ ステ ム と 、 ス トー リー の 要 所 で 展 | 
され る 秀 服 な ビジ ュ ア ル シ ー ン 。 そ し て 、 こ 










で 











こ で 紹介 し て いる イメ ー ジ イラ スト を 見 れ ば 、 


一 日 膝 然 で ある 。 こ れ ら が ゲー ム 自 体 の 持つ 
魅力 と あい まっ て 、 プ レー ヤー を 幻想 の 世界 
へ と い ぎ な っ て くれ る の だ 。 


合 こ の イラ スト は 初期 の 広告 
て 使用 され て いた も の 。 ス ト 
ー リ ー を 暗示 する 、 人 迫力 の 構 
成 が その 灯 力 だ 。 





う 


全 フ レイ の 大 冒険 


Xak シ リー ズ の 異色 作 『FRAY』。 全 編 コ ミカ ル タ ッ 
チ で 進行 する この 作品 の イメ ー ジ イラ スト に は 、 グ 
ラフ ィ ッ ク デ ザイ ナー か ら の 強い 推薦 に よっ て 、 マ 
ン ガ 家 の こ こま ひ 氏 が 起用 され た 。 








バッ ケー ジ に 使用 され た イ 
ラス ト 。 本 編 同様 、 バ パス テル 
トー ン で ポッ プ 、 コ ミカ ル な 
雰囲気 が 伝わっ て くる 、 楽 し 
い イ ラス ト で ある 。 


中 こち ら は フレ イ と モン スタ 
ー と いう 、 お も し ろ い 取り 合 
せ 。 ゲ ダーム の イメ ー ジ を 十分 
に ぶ ふくらませ た か ら こ そ 描 け 
る イラ スト だ ろう 





全 恋 する 魔法 戦士 
フレ イ が 大 活躍 


生 デ ィ ス クラ ベル や マニ ュ ア 
ル の 中 扉 な ど に 、 ワ ン ポ イン 
ト 的 に 使わ れ て いる イラ スト 。 
ゲー ム 画 面 で チョ コマ カ 動 く 、 
フレ イ そ の まま の イメ ー ジ だ 。 





Xak シ リー ズ 
ー デモ 画面 キャ ラリ ー 一 
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さび 合 融 > 人 せ 軸 


区. へ 語 所 は さ 湯 本 古 * 際 さま 







と し た デモ が 出る 
ちょ っ と 振り 返っ て # 
と いう よう な 内 
クシ ー ち ゃ ん も 大 活躍 だ ぞ 








際 勝 利 し た ラ ト ク 。 バ ドゥ ー 
は 強 か その 胸 に は さま 
ざま な 思い が 去 来 し て いく 
プレ イヤ ー も 、 と も に 勝利 に 
酔い し れる 美しい 購 間 だ 








2222232]1 ロー トー テー ュ エ ル の 世 愛 | 
地 お を 国 の 価 十 盆 
ネウロ マン サー ユ と 
cu22 に 廃 の 放 か ^ だ せ す 


全て そし て 、Xakl へ の 予感 を 抱 
か せ た 、 暗 黒 の エン ディ ング 
狂言 回 し ネクロ マン サー は 、 
いっ た い 誰 に 対し て 報告 を し 
て いる の だ ろう か ? 





」 ど / eo 
信 四 く  』 き ラ トク の 新しい 
' 旅 が 始ま る …… 


Rising of The Redmoon 


生ま ず は 前 作 の お さら いか ら 
ラ ト ク と パ ド ゥ ー の 壮絶 な 死 
開 、 そ れ は も う 3 年 も 前 の こ 
と に な る の だ っ た 。 ラ トク も 
少し は 大 人 に な っ た の か な 





年 旅 の お と も は いつ だ っ て や 
きも ち 焼 き な ビ クシ ー。 お な 
じみ の コン ビ の 珍道 中 で ある 
今回 の 舞台 は 前 回 と は ちょ っ 
と ば か り 違 う ぞ 





今回 の エン ディ ング 
デモ は 豪華 絢 燃 だ 


生 雲 を 突き 抜け て 飛ぶ 飛行 般 
の 雄 実 。 天 才 カ ショ ク ホ ウ ・ 
サイ テン の 遺産 だ 。 冒 険 に か 
か わっ た 人 々 は 、 み ん な この 
船 に 乗っ て いる の だ 








生 フ レイ と 、 も う ひ と り の 女 
の 子 が ケン カ し て いる 。 こ れ 
は 誰 だ ? な ん で ケン カ し て 
る ん だ 2 それ は 最後 の 
お 楽し み 、 と いう こと で 


中 スタ ッ フ ロー ル の タイ トル 
バッ ク に 、 冒険 に か か わっ た 
人 々 の その 後 が 紹介 され る 

酒場 で 盛り 上 が る ジー ク と バ 
スパ 。 相 変わ ら ず の ん べ え だ 。 





時 フレ イ の 回 起 シ ー ン か ら 
で の 、 つ らい な が ら 
し か っ た ? 修業 の 日 々 
し っ か し 、 よ く 生 き て た モン 
だ よ な ぁ 





















や エ ンド ラ に 勤め ら 
イ が 魔法 学校 へ の 入学 を 
= シー ン 。turbo R 版 で は 、 








ふた り が し ゃ べったり な ん か 


も する 


信 デ モ も 楽し い ぞ 


四 お まけ ゲー ム Go!Go! ビ 
2 クシ ー』 か ら 。 フ レイ は 巨大 
イン ンク クン ググ ング グン ググ シグ クジ グイ ググ | 識 計 化 し て いる ん だ けど 、 比 率 合 
っ て る ん じゃ な いか な ぁ 、 コ 

レ 。 さ っ す が VR シ ステ ム !7 





葬 お な じ く 、「Go!Go! ビク 
ー」 か ら エ ン デ ィング 。 マ ー 
カー で 描い た よう な タッ チ 
微笑 まし いね 


が 





全 MSX2 版 の 隠し グラ フィ ッ ク 
か ら 。 何 年 後 か の フレ イ か な ? 
りり し い 感 じ で 、 と で も よい 
の だ 





キャ ラク ター の 顧 、 顔 


[サーク] Xak シ リー ズ の 原点 だ 。 何 人 か の 登場 人 
ョ 物 は 、XakII で も 再 登場 し て くれ る 。 と 
くに 、 あ の フレ イ は 、 ど こ へ いっ て も 
| く 大 活躍 だ 。 描き 手 の 変更 に よる 、 シ リ 
ー ズ 中 で の 同一 人 物 の 顔つき の 変化 に 
"も 注目 し て みよ う 。 
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舎 幼なじみ の エリ ス 。 お て ん ば な 





感じ だ が Xak II で は 美人 に 成長 人 フレ イ 、 初 登場 最初 は ヒロ 
イン 然 と し た キャ ラク ター だ っ ょ 





" 合 ホ ビ ピット 族 の 村長 さん 。 ホ ビッ 
舎 ビ クシ ー の 表情 、 顔 つき は その ト は ホビ ピッ ト ら し く 描 か れ て いる 
後 の XakII よ り 大 人 っ ぱ ぽい 印象 





XakII で は 、 デ モ の ヴィ ジュ アル シー ン 


が いっ そう 強化 され て いる 。 特 に 、 エ 
ン デ ィング シー ン の 豪華 さ は ファ ン 感 

ロロ と 涙 モ ノ 。 コ ミカ ル な 要素 も 加わ っ て 楽 
し ませ て くれ る ぞ 。 
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針 お っ 、 こ ん な に 美男 子 だ っ た ん 
だ 、 の 主人 公 お な じみ ラ ト ク で す 





舎 重 要 人 物 、 シ ャ ナ 。 前 作 で 助け 





92 て や っ た フレ イ と 違い 、 気 が 強い 
6 
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剣 人 気 キ ャ ラク ター 
の 勢ぞろい だ | 


『FFRAY』 の キャ ラ は MSX 版 Xak の グ 
ラフ ィ ッ ク デ ザイ ナー、 末 永 仁志 さん 
が デザ イン し た 。 こ こ で は フレ イ を は 
じ め と し て 、 き れい どこ ろ の 女性 キャ 
ラ を 集め て みた の で 、 フ ァ ン は 存 分 に 
楽し ん で ちょ ー だ いな ! 





信 魔 法 屋 の 女 主人 、 エ ンド ラ 。 け 
っ こう 隠れ ファ ン も 多い と か 





合 ヴ ァ ル ア の 町 の 元気 少女 、 ミ リ 
ー。 将来 は 大 魔 導 士 か な ? 





舎 フ レイ の 恋 の ライ バル 、 エ リス 
FRAY 。 で は チョ イ 役 な の だ 
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さて 、「XAKII」 を プレ イ す る 前 に 、 ぜ ひと も 前 作 「XAK』」 の こと を 知っ て お 
いて ほし いも の 。 スト ー リ ー の 上 で は も ちろ ん の こと 、 設 定 面 で も 、 前 作 を 知 
っ て いる と いな いと で は ゲー ム の お も し ろ さ が 違う 。 ア クシ ョ ン や 操作 も 、 前 
作 を 知っ て いた 方 が 取っ つき や すい の だ が 、 こ れ ば か り は プレ イ し て みな けれ 
ば わか ら な い 。 紙面 で 解説 で きる 範囲 で 紹介 し よう 。 


時 作 ARTUE 


人 時 黒 の 時 代 


@ バ ドゥー 復 活 
妖魔 界 で は 、 妖 度 の 将軍 と も いう べき バド 
ゥ ー の 復活 が 待た れ て いた 。 し か し 詩 且 を 解 





世界 は 、 3 つ に 分 か れ て いる 。 す な わ ち 、 
妖 麻 界 、 人 間 界 、 妖 精 界 で ある 。 中 で も 
な 性 質 を 持つ 妖魔 界 は 、 神 々 の 手 に よっ て 厳 
重 な 封 印 が か けら れ て いた 。 

し か し 、 250 年 の 菩 、 突 如 バ ドゥ ー と いう 強 
大 な 妖魔 が 出現 し た 。 バ ドゥー 率い る 妖 隊 軍 
は 強大 な 力 を 振る い 、 人 間 界 に 侵攻 し て きた 。 
ウェ ービス 国 減 亡 の 危機 で あっ た 。 こ れこ そ 
が 、 世 に 言わ れる 吐 時 の 時 代 で ある 。 

力 に 衰え を 見 せ 始 め て いた 神々 は 、 し か し 、 
最後 の 力 を 振り 絞っ て 妖魔 に 対抗 し た 。 そ の 
結果 、 戦 神 デ ェ エル の 活躍 に よっ て 神々 は 勝 
利 し た 。 そ し て 敗退 し た バド ゥ ー の 肉体 は 王 
家 の 聖 城 に 、 魂 は 水 久 水 時 じ ら れ た 。 

こう し て ウェ ービス 国 の 暗黒 時 代 は 終わ り 
を 告げ た 。 そ し て 神々 は 地 に 降り 、 そ の 血 は 
人 間 の 世界 に 広がり 、 い つ し か 埋もれ て いっ 
た の で ある 。 















2o 





ける の は 、 封印 を か けた 者 、 す な わ ち デュ エ 
ル 神 その 人 か 、 そ の 血 を 引く 者 以外 に は あり 
得 な い 。…… デ ュ エ ル の 血 を 引く 者 に 、 妖 左 の 
魔 の 手 が 伸び る 。 





そし て ある 真っ 吐 な 夜 、 永 久 水 壁 の 封印 が 
何者 か の 手 に よっ て 解放 され た 。 時 を 同じ く 
し て 、 い っ せい に 決起 する 妖魔 軍 。 バ ドゥ ー 
の 魂 は 聖域 を 目指 し て きま よい 始め る 。 

この 魂 が 自ら の 了 肉体 に 出会っ た 時 、 暗 県 の 
時 代 が 再来 する の で ある 。 





代 デ ュ エ ル 神 の 未 商 
神 に 最も 近い 一 族 、 ウ ェ ー ビ ス 王 家 は 、 い 
ち 早 く こ の 旧 寺 









た 。 バ ドッ ゥ ー 復 活 を 食い 止め 、 バ ドゥ ー を 倒 
せる の は 、 戦 神 デ ュ ェ エ ル の 子孫 だ け 。 王 国 を 
救う た め に は 、 一 刻 も 早く この 生ま れ な が ら 
の 戦士 を 見 つけ 出 き な けれ ば な ら な い 。 王家 
に 仕え る 小型 の 飛行 妖精 、 ビ クシ ー 族 が 、 メ 
ッ セ ンジ ャ ー と し て 国 中 に 派遣 され た 。 そ の 
うち の ひと り が 訪れ た の が フェ アレ ス の 町 で 
ある 。 

し か し 、 こ の 町 に いる は ず だ っ た デュ エル 
直系 の 戦士 、 ド ルク ニカ ー ト は 行方 不明 と な 





unturYotglhdi な 3 


。 は S 舎 Sw へ 呈 呈 旧 S そ Hp 


(夫人 流 
。 和 S さ テテ Mi ゆ 泊 「 さ 一 寺 」 會 


っ て いた 。 か わり に 見 つか っ た の が 、 ド ルク 
の 息子 、 ラ トク で あり 、 彼 こそ が 本 編 の 主人 
公 で ある 。 

ラ ト ク は ピク シー の 要請 を 請け 、 単 身 、 旅 
だ っ た 。 ま ず は 王家 の 聖域 を 目指 す た め 、 聖 
域 の 入口 、 モ ルム の 第 を 訪れ る 必要 が ある 。 
多く の 妖魔 た ち が 、 ラ トク の 行く 手 を 阻む が 、 
ラ ト ク は 立ち 止ま る わけ に は いか な い 。 バ ド 
ゥ ー 復 活 まで 時 間 は 限 ち られ て いる の だ 。 





分 類 か らい えば 、Xak は アク ショ ン RPG と 
いう こと に な る 。 フ ァ ミ コン に は 多い ゲー ム 
スタ イル だ が 、 ノ パソ コン で は そう 多い スタ イ 
ル で は な い 。 日 本 ファ ルコ ム の 一 連 の シリ ー 
ズ が 知ら れる くら いで 、 そ の 他 に 、 と いう こ 
と に な る と 、 こ れ と いう も の が 見 当たら な い 。 
この Xak も 、 だ か ら パ ソコ ン ・ ア クシ ョ ン RPG 
の 代表 作 の ひと つと いう こと が で きる だ ろう 。 

2% ツ ヨン で アク ジョ ン と いう 9 と どう 3. で 
も 貧弱 な イメ ー ジ に な り が ち だ が Xak は ちょ 
っ と 違う 。 キ ャ ラク ター の 8 方 向 移動 、 防 御 
の 構え と 受け の 構え 、 最 低 限 に 押さ を られ た 
遠隔 攻撃 と 、 操 作 性 に 気 を 配っ た デザ イン だ 。 
XaKI で は 、 よ り シ ステ ム が バー ジョ ン ア ッ 
プ す る が 、 シ ンプ ル な Xak の シス テム に も 捨 
て 難い 魅力 が あっ た 。 

魔法 も 多少 は あっ た が 、 主 人 公 が あく まで 
剣士 び ど と いう こと か ら か 、 あ まり 実用 的 で は 
な か っ た よう だ 。XakII の 戦闘 シス テム は 、 
その あたり に 配 虚 し た も の だ ろう か 。 











アク ショ ン RPG と し て 、Xak は ひと つの モ 
デル と も いえ る スタ イル を 提示 し て いる 。 簡 
単 な 操作 で あり な が ら 、 自 分 自身 が 戦っ て い 
る 感覚 を 演出 し て くれ る の だ 。 

RPG と いう 側面 か ら 見 た 時 は 、 多 少 経験 
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また Xak の 魅力 は 、 その ビジ ュ ア ル 面 の 充 
実に も ちあ っ た 。 新 機軸 だ っ た VR シ ステ ム に つ 
いて は また 別に 詳し く 触 れる が 、 ア クシ ョ ン 
TRPG に あり が ちな 、 スケ ー ル 感 の 狂い を 追放 

う 意欲 が み ら れ た 。 

純粋 な RPG な ら と も か く 、 敵 と の 戦闘 を リ 
アル タイ ム で 行なう アク ショ ン も の の 場合 、 
フィ ー ル ド 、 ダ ンジ ョ ン 、 町 で それ ぞ れ 環境 
の 縮尺 が 違う の は な ん と も 気分 が 悪い 。 そ の 
点 、Xak は 、 フ ィ ー ル ド も 町 も 、 
ケー ル だ っ た 。 主 人 公 の キャ ラク ター サイ ズ 
が 、 そ の まま すべ て の 要素 の 基準 





完全 に 等 ス 


に な っ て い 






いる よう な 普通 の 人 と 、 ご く 自 多 
の は 何と も 気持 ちがい いも の だ っ た 。 

ゲー ム 内 に 盛り 込ま れ た バラ エ テ ィ 思 か な 
演出 も Xak の 魅力 。 特に 、 ラ スト 近く の シュ 
ー テ ィング シー ン と 、 ち ょ っ と し た パズル の 
面 は 、 意 表 を 突い て 新鮮 だ っ た 。 


こ 出 人 






値 稼ぎ に 手間 が か か る 印象 は ある が 、 要 所 に 
配 さ れ た ボス キャ ラ が 、 う まく バラ ンス を 調 
整 する 役割 を 務め て いて 、 安 心 で きる 。 比較 
的 一 本 道 に 近い シナ リオ が 、 極 端 に 自由 を 稚 
mma 








人 特に 重要 な 会 話 や 、 買 物 、 取 引 な どの 時 は 、 相 手 の 
顔 が 大 写し に 。XakII で 強化 され た シス テム だ 。 


| ノ VH シス テム 登場 


VR シ ステ ム と は 、 ヴィ ジュ アル ・ リ プレ ゼ 
ン テ ー シ ョ ン シ ス テム の 略 。Xak 独 自 の 特長 
の ひと つ だ 。 ネ ー ミ ング の 由来 は 定か 1 
い が 、 視 覚 演出 の 再 構築 (また は 再 提出 )、 
いう よう な こと を 意味 し MAP 

わか りや すく いう と 、 斜 め 見 お ろ し 型 の 画 
面 に 和 興 行き の 概念 を 持ち 込ん だ も の 。 2 つの 
キャ ラク ター が 重なる 時 、 そ れ ぞ れ の 要素 の 
表示 の 優先 順位 を 定め 、 ど ちら が 興 に 隠れ る 
か に よっ て 遠近 感 を 出す の で ある 。 極端 な 例 
と し で は 、 手 前 が ある 時 は 、 マ イキ ャ ラ 
で あろ う と 容赦 な く 視 界 か ら 隠 れ て し まう 、 

な ど (賛否 あり 、XakII で は 透け て 見 える 
ー ド の 選択 が 可能 に な っ た )。 

また 、 敵 モン スタ ー を も 合 む あら ゆる キャ 
ラク ター は 、 ひ と つ ひ と つが 体 横 の 概念 を 疑 
似 的 に 持た され て いる 。 そ の た め 、 当 た り 判 
定 、 重 な りな ど が 極め て リア ル に 表現 で きる 
人 公 の 半分 の 背 上 し か な い 子 供 や 、 




















音 も ある 巨大 な モン スタ ー が 表示 で きる の も 、 


わな い 絶 胃 で プレ イヤ ー を 導い て くれ る 。 だ 
か ら ス トー リー に お いて いか れる よう な こと 
も な く 、 ゲ ー ム 世界 に 没頭 で きる の だ 。 


了 溢 職 調 





この シス テム の お か げ だ 。 

さら に 、 こ の シス テム は 、 例 えば 差し か け 
られ た 物干し 竿 の よう な も の が あっ た 時 、 キ 
ャ ラク ター が その 下 を くぐり 抜け る と いう 表 
現 を 可能 に し た 。 風 景 が 記号 で は な く 、 モ ノ 
と し て 存在 し て いる 感覚 は 、 ゲ ー ム の 世界 に 
お いて は 非常 に 新鮮 で あっ た 。 


そし て この シス テム は 、XakIIT に お いて さ 


アッ プ さ れ た よう で ある 。 今 
rh マイ クロ キャ ビ 
ン の 名 の も と に 、 
いと ころ だ 。 


ら に バー ジョ ン 


さま ざま な 展開 を 期待 し た 
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舎 サ ー ク 名 物 、 シ ュー ティ ング シー ン 。 正 直 な 
と ころ 操作 性 は いま ひと つ だ が 、 と に か く 楽 し 
い の だ 。 


年 ラ スト 近く に 配 さ れ た 、 パ ズル っ ぱい 場面 。 
自分 で 作図 し て 考え な いと 、 な か な か 難し い の 
だ 』 


び 





Xak 早 わか り 攻 略 ガイ ド 


ログ イン ブッ クス で Xak の シリ ー ズ を 扱う の は 初め て 、 と いう 事情 も ある の 
で 、 ひ と 通り の 攻略 法 も 紹介 し て お こう 。 ス トー リー に 沿っ て 流れ を 追っ て 
いけ ば 自然 に 先 へ 進め る の だ が 、 ど うし て も 詰まる と ころ は いく つか ある 。 


アク ショ ン 的 な 要素 は いっ さい 省略 し 、 


追っ て みよ う 。 


の EEZ 


フェ アレ ス の 町 の 中 か ら 、 ス トー リー は 始 
まる 。 最 初 に すべ きこ と は 、 協 会 に 行っ て 町 
長 の 眼鏡 を 探す こと 。 こ れ を みつ け て 届け る 
まで は 町 の 外 に は 出 ら れ な い 。 

外 に 出 た ら 、 最 初 は 町 の 南側 に 広がる 平地 
で 経験 値 を 秋 ぐ 。 あ せり は 禁物 だ 。 あ る 程度 
レベ ル が 上 が り に くく な っ た な 、 と 感じ た ら 
橋 を 渡っ て 東側 に 向かお う 。 岩 に 囲ま れ た 狭 
い 通 路 を 抜け る と 、 森 の エリ ア へ と 入っ て い 
く 。 こ こ で 、 倒 れ て いる 少女 を 発見 で きる は 
ず 。 こ れ が フレ イ だ 。 彼女 を 助け て 家 ま て 送 
っ て や る と 、 今 度 は 父親 の ドミ ク に 、 町 の 病 
院 ま で 連れ て いっ て ほし いと 頼ま れる 。 

も う 一 度 ド ミク を 訪ね る と 、 今 度 は 荒れ 狂 
う 森 の 精 を 倒し て くれ と の 注文 。 森 の いち ば 
ん 北 に いる 最初 の ボス を 倒し に 行こ う 。 

レベ ル さ を え 十分 な ら そ う 苦 労 は し な い は ず 。 
倒し て 再び ドミ ク に 会 い に 行 け ば 、 重 要 な 情 
報 を 教 ん て くれ る は ず だ 。 
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そう し た シナ リオ 面 で の 解法 の み を 


. モ ルム の 販 


砦 に 侵入 し た ら 、 ま ず 1 階 右手 の 肩 の 閉 ま 
っ た 部 屋 の 中 に いる 老人 と コン タク ト を 取 ろ 
う 。 彼 に 頼ま れ た 薬 を 探し て き て や る と 、 北 
の マス ター キー を も ら え る 。 こ れ で 行動 総 表 
が 広がる わけ だ 。 

次 は 、 1 階 西側 に いる 謎 の お や じ に 会 う 。 
彼 に 会 い に 行く 道 は ちょ っ と 複雑 。 一 度 上 の 


階 に 昇り 、 別 の 階段 で 降り て こ な け れ ば な ら 
な い 。 ま ず は 頼ま れ た 通り 、 


1 階 東 側 まで 戻 





っ て 厨房 に あっ た スー プ を 取っ て くる 。 し か 
し 別に 何 を し て くれ る と いう わけ で は な い 。 
と りあ え ず 1 階 中 央 部 に ある 出 唱 の 居 ま で い 
っ て か ら 戻 っ て くる 。 す る と 、 出 日 は 水 庄 で 
開閉 する と 教え て くれ 、 水 圧 調整 室 の 鍵 を も 
ら え る の だ 。 水圧 ヽ い き 、 番 兵 に 皿 ん 
で バル プ を 開く が 、 話 は 開か な い 。 

最上 階 へ 行っ て 、 ボ ス の 水 龍 を 倒せ ば 、 や 
っ と の こと で 扉 が 開く の だ 。 し か し 、 陽 域 へ 
の 道 は な い 。 ノ ル マ ナ の 町 に 向かお う 。 








| ノ 3. コ ンド ラー 地下 へ 


ゴン ドラ に 乗っ て 下 の 世 界 に 降り る に は 、 
ノル マナ 町 長 の 許可 が 必要 。 こ れ は モル ム の 
砦 さ え ク リア し て いれ ば 問題 な い 

そこ か ら 先 は いよ いよ ダン ジョ ン 中 心 の 展 
開 に な っ て く る 。 邪魔 な 岩 は 、 デ スイ ン テ グ 
レイ ト の 魔法 で 取り 除き 、 ま ず 最 初 に する こ 
と は 、 析 に 入れ られ た ズ ッ ー ン を 解放 する こ 
と 。 そ の 後 で ノル マナ に 戻り 、 ズ ゥ ー ン を 合 
し て か ら が 、 真 の ダン ジョ ン 巡 り の 始ま り 。 

まず は 海賊 の アジ ト を 探し だ し 、 海 岸 に い 
る 酔っ ぱら い の 海 賊 と 話し て 、 宝 箱 の 鍵 と 赤 
い 宝 石 を 入手 し て お く 。 

紋章 の つい た 奇妙 な 岩 の 避 を 見 つけ た ら 、 
そこ で ESP メ ダル を 使う 。 こ れ が 第 一 の 門 。 
ESP メ ダル は 、 ズ ッ ー ン を 倒し た 後 で ノル マ 
ナ の 町 に 戻れ ば も ら え る 。 

第 二 の 門 は その 後 す ぐ 。 ここ も ESP メ ダル 
と 、 王 家 の 紋章 で 通過 。 = の 門 に は 強 散 、 
ウォ ー タ ー& フ ファイアー エレメンタル が いる 。 
こい つ を 倒せ ば 第 一 部 終了 だ 。 
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| ノ 4. れ 0 町 - せ グラード 


ネム ヌ の 町 と ゼ グ ラー ド の 塔 は 、 何 度 か 往 
復 す る こと に な る 。 ゼ グラ ー ド の 塔 に 行く 前 
s ボ べ きこ 記 は だ だ ひと つ (、 ラー グ ち どう 
と 会 話し て お くだ け 。 

塔 の 中 は 敵 も 強く 、 苦 し い が 、 し ら み つぶ 
し に 調べ て いこ う 。 イ ベン ト の 順序 は それ ぞ 
れ 入 り 組 ん で いて 前 後 す る が 、 主 に 3 つ あ る 。 

まず 、 ノ ー ム の 一 家 に 会 い 、 行 方 不明 の 子 
供 を 見 つけ て 連れ て き て や る 。 こ れ で ディ ス 
ペル マジ ッ ク が も ら る そる 。 

次 に 、 ゴ ー ス ト に 変身 し た まま も と に 戻れ 
ず 困 っ て いる 未熟 者 の 魔法 使い 、 ケ イン を 、 
ディ スペ ル マ ジ ッ ク で も と に 戻し て や る 。 後 
で 町 まで 会 い に 行く と 、 ペ ッ ト の ラビ ー を く 
れる は ず だ 。 

も う ひ と つ は 、 ユ ー グ の 兄 の 亡 党 の メッ セ 
ー ジ を ユー グ に 伝え て や る こと 。 そ の 後 で も 
う 一 度 会 い に 行 く と 、 エ クス カリ バー を も ら 
える 。 そ し て 最上 階 に いる の は 、 こ れ ま で 狂 












言 回 し と し て 活躍 し て いた ネクロ マン サー。 
こい つと 戦え ば 、 塔 か ら 出 ら れる 。 


ポン まき の 送 聞 めき さび 革 
。 計 財 只 当直 / 財 半 昔 は よ 計 で 
叶 Sw ト 台 舎 


8 准 三 史 き ず 器 
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| 5. 溶岩 地帯 一 災 の 砦 


地 淀 で すべ きこ と は 、 笑 の 砦 の 残党 が 
履 れ 住む 秘密 の アジ ト を 訪ね る こと 。 こ こ で 
レイ チル と いう 少女 と 話す 。 弟 が 病 に か か っ 

て いる こと 。 そ の 病気 を 直す た め の 人 奇跡 の 薬 

を 、 父 親 が 秋 の 砦 まで 探し に 行っ て いる こと 。 
その 父親 が な か な か 戻ら な いこ と 。 

そこ で 、 主 人 公 は 笑 の 和 砦 の 捜索 を 頼ま れる 。 
これ を 引き 受け る と 、 砦 に 入る た め に 必要 な 
アイ テム 、 耐 火 マ ント が も ら え る 。 

着 に 入っ た ら 、 ま すず 耐火 マン ト を 使っ て 笑 
の カー テン を くぐる 。 そ うし た ら 1 階 の 室 
に 行き 、 宝 箱 の ガス マス ク を 取っ て お く 。 

ガス マス ク が あれ ば が ガス 室 に 入れ る 。 そ う 
すれ ば 間もなく 、 溶 岩 の 橋 の 先 で 、 傷 つい て 
いる レイ チル の 父 を 発見 で きる だ ろう 。 そ こ 
で 奇跡 の 薬 を 入手 し た ら 、 と りあ え ず アジ ト 
まで 戻 ろ うう 。 そ こ で ドラ ゴン の 指輪 の 情報 を 
得 た ら 、 再 び 砦 に 向かう 。 

砦 の 3 階 に 邊 る た め に は 、 1 階 の 曖 炉 に 隠 
きれ た 仕掛 け を 作動 させ な けれ ば な ら な い 。 
明 炉 の 上 に 置か れ た コッ プ の 水 を 使え ば 、 こ 
れ は 簡単 。 

3 階 に 行け た ら 、 

ト に 落ち て いる ドラ ゴン の 指輪 を 探す 。 ラ ビ 
ー を 使え ば これ も 入手 で きる 。 

後 は 最上 階 の テラ ス ま で 行き 、 そ こ で ドラ 
ゴン の 指輪 を 使う だ け だ 。 す ぐに シュ ー テ ィ 
ング シー ン に 突入 で きる 。 





















いい 








NR に 2 且 い 3: ゴ に 】 
コー さる 8 水 。 サ VS 避 計 3 次 き 決 會 
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シュ ー テ ィング シー ン は 純粋 な アク ショ ン 。 
ここ は も う 、 フ パパ ターン を 覚え る より 他 に どう 
し よう も な い 。 最 後に 控え る サラ マン ダー を 
倒せ ば クリ ア だ 。 

ここ で リュ ー ン に 会 い 、 グ レー ト ソ ー ド を 
入手 すれ ば 、 ゲ ー ム も 終わ り に 近い 。 

まず は 聖域 の 入口 に 当たる 神殿 の 謎 を 解 か 
な けれ ば な ら な い 。 こ こ は 、 単 純 に 「 一 筆 書 
き 」 と 考え れ ば 、 割 合 簡単 に 解け る は ず 。 こ 
こさえ 抜け て し まえ ば 、 後 は バド ゥ ー と の 決 
戦 を 残す の み だ 。 

ここ に 竣 っ て 、 初 め て フォ ー ス ショ ッ ト が 
破 て る よう に な り 、 大 ボス 戦は 、 打 敵 厳 で は 
な い 戦 い に な る 。 バ ドゥ ー は 一 度 倒す と 変 身 
する が 、 基 本 的 な 攻撃 パタ ー ン は た いし て 変 
わら な い の で 、 し っ か り パ ター ン を 理解 し よ 
う 。 あ せら ず 、 地 道 に 戦っ て いれ ば 、 必 ず 倒 
せる は ず だ 。 

後 は お まち か ね の エン ディ ング 。 デ モ 中 心 








間 導 ツー さこ 


は や お 
S キ さき は さい 邊 


鞭 豆 
> 革 と て 攻 ご き 吉 Jr ペー ツ 





っ 侍 


湊 図 AFS 
合い た S で 


。 ひ は と と 人 の 内 澤 苦 ぶ は コ w 
半 


少 こ へ J で ご 
癌 革 S 逢 


クズ グ 


ーー キー XX ロ に K 外伝 


そし て turbo R 用 に 開発 され た 、『「Xak II 』」 と 同じ 


『FRAY』」 は MSX 2 / 2 十 、 そ 





時 期 を 舞台 と する RPG 風 アク ショ ン ゲ ー ム だ 。Xak IT の VR シ ステ ム を MSX 用 に 最 
適 化し た 、*VR シ ステ ム ・ フ レイ スペ シャ ル ? を 搭載 し 、 高 速 か つ 滑ら か な リア ル ・ 

アニ メー ショ ン を 実現 。 多彩 な 魔法 攻撃 も 加わ っ て 、 ア クシ ョ ン ゲ ー ム と し て 高い じ 完 
成 度 を 誇っ て いる 。MSX ユ ー ザ ー に 爆発 的 人 気 を 誇る も 、 こ の ゲー ム を 紹介 し よう 。 





戦 神 デ ェ エ ル の 子 作 
る バド ッ ゥ ー 征 伐 か ら 3 年 経っ た 、 聖 礎 
ラ ト ク が 行方 不明 の 父 ド ルク の 消息 を 求め て 、 
港町 バ ヌ ワ へ 向かっ た 直後 の 事 で ある 。 フ レ 
イア ・ ジ ェ ル パ バーン (フレイ) は 、 魔 導 都 市 
ミル セイ ア で の 長く 辛い (楽し い ? ) 修業 を 
終え て 、 平 和 を 満 交 し な が ら フ ェ ア レ ス の 町 
へ 向かう と ころ で あっ た 。 3 年 前 、 父 親 の ド 
ミク が 番 人 を 務め る フェ アレ ス の 森 で 、 モ ン 
ー に 隈 われ た と ころ を 助け られ て 以来 、 

ラ ト ク を 墓 っ て きた フレ イ は 、 行 方 知れ ず の 
父 を 捜す サラ トク の 力 に な り た いと 思っ て いた 。 
そし て フェ アレ ス の 町 の 魔法 
ドラ に 、 魔 導 士 と し て の 素 
レイ は 、 ラ トク と 共に 戦え る 魔 : 
べく ミル セイ ア の 魔法 学校 ( マ oi の 7 
デミ ー) に 入学 し た の だ 。 魔 (で の 日 々 
を 思い だ し た り 、 ラ トク と の 再開 を 思い 描き 
な が ら 歩 くう ち に 、 懐か し い フ ェ ア レ ス の 町 
が 間近 と な っ て いた 。 

フェ アレ ス の 町 に た どり つい た フレ イ は ラ 
トク の 家 へ と 向かう が 、 彼 女 を 待っ て いた の 
は ラ ト ク の 母 サ リア と 、 彼 の 残し た 置き 手紙 
だ け で あっ た 。 手紙 は ラ ト ク が ドル ク を 捜し 
















女 主人 エン 
を 見 出さ れ た フ 
応戦 士 と な る 





に パ ヌ ワ の 町 に いく と いう 事 を 告げ ば 、 ふ た り 
で 旅 に 出る 東 を 守れ な か っ た 事 を 族 
びる も の で あっ た 。 も あら わ に 歩く フレ 
イ を 、 ラ トク の 友人 ポ ビ ピー が 呼び 止め た 。 思 
わ ず 堪 えき れず に 泣き だ し て し まう フレ イ 。 

そん な 彼女 を ポピー や エン ドラ 、 そ し て ラ ト 
ク の 郊 な じみ で 、 フ レイ の 恋 の ライ バル で も 
ある エリ ス が は げ ま し 、 男 気 プ ける 。 そ し て 
フレ イ は ラ ト ク を 追う 危険 な 冒険 の 旅 に 出る 。 
魔法 と 、 ラ トク へ の 想い を 武器 と し て ……。 





と いう 














合 プ レス リリ ー ス (出版 社 向け 資料 ) に 掲載 され た 、 フ 
レイ の イラ スト 。 ち ょ っ と 大 人 っ ぽい ? 





『FHAY」』 の ゲー ム 性 


Xak や XakI は 、 ア クシ ョ ン 性 を 重視 し て 
いる と は いえ 、 あく まで RPG で ある 。 それ に 
対し て 、 FRAY は 、 純粋 な アテ アクション ゲー ム 
な の だ 。 強い て 言え ば 、 RPG の 要素 を 取り 入 
れ で ぐい る アク ショ ン ゲ ダー ム と いっ だ と ころ だ 。 
二 和 ) 『 け る の は 、 随 所 に 配置 され て いる 
町 で 、 集 や 買い 物 な ど を し な けれ ば な 
ら な いた めで ある 。 

フィ ー ル ド に お ける アク ショ ン モ ー ド で は 、 
基本 的 に 縦 ス クロ ー ル で 、 表 示さ れ て いる 画 
面 より 下 へ は 移動 で き な い 。- 
で の み 、 全 方 向 へ の 自由 移動 が 可能 と な っ て 
いる 。 攻撃 は ロッ ド ( 枕 ) に よる 通常 攻撃 と 、 
巻き 物 に よる 特殊 攻撃 の 2 種類 。 一 方 、 町 に 
は いっ て か ら は 、 ま っ た く RPG と 同じ で 
る 。 情 報 収集 や ショ ッ プ で の 買い 物 が で きる 
し 、 さ ら に イベ ント も 発生 する よう に な っ て 
いる 。 普 通 、 こ うい っ た クス ジャ ン ル の 
ゲー ム は 、 打 い の 要 素 を 消化 し きれ な いま ま 、 
つま ら な いも の に な っ て し まい が ち だ か が FRAY 
は アク ショ ン ゲ ー ム と RPG の 長所 を うま く 取 
り 入 れ て いる と 言っ て も いい だ ろう 。 

また 、 ゲ ー ム バラ ンス の 面 で も 工夫 が な さ 
れ て いる 。 防御 アイ テム に ある タワ ー・ シ 
ー ル ド ” を 装備 し た 状態 で タリ ア で きる よう 
に パラ ンス が 設定 され て いる の で 、 ア クシ ョ 
ン ゲ ー ク が 苦竹 み 太 は 、 タ レニ ッ シ ー ル ルド 
より 防御 力 の 高い 防御 アイ テム を 装備 すれ ば 












- 部 ダン ジョ ン 































人 装備 の 選択 モー ド 


ロッ ド は 種 
果 が まっ た く 異 な る 。 状況 に 応じ た 選択 が 重要 だ 
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念 プ レス リリ ー ス より 、 フ レイ の 先生 で ある ミル の イラ 
スト 。 個 性 的 な キャ ラ が 多い の も 特徴 の ひと つと いえ る 


いい わけ で ある 。 

こう いっ た 点 を 総合 し て 考え る と 、F 
で は より 多く の 人 が プレ ー で きる ゲー ム 性 を 
持ち えて いる と 言え る 。 最 
ー ム は 得 し て 難し く な り が ち 
ろ さ を 理解 で き な い まま 放り 出し て し まい が 
ち だ が 、FRAY で は そう いっ た こと は まず な 
い だ ろ う 。 









「FHAY』 の ゲー ムシ 


アー ケー ド ゲ ダー ム で 、『 ワ ルキ ュー レ の 伝説 
(ナム コ ) と いう アク ショ ン ゲ ー ム が あっ た 
が 、FRAY は この 作品 を 意識 し て 作ら れ て い 
る 印象 を 受け る 。 異 な っ て いる 点 と 言え ば 、 
や は り FRAY は RPG 色 が 濃い と いう こと だ ろ 
うか 。 と いっ て も 決し て 類 雑 に な っ て いる ね わ 
け で は な い 。 強い て 言う な ら ば 、 ア イ テ ム 選 
メニ ュー ウィ ンド ウ を 開く 手間 が あ 
で ある 。 こ れ は 別に 気 に た る ほど の も 
の で も な い だ ろ う 。 
ゲー ムシ ステ ム は 、 非 常に 理解 し や すい も 
ょ っ て いる 。 HP (ヒッ ト ボ イント) の 最 
始 一 定 し て いて 、 攻 撃 力 も 最初 は や 
ウ 2 町 で 買い 物 を する る こと に よっ 
化し た り 、 特 殊 魔 法 を 使え る よう 
に な る 。 こ れ に よっ て 攻 買 力 と 防御 力 の 強化 
を 図れ ば いい の だ 。 減少 し た 体力 も 、 町 で 購 














FRAY に も 、) ー ズ 共通 の 特徴 と い 

える VR シ ステ ム は 搭載 され て いる 。 し か る 戦 
闘 に 、3 次 元 の 概念 を と り い れ た XakII 用 の 
バー ジョ ン 2.0 に さ 0 Be も の で あ 
る 。 この バージョン は 、" フ レイ ・ ス ペ シ ャ ル ” 
と 呼ば れ て いる 。 空 間 の 興 f Aa R 
シス テム を 搭載 する 事 で 、FRAY の アク ショ 
ン ゲ ー ム と し て の クォリティ は さら に 高まっ 
て いる 。 

特殊 護法 を 使用 す 
見 逃 せ な い 


Xak シ リ 





る 際 の アニ メー ショ ン も 






っ た ハデ な 画 
面 演出 で 、 魔 法 の 効果 を 視 汐 に 納得 きせ て 
くれ る の だ 。 そ の 追 力 は スゴ イ 、 と し か 言い 
よう が な い ほ どの 出来 と な っ て いる 

また 、MSX + 用 と 、turbo R 専 用 
れ て いる の も 見 逃 せ 
な い 。 と くに turbo R 専 用 版 で は 、 メ モ ! 

































合 プ レス リリ ー ス より 、 
か れ て いる の で 、 


マッ プ の 概略 図 。 立体 的 に 描 
地形 的 な 関係 も 理解 で きる 

入 で きる アイ テム を 使っ て 回 復 さ せれ ば いい 
し 、 術 屋 で は セー プ も で きる 。 こ うし て 見 て 
みる と 、 ア クシ ョ ン ゲ ー ム と し て の お も し ろ 
さき さ を 損 な わな い 形 で 、RPG の 要 導入 され 
て いる FRAY の ゲー ムシ ステ ム は 、 な か な か 
秀作 で ある 。 
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シナ リオ デー タ を ? し で ディ スク アク セス 
を 減少 させ た り 、PCM に よる 音声 出力 機能 を 
使用 し た り (と は いっ て も オー プ ニ ン グ デ モ 
や 魔法 の 使用 時 な ど 、 一 部 の み で な の だ が ) 
と 、 本 体 の 機能 を 上 分 に 生か し た 作り が な さ 
れ て いる の で 、turbo R ユ ー ザ ー は ぜひ と も 
プレ ー し て ほし い 。 








人 画面 右上 に 表示 され る フレ イ の 表情 で 、HP の 状況 を 
把握 で きる 。 何気ない と ころ に 工夫 の 疎 が み ら れ る 。 





証し て 『xakn」 へ 畑 





XakII の 後半 で 、 ラ トク や フェ ル 達 が デス ・ 
マウ ン テ ン 攻略 に 出発 し よう と する と き 中 
し く は 本 書 147 ペ ー ジ 以降 を 参照 の 事 )、 フ 
イ は よう や く ラ トク と 再会 を 果たす 。 2 
で の フレ イ は 、 あ くま で サ プ キ ャ ラ な の で 、 
大 活躍 と いう わけ で は な い 。 し か し な が ら 、 
テレ ス 海 洋上 で の 戦闘 で は 魔法 を 駆使 し て ラ 
トク た ち を 助け る な ど 、 な か な か に が ん ば っ 








て いる の だ 。 エ ン デ ィング に る も 登場 する の で 、 


ファ ン は 期待 し て いい と 思う ぞ 

と ころ で 、FRAY と いう 作品 y ボ イン 
ト と し て は 、Xak と XakII を つなぐ スト ー リ 
ー で あり な が ら 、 独特 の 世界 観 を 確立 し て い 
る 事 に ある 。 シ リー ズ 全 体 の 大 き な 流 れ と し 
て は XakIT の スト ー リ ー に 重複 す 
と えば スト ー リ ー の 冒頭 部 分 は 、 Xa 
II を プレ ー し た 人 な ら よ り 楽 
っ て いる 。 そ し て 大 ポス で ある ( 
XakII に お いて も ある 形 で 登場 する 。 こ うい 

た 、 細 か い 部 分 に お ける こだわ り と いっ た 
こと も 、 世 界 観 を 感じ し きせ る ファ クタ ー と な 
っ て いる の は いか に も Xak ら し いと いえ る だ 
ろう 。 ち な み に FRAY の 製作 は 、MSX 版 Xak 
Mi ッ プ (通称 “びく びく ・ ち ー む ぢ ") が 担 

当 し て いる 。 こ の 事 が グラ フィ ッ ク な ど を 合 








る 訳 で 、 た 
と Xak 













舎 XakII で の フレ イ 登 場 シ ー ン 。FRAY を ブレー し た 人 
は 、 思 わ ず 感 動 する ( ? ) シ ー ン だ ろう 。 
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人 プレ スリ リー ス よ り 、 
プ キ ャ ラ で は な く 、 


ミリ ー の イラ スト 。 単なる サ 
本 編 て で も 活躍 する 重要 キャ ラ だ 


め た 、 作 品 の 統一 され た イメ ー ジ を 作る 事 に 
一 役 買 っ て いる の は いう まで も な いで あろ う 。 
Xak か ら プ レー し て いる プレ ー ヤ ー は 、 よ り 
一 層 ゲ ー ム の 世界 に の め り 込 め る わけ で ある 。 
そし て 、 今や Xak シ リー ズ の 売り 7 の ひ 
と つと な っ て いる イメ ー ジ イラ スト に は 、 デ 
ザイ ナー サイ ド か ら の 強力 な SG 
ン ガ 家 、 イ ラス トレ ー タ ー と し て 活躍 中 の こ 
こま び 氏 が 起用 きれ た 。 デ ィ フ ォ ル ノ 物 が 得 
意 と いう 氏 の 作風 に は ファ ン も 多く 、"91 年 に 
は 初 の 単行 本 も 予定 さき され て いる 。 現在 は 、 革 
大 手 玩具 メー カー の ディ フォ ルズ キャ ラク タ 
一 物 の デザ イン を 手掛け て いる と いう こと も 
あり 、FRAY の コミ カル な イメ ー ジ に は うっ 
て つけ で あっ た と いえ る よう 。 実際 スト を 
見 て も 、 キ ャ ラク ター の 特徴 を 的 確 に 掴ん で 
う 楽し い 雰 囲 気 で 描か れ て いる 。 
余談 で は ある が ここ まひ 氏 に は 、 本 革 
で も キャ ラク ター の イラ スト を 提 当 し て いた 
7 だ 8 
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Xak で は 、 そ の シリ ー ズ 全編 の 基礎 こと な る 世 
界 設定 が 事細か に な され て いる 。 ゲ ー ム 中 で 
は 、 決 し て 表面 的 に 出 て こない も の だ が 、 そ 
れ ら の 設定 は 、 物 語 を より 奥行 き の あ る も の 
に し て いる の だ 。 実在 し た 神々 と 人 こと の 交わ 
り 、 今 な お 存在 し 続け る 妖精 、 魔 法 、 そ し て 
妖魔 ……。 こ こ で は 、 製 作 資 料 を も と に 、Xak 
の 世界 を くわ し く 紹 介し て いこ う 。 
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神々 の 血 を 引く 若き 勇者 、 ラ トク ・ カ ー ト の 力 に よっ て 、 ウ ェ ー ビ ス 国 は バド ゥ 
ー の 侵攻 より 救 わ れ た 。 し か し 、 そ れ で すべ て が 解決 し た わけ で は な い 。 前 作 を 
プレ イ し た 人 な ら ば 、 そ の 中 て 狂言 回 し を 演じ て いた 黒衣 の 怪人 、 ネ クロ マン サ 
ー が いま だ 健在 で ある こと を 忘れ て は いな い だ ろ う 。 前 作 より 3 年 、 ウ ェ ー ビ ス 





国 は 、 よ り 巨 大 な 悪 の 手 に か か ろう と し て いた の で ある 。 


バド ッ ゥ ッ ー の 失敗 を 見 届け た ネクロ マン サー 
は 、 す ぐに 何者 か の も と へ と 報告 に 走っ た 。 
妖 訂 た ちの 次 な る 動き は 、 そ の 時 すでに スタ 
ー ト し て いた の で ある 。 0 ゥ ー を も は 


る か に 凌ぐ 強大 な 妖魔 と は 、 い っ た い 何者 な 
の で あろ うか 。 
SM Ni 0 は 





に 
て いた 。 その ちの ゆあ っ は ま 、 いう で も 
2 ラ ト ク の 仙 散 、 あ の ネクロ マン サー の 
姿 で ある 。 
… 手 管 は 整い まし て ご ざい ます 」 
2 ネクロ マン サー の も の か 。 





用 は びく り と も 動か な い 。 声 の 主 は 、 
巨 5 大 な 影 の / 





反応 を 気 に し な が ら も 、 言 葉 を 続 





- つ だ け 間 題 が ど ご ざい まし 
GO ^ 折 き 室 ? が 、 あ の 町 の 中 に 入っ て し 
まい まし た 」 

E 若 と と も に 、 他 の 3 つの 影 も 沈黙 を 守り 


続け る 。。 そ の 長い 沈黙 を 破っ た の は 、 低い 不 


3 』 
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気味 な 声 。 玉 座 の 主 が 初め て 日 を 開い た の だ 。 
「 や が て 赤き 月 が 昇る 。^ 地 ” よ 」 
「 は っ 1! 」 影 の ひと つが 答え る 
黒 き 宝 ” は 無事 か ?」 


「 確 か に 、 我 が 手の内 に 」 











不気味 な 声 は さら に 続け て い 水 / よ 、 い 蒼き 
石 ” は ?」 

「 お お せ の 通り に 」 

また 別 の 声 が 答え る 。 そ の 名 の 通り 、 澄 み 


切っ た 冷た い 才 き の 声 だ 。 





F 風 "は …… 聞 くま で も ある まい な 」 
「 背 後 の 陣 に て 指示 を お 待ち し て お り ま す 」 





風 と 呼ば れ た 者 は 、 と り わ け 自 信 に 満ち た 





日 調 で 答え た 。 こ こ に 至っ て よう や く 滴 足し 
た の か 、 巨 大 な 影 は 一 呼吸 お いて 指示 を 出す 。 
「 ま ず は “白き 室 ′ を 開 に 閉 ざ せ 」 
「 は っ 」 


『 と と も に 、 3 つの 影 は こつ ぜん と 消え 
た 。 再 び い っ さい の 動き を 止め る | ほ 大 な 












バド ゥ ー と の 戦い か ら 3 年 。 ラ トク も 、 も 
う 19 才 。 そ の 後 も 数 々 の 冒険 を 重ね 、 よ り た 
くま し く 成 長 し て いた 。 し か し 顔 に は 少年 の 
面影 を 残し 、 と て も ウェ ービス を 救っ た 英雄 
の 次 と は 思 を な い 。 

「 母 さん 、 母 き ー ん !」 

大 き な 声 を 上 上げ て 、 ラ トク が 早 彰 の 通り を 
駆け て いく 。 勢 いよ く 家 の 戸 を 開け る と 、 い 
っ そう 大 きみ な 声 で 叫ん だ 。 

「 母 きん 、 オ レ 、 ま た 旅 に 出る よ 」 

そう 、 性 格 だ っ て 19 才 の 青年 に ふさ わし 
い 。 い や 、 特 に 無 外 気 な 方 か も 知れ な い 。 

「 な ん だ ね 、 こ の 子 は 。 朝 っ ぱら か ら 大 き な 
声 を 出し て 。 今度 は いっ た い 何 を 退治 し に い 
くん だ い ?」 

ラ ト ク の 母 サリ ア は 、 






大 を 炎 っ た 時 の 病 で 


光 を 失っ て いた 。 が 、 優 し い 息子 に 還 け られ 、 


サリ ア に は 何 の 不満 も あな か っ た 。 二 人 で 穏 や 
か に 暮らし て いた の で ある 。 
ラ ト ク は 首 を 振っ た 。 
「 そ ん な ん じゃ な く て さ 、 母 さん の 目 が 治る 
か も 知れ な いん だ よ !」 
「 お や 。 ま た その 話 か い 。 母 さん も う 目 の こ 
と は あき ら め て る よ 」 
ラ ト ク が 興奮 し て 続け る 。「 信 度 の 話 は 確か 
な ん だ っ て 」 
「 お まえ の 確か は 当て に な ら な いか ら ね える 」 








… 下 者 め 圧 呈 半 
am の 2 


せき Ok 時 中 吾 開 菩 


で 清き ーY ざ 民 呈 導き ーー ロ 斗 人 


サリ ア は 微笑 ん だ 。 と 、 ラ トク の 失 元 か ら 

手 に 乗る ほど の 小さ な 少女 が 顔 を 出し た 。 

「 お ば さま 、 今 度 は 本 当 で すわ 」 

サリ ア は ちょ っ と 稀 いた 顔 を し た 。 

「 お や 。 そ の 声 は ピク シー だ ね 」 

「 ご ぶさ きた し て ます 。 あ の 、 北 の バ ヌ ワ の 町 
に 目 に よく 効く 薬 が ある っ て 、 私 が 聞い て き 
た ん で す 」 

ピク シー は 王宮 の メッ セン ジャ ー を し て い 
た だ け あ っ て 、 情 報 収 集 は お 手 の も の で ある 。 

そん な わけ で 、 い つも の コン ビ で また 旅 に 
出る こと に な っ た の だ が 、 し か し 、 ラ トク の 
真意 は 他 に あっ た 。 

心配 させ まい と 、 母 に は 語ら な か っ た が 、 
ピク シー が 運ん で きた の は 父 ド ルク に 関す る 
情報 だ っ た の だ 。 

だ が 、 本 当 に ラ ト ク を 待ち 受け る 運命 は 、 
さら に 大 きく 、 困 難 な ち も の だ っ た の だ 。 























Ms 
せ 


サー ク 世 界 の 歴史 年 表 


サー ク 界 の 歴史 は 我ら が 地球 、 い や 、 日 本 の 歴史 と 比較 し て も 決し て 古い と は い 
えな い 。 有史 以来 800 年 も 経っ て いな い の だ 。 し か し 、 情 報 の 伝達 速度 が 遅く 、 
情報 保存 の 方 法 も 未 吉 な サー ク 界 に あっ て 、3 世代 前 の こと は も は や 神話 の 域 で 
ある 。 よ っ て この 年 表 も 、700 年 代 以 降 が 中 心 と な る 。 




















型 歴 以 前 神 界 の 衰 人 、 妖 魔 の 台頭 、 三 界 分 離 、 妖 魔 封 印 
聖 歴 元 年 神々 の 英断 、 神 と 人 と の 婚 如 、 避 母 受胎 
聖 歴 503 年 バド ッ ゥ ー 来 襲 
戦 神 デ ェ エ ル 、 パ ドゥー と 戦い 、 そ の 魂 を 「 永 久永 難 」 へ 
身体 を 「 王 家 の 王 域 」 へ 封印 する 
聖 歴 603 年 最後 の 神 の 死 
選 歴 650 年 ご ろ アマ ドッ ク の 儀式 、 シ ャ ナラ ム の 封印 
聖 礎 713 年 ジー ク ・ ポ ルド ー 誕 生 
聖 歴 715 年 ドル ク ・ カ ー ト 誕生 ミリ オフ ・ エ ステ ラン 誕生 
聖 歴 726 年 ウェ ービス 王国 サリ アス ・ ウ ェ ー ビ ス 、 ミ ー ス 王妃 を 迎え る 
聖 歴 727 年 ニル ・ バ パー ウ 誕 生 
聖 歴 730 年 アー バン ト ・ ウ ェ ー ビ ス 、 シ ャ スタ ー ヌ と 尋 興 
ウェ ービス 三 剣士 、 男 名 を は せる 
聖 歴 733 年 フェ ル ・ バ ー ウ 誕生 
聖 歴 736 年 ドル ク ・ カ ー ト 、 サ リア と 結婚 
聖 歴 737 年 ラ ト ク ・ カ ー ト 誕生 、 ク ベラ フ ・ ウ ェ ー ビ ス 誕 生 
聖 歴 738 年 シャ ナ ・ タ ウト ゥ ー ク 、 ミ ュー ン 誕 生 ミュ ー ン さら わる 
聖 歴 740 年 フレ イア ・ ジ ェ ル バー ン 誕 生 
ウェ ービス 王国 サリ アス 没 
アー バン ト 王 位 継承 、 三 剣士 散り 散り に 
聖 歴 744 年 ミリ オフ ・ エ ステ ラン 没 
[カウ リャ ン 城 城主 に し て 元 三 剣士 の ひと り 。 死因 不明 ] 
聖 歴 746 年 ジー ク ・ ポ ルド ー、 バ ヌ ワ の 町 に 
聖 歴 751 年 フェ ル ・ バ パー ウ 、 バ ヌ ワ の 町 に 
吾 歴 753 年 バド ッ ゥ ー 復 活 『Xak I』 ラ トク ・ カ ー ト 、 バ ドゥ ー を 減 ぼ す 
本 歴 754 年 ゼ S ペ ズル ョ タウ IN ウー ク 守 
スィ ー ナ リー 号 遭 難 、 フ ァ ム タス ・ コ ー レ イ 船 長 死去 
ジェ ロム ・ ポ ボー ディ ス 失 貴 
聖 歴 755 年 ミリ ア ・ ア リー ナ は 結晶 の 谷 で 消息 不明 
バ ヌ ワ 周辺 の 住民 の 疎開 相次ぐ 
避 歴 756 年 赤き 月 昇る と き 『XakII』 ラ トク ・ カ ー ト 、 パ ヌ ワ の 町 へ 
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サー ク 世 界 の 構造 


サー ク の 世界 は 広大 か つ 、 懐 が 深い 。 既 発表 の 3 作 の ゲー ム て 須 う こと が で きる 
の は 、 そ の うち の ほん の 一 部 に 過ぎ な い の だ 。 ここ で は 、 膨 大 な 世界 設定 の 資料 
の うち か ら 、 一 般 に 知ら れ て いな い 部 分 を 中 心 に 抜粋 し 、 紹介 し て いく こと に す 
る 。 この 一 部 の 資料 を 見 た だ け で も 、 サー ク の 世界 観 が いか に 堅 呈 に 作ら れ て い 
る か が わか る は ず だ 。 続編 へ の 期待 も 大 だ 。 


サー ク " ( 選 結 と ジウ 

神々 の 時 代 に は 、 世 界 は 一 つ で あっ た 。 さ 
ま ざ ま な 種族 が 栄え 、 神 々 の 絶大 な 力 と 抱擁 
力 に 守ら れ て 平和 に 暮らし て いた 。 こ の 神々 
の 力 は 、『 平 安 』『 希 望 」『 愛 』 な どの 聖なる 
力 に 基づく も の で あっ た 

一 方 に 正 の カカ が あれ ば 、 負 の 力 が 生じ る 。 
神々 の 力 は 衰え を 見 せ 始 め 、 対 し て 台頭 し て 
きた の が 、 妖 度 で ある 。 妖 度 と は 、『 笛 怖 』 『 絶 
望 」『 角 要 な ど 、 邪 悪 な る 力 を 指向 する 存在 
で あっ た 。 こ れ に より 地上 の 種族 も 分 裂 し 、 
聖なる 力 (サー ク ) に 基づく 種族 の 世界 を 『 サ 

【 加 な 力 ( ゼ キ シス ) に 共 づ く 種 族 

の 住む 世界 を 、『 ゼ キシ ス 界 』 と 呼ぶ よう に な 
っ た 。( こ の 他 に 妖精 界 『 オ ー シ ャ ニテ ィ 』 も 
ある が 、 こ こ で の 二元論 に と 
りあ え ず 関係 が な い の で 解説 
は 後に 譲る ) 

さて 、 サ ー ク の 世界 と 我々 
の 住む 現世 と の 関係 は 定か で 
な い が 、 い くつ か の 相似 点 は 
挙げ られ る 。 

まず 、 サ ー ク の 世界 は 、 地 
球 と 同じ よう に 無限 の 宇宙 に 
浮か ぶ 球 形 の 天体 で ある こと 。 
サー ク の 民 も その こと を 知っ 
て いる が 、 そ れ は 神々 に 与え 
られ た 知識 と し て 知っ て いる 
だ け の こと で ある 。 サ ー ク の 
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神々 は 、 明 ら か に 実在 し た (ある い は する ) 
存在 と し て 認め られ て いる 。 そ れ だ け に 神々 
の 教え は 極め て 合理 的 な も の で 、 世 界 は 神 で 
は な く 、 超 自然 の 力 が 創っ た も の で ある 、 と 
公言 し て は ば か ら な か っ た の で ある 。 こ の た 
め 、 サ ー ク の 世界 に 創世 神話 は 存在 し な い 。 
し か し 、 人 間 を 創っ た の は 神 で ある か ら 、 そ 
の 意味 で は 立派 な 造物 主 で も ある 。( こ れ は 単 
純 に 神 が 人 間 の 先祖 、 妖 魔 が モン スタ ー の 先 
祖 で ある こと を 意味 する の か も 知れ な い ) 

そし て サー ク の 神々 は 、 後 に 人 間 界 に 降り 、 
婚 財 し 、 人 間 の 血 と 変わ っ て いっ た 。 だ か ら 
現在 で は 真 の 意味 で の 神 の 存在 は 確認 で き な 
い 。 が 、 人 間 ひ と り ひ と り の 内 部 に 、 神 は 抽 
象 的 に 存在 する の で ある 。 こ れ に よっ て 、 神 々 
は より 身近 で 、 よ り 偉 大 な 存在 と な っ た の だ 。 











サー ク 世 界 の 神話 ・ 伝 説 





サー ク の 歴史 は 「 聖 歴 」 元 年 より 数 え 、750 年 余り 。 そ の 決し て 長い と は いえ な 
い 歴史 の 中 の で き ご と は 、 神話 や 伝説 の 形 と な っ て 人 々 の 心 に 残さ れ て いる 。 そ 
し て 伝説 の 神々 や 妖魔 た ち は 、 明らか に 実在 し た も の と し て 、 当然 の ご と 語ら 
れる 。 ま と も な 歴史 学 も な いこ の 世界 の こと 、 こ れ ら 神話 や 伝説 が 、 そ の まま サ 


ー ク の 世界 の 歴史 な の で ある 。 


サー ク の 神々 


この 世界 の 神 が 唯一 神 で な いこ と は 、 こ れ 

まで の 説明 か らし て も 自明 の 理 で ある 。 し か 
し 、 妖 麻 の 登場 に より 神々 の 時 代 が 終わ り を 
告げ る 以前 は 、 統 一 され て いた 。 も と を た だ 
せ ば そもそも 妖魔 も 神 も 同族 な の で ある 。 思 
想 の 違い か ら 始ま っ た も の な の だ が 、 現 在 は 
全 に 対立 する 別 の 種族 と 考え て いい 。 
次 に 、 神 の 種族 及び 、 あ ら ゆ る 世界 の 摂理 
の 基本 に は 、「 大 気 」「 火 」「 水 」「 土 」 の 4 つの 
エレ メン ト が ある 。 す べ て の 神 は 、 こ の うち 
の どれ か に 属す る の で ある 。 

一 方 、 妖 肛 側 の 分 類 だ が 、 こ れ に は 謎 が 多 
既に 精神 的 な 存在 と 化し 、 本 当 の 
意味 で 神話 に な っ て し まっ た 神々 と は 違い 、 
妖 護 は 現在 も それ ぞ れ の 単体 が 生き 続け て い 
る 種族 で ある 。 よ っ て その 組織 は 、 軍 隊 を 思 
わせ る 実際 的 な もの で ある よう だ 。 噂 で は 、 
高位 の 者 ちい る らし い 。 








完 
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八大 神 と 時 の 神々 


神々 の 中 で も 特に 力 の 強い も の は 、 八 大 神 
と 称 さ れる 。 妖魔 の 側 で いえ ば 、 四 天下 に で 
も 相当 する 存在 で あろ うか 。 以 下 に その 八大 
神 を 全員 、 ざ っ と 紹介 し て お こう 。( ) 内 は 
その 神 の 司る 事項 、 最 後 の 「 」 が 、 そ れ ぞ 
れ の 神 の 属す る エレ メン ト で ある 。 








天空 神 (知恵 ) エア リア 両性 「 大 気 」 
風の神 (航海 ) スィ ー ナ リー 女性 「 大 気 」 
月 の 神 (狩猟 ) エミ ヌー ス 女性 「 大 気 」 
雷 神 (戦い ) デュ エル 男性 「 大 気 」 
火 の 神 (工芸 ) サマ ルナ 男性 「 火 」 
水 の 神 (恋愛 ) レイ トゥ ー ン 女性 「 水 」 
山の神 (祝祭 ) バル ナ ロ ス 男性 「 上 」 
大 地 神 ( 型 杯 ) サル タス 両性 「 上 」 








以上 が 八大 神 で ある 。 

さら に 、 4 つの エレ メン ト を 統べる より 高 
位 の 存在 と し て 、「 時 の 必然 」 を 司る 4 人 の 神 
が いる 。 運命 神 テ イズ リア ス と その 妻 、 時 の 
女神 三 姉妹 で ある (一 大 多妻 )。 夢 命 神 テ イメ 
リア ス は 時 その も の を 司 り 、 三 姉妹 は それ ぞ 
れ 、 パ ステ ィ が 過去 を 、 プ レ サ ン テ ィ が 現在 
を 、 そ し て フュ ー テ ィ が 未来 を 司 り 、 時 の 流 
れ を 監 林 し て いる 。 し か し その 役割 は 、 あ く 
まで 監視 者 の 域 を 出る も の で は な い 。 


神々 の 時 代 と その 終わ り 


か つて 、 世 界 は ひと つ で あっ た 。「 平 安 」 
「 希 望 」「 慈 愛 」 な ど を 指向 する 神々 の 聖なる 
力 の も と に 、 す べ て の 者 が 、 平 等 に 、 平 和 に 
暮らし て いた 。 神 々 の 力 は 絶対 で あり 、 何 者 
も その 力 を 妨げ る こと は で き な か っ た の で あ 
る 。 

し か し 、 そ の 繁栄 に も 限り が あっ た 。 あ れ 
ほど の 隆盛 を 誇っ た 神々 の 力 は 、 ど うし た 理 
貼 に よっ て か 急激 に 衰え を 見 せ 始 め 、 そ こ に 
代わ っ て 別 の 邪悪 な 力 を 持つ 種族 が 勢力 を の 
(MIG き 7 だ 

それ が 、 妖 磨 で ある 。 

妖 座 た ち は 神々 と 対立 する 概念 を 持っ た 種 
族 で 、「 誤 居 」 や 『 絶 望 」「 狼 恨 」 と いっ た 邪悪 
な エネ ルギー を 力 の 源 と し て いた 。 そ し て 神々 
の 支配 する 「 時 間 」 や 『「 世 界 」 に 「 歴 史 」 そ 

し て 「 運 命 」 ま で を その 平 中 に 納め よう と し 











て いた 。 
この よう な 妖 麻 の 進出 は 、 神 々 の 亡 退 を 加 
速度 的 に 進め 、 世 界 の 終わ り は 近い か の よう 





に 思わ れ た 。 だ が 、 神 々 は 最後 の 力 を 振り 絞 
っ て 妖魔 の 軍 を 退け 、 更 に 二度と この よう な 
こと が な いよ うに 、 世 界 を 3 つ に 分 けた 。 そ 
れ が "人間 界 サー ク 」「 妖 麻 界 ゼ キ シス 」 「 妖 精 
界 オ ー シ ャ ニテ ィ 」 で ある 。 そ れ ぞ れ の 世界 


は 限ら ちら れ た 者 に し か 行き 来 す る こと は で きず 、 


特に 妖魔 界 に は 強い 封印 が 掛け られ た 。 神 々 
は 人 間 界 に 降り 、 混 血 が 進ん だ 結果 、 純 粋 な 
神 は 存在 し な く な っ た の で ある 。 

ある 伝承 に よれ ば 「 神 々 は 自ら の 中 より 妖 
魔 を 生み 出し 、 そ れ が あら ゆる 札 劇 の 始ま り 
だ っ た 」 と いう 。 後 の 学者 は この こと か ら ひ 
と つの 推 給 を 生ん だ が 、 宗 教 的 な 理由 か ら 異 
端 愉 き れ て いる 。 

いわ く 、 妖 魔 と は 限ら れ た 種族 の 中 で 近親 
婚 を 繰り 返し た 結果 生ま れ た 奇形 種 で あり 、 
種 と し て の 限界 を 悟っ た 神々 は 、 人 間 と 交わ 
っ た の だ と 。 






バド ゥ ー の 侵攻 


世界 が 3 つ に 分 けら れ 、 ま だ 純粋 な 神 が 人 
間 界 に 残っ て いた 頃 、 妖 魔界 か ら 封 印 を 乗り 
越え 、 侵 攻 し て きた 強力 な 勢力 が あっ た 。 そ 
れ が バド ッ ー と 、 そ の 軍勢 で ある 。 

バド ッ ゥ ー は 人 間 界 を 席巻 し 、 周 黒 に 陥れ よ 
うと し た が 、 人 間 界 に は 神々 の 中 で も 最強 と 
言わ れ た デュ エル 神 が 残 っ て いた 。 役 の 神 の 
絶大 な サー ク ( 力 ) の も と に バド ゥ ー は 敗退 
し 、 精 神 と 肉体 を 分 断 さ れ 、 人 間 界 に 封印 き 
れ た 。 も は や デュ エル 神 に も 、 封 印 を 越え て 
バド ッ ゥ ー を 妖魔 界 に 戻す だ け の 力 は 残っ て い 
な か っ た の だ 。 

250 年 の 後 、 バ ドゥ ー は 復活 する 。 し か し 、 
それ も 神々 に は わか っ て いた 。 良き に つけ 、 
如 し き に つけ 、 運 命 神 テ イメ リア ス の 予期 し 
な いこ と は 超 こ 0 得 な い の だ か ら 。 


大 地 神 サ ル タ ス と 
聖母 マリ ア 


世界 が ひと つ で あっ た 頃 、 神 の 人 の 婚 は 
まっ た く の タ プー で あっ た 。 三界 分 離 を 機会 
に 、 こ の タプ ブー を 捨て る べき だ と いう 声 が 高 
まっ た 。 す べ て は 「 時 の 必然 」 で あり 、 そ れ 
を 受け 入れ る の が 神 で ある 。 

神 と 人 の 最初 の 婚 灯 は 、 秘 か に 行わ れ た 。 
も っ と も 人 に 近い 位置 に いた 大 地 神 サル タス 
が 人 間 の 形 を と っ て 地上 に 降り 、 聖 な る 乙女 
マリ ア に 人 と し て 求婚 し た の で ある 。 

ri ここ より 人 間 の 歴史 、「 型 歴 
が 始ま る こ な る 。 や が て マリ ア は 身 ご も 
り 、 後 に oe し て 語り 伝え られ た 。 

し か し 、 生 まれ た 子供 の 名 前 や 、 マ リア の 
その 後に つい て は いっ きい 伝え られ て は お ら 
ず 、 聖 母 マ リア が 特定 の 個人 と し て 人 存在 し た 
の か どう か 、 定 か で は な い 。 現在 、 多 く の 教 
会 に は 子供 を 抱い た 聖母 マリ ア の 像 が 祭 ら れ 
て いる 。 

















神話 に まつ わる 
資料 と その 言葉 


前 作 よ り 、 歴 史 と 神話 に か か わる 言葉 を 拾 
っ て お く 。 今 回 の 「ITL」 で も 、 き さまざま な 含 
著 の 深い 言葉 が 聞か れる こと で あろ う 。 





サー ク の カ " を 制す る 者 は 、 こ の 世 を 制す 
る 。」 

「 邪 悪 な る も の 、 パ バド ゥ ー” 現 れ し 時 、 い ず 
こ か ら か 戦い の 神 現 れ 、 サ ー ク の 力 に て 、 こ 
の 者 を 封じ ん 。」 

一 一 森 番 ドミ ク が 語る 証 い 書物 の 一 部 


サー ク の カカ"/、 そ れ は 、 こ の 世界 サーク” 
自身 の 持つ 、 魔 法 を 超え た 超自然 の 力 。」 
青 の サ ー ク : 精神 
赤 の サー ク : カ 
緑 の サ ー ク : 生命 
ーー 一 算 神 デ ェ エル の 言葉 より 


「 バ ドゥ ー を 倒し 封印 で きる の も 神 と その 子 
孫 な ら 、 封 印 を と く こ と が で きる の も 、 ま た 
神 の 子孫 で ある 。」 

一 一 炎 の 射 の 老人 が 語る 口伝 


サー ク 界 に お いて 、 神 話 も 伝説 も 、 そ う 古 
いも の で は な い 。 ま し て や 、 つ い 何 百 年 か 前 
まで は 神々 が 地上 に 生き て 歩い て いた 世界 で 
ある 。 そ れ ぞ れ が ある 形 を と っ て 語ら れ た 、 
歴史 の 真実 の 一 部 で ある と 考え て 差し 支え な 
い だ ろ う 。 

あら ゆる 神々 は 、 さ ま ざ ま な 形 と な っ て 、 
念 も サー ク 界 の どこ か に 生き 続け て いる の で 
ある 。 
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創世 神話 


前 に 、 創 世 神 話 は 存在 し な いと 書い た が 、 
それ は あく まで 殿 麻 成 立 以降 の こと で ある 。 
神々 と 人 間 と の 婚 が 極め て 合理 的 に 行わ れ 
た た め 、 そ れ が 創世 神話 と は な り 得 な か っ た 
の だ 。 し か し 、 そ れ 以 前 、 神 々 の 成立 に 関し 
て は いっ さい の 合理 的 な 説明 は な され て いな 
い 。 創 世 神 話 は ここ に 生じ た の で ある 。 し か 
し それ は 完全 な も の と し て は 伝わっ て いな い 。 
ご く 一 部 を ここ に 紹介 し よう 。 








世界 の 始ま り は 、 カ オス で あっ た 
は まだ 時 も な く 、 様 々 な も の が 方 向 性 も 持た 
ず 、 た だ た ゆ た っ て いた 。 

創世 神 マ ー ナ は 、 す べ て の 始ま り で ある 、 
「 大 いな る 意志 」 の 具現 者 で ある 。 マ ー ナ は 
カオ ス に 様々 な 方 向 人 性 を 与え 、 そ れ は 集 東 と 
解放 の 中 か ら 、 無 限 に 広がる 宇宙 へ と 変貌 を 
遂げ て いっ た 。 

マー ナ は まず 、 自 ら の 身体 を 6 つ に 分 け 、 
運命 神 、 時 空 三 姉妹 、 天 空 神 、 大 地 神 を 生み 
出し た 。 彼 ら 六 神 に よっ て 星 が 生ま れ 、 世 界 
が 始ま っ た 。 

大 地 神 サ ル タ ス と 天空 神 エ アリ ア は 、 そ の 
変わ り の 中 か ら 多く の 神々 を 生み 出し 、 世 界 
の 形 を 整え て いっ た ……。 


そこ に 

















ー ク 世界 の 文化 


サー ク の 世界 は 、 私 た ちの 暮らす 地球 と くら べ る と 、 は る か に 遅れ た 牧歌 的 な 世 
界 で ある 。 科学 が 未 発達 代わ り に 、 そ こ に は 魔法 が ある が 、 す べ て は 実在 し た 
神々 の 教え を 基盤 と する 宗教 の 体系 の 中 に お さま っ て いる 。 ゲー ム 中 で は 、 そん 
な 世界 の 人 々 の 暮し の 、 ほん の 一 部 し か 見 る こと が で き な い 。 こ こ で は 、 ゲ ー ム 
で は 語ら れ な い 人 々 の 生活 を の ぞい て みよ う 。 


ウェ ービス 国 に つい て 


サー ク 界 の 存在 する 惑星 は 、 常 に 我々 の 住 


む 地 球 と の 相似 で 語る こと が で きる 。 例 えば 、 


ラ ト ク た ちの 住む ウェ ービス 国 は 、 地 球 の 座 
標 に 置き 換え る な ら 、 イ ギリ ス の あたり に 位 


置 する こと に な る 。 彼 の 世界 に と っ て ここ は 、 


も っ と も 神々 に 緑 深 い 地 で あり 、 極 北 に 位置 
する 「 持 叩 の 地 」 を 守る 重要 な 地 で ある 。 近 
隣 の 国 か ら は 聖なる 国 と し て 知ら れ 、 そ の 国 
を 統べる 王 の 権威 も 、 諸 国 より も 高い も の と 
され て いる 。 ま た 、 豊 か な 国 で も あり 、 常 に 
侵略 の 標的 と され 、 争 い が 絶え な い 。 妖魔 軍 
の 標的 と し て 、 い つも 真っ 先 に ね ら わ れる の 
も この た めで ある 。 し か し な が ら 強 力 な 神 の 
力 の 底 座 の 元 に ある この 国 は 、 強 大 な 結束 力 
を 持ち 、 か つて 一 度 た リ り と も 、 他 国 の 手 に 落 
ち た こと は な い の で ある 。 





ウェ ービス 国王 は 代々 世襲 制 で 続い て お り 、 


と ある 神 の 直系 の 子孫 で ある 。 故 に 、 も っ と 
も 純粋 な 神 に 近い 存在 で ある と いう こと も で 
きる だ ろう 。 

現 王 の 名 は 、 ア ー バ ント ・ セ プ タ ・ ウ ェ ー 
ビス 。 先代 サリ アス 王 の 弟 で ある 。 サ リア ス 
王妃 ミー ス は 子 室 に 恵まれ ず 、 ア ー バ ント の 
息子 、 ク ベラ フ が 王位 を 継ぐ こと に な っ て い 
た の だ が 、 ク ベラ フ 、 サ リア ス の 相次ぐ 病死 
(真相 不明 ) に よっ て 、 暫 定 的 に アー バン ト 
が 王位 を 継ぐ こと と な っ た 。 次 期 王位 は 現在 
の と ころ 、 空 折 で ある 。 





文化 ・ 風 俗 


全般 に 、 地 球 の 中 世 ヨ ー ロ ッ フ パパ を 思わ せる 


状況 で ある 。 王族 を 頂点 に 、 王 宮 の 仕官 ( 戦 
士 か ら 始 まっ て な ま ざ ま み な 職種 を 含む )、 商 
人 、 労 働 者 、 聖 職 者 、 フ リー の 戦士 、 そ し て 
特徴 的 な 魔法 に か か わる 人 々 (これ は 王宮 仕 
そ を も いれ ば フリ ー も いる )。 

ウェ ービス の 国土 は 広い と は 言え を な い が 
し か し 交通 手段 は 発達 し て いな か っ た の で 、 
ある 意味 で は 十分 と 言う こと も で きる 。 無論 
内 燃 機関 は な く 、 馬 も 半 重 で 王族 も し く は 王 
宮 の 戦 士 た ちく らい し か 利用 で き な い 。 海 上 
で は に 手 深 き 船 が 中 心 で 、 い くつ か の 大 き な 匂 
易 船 が 帆船 と し て 活躍 し て いる の み で あっ た 。 
当然 生活 略 は 狂 く 、 例 えば フェ アレ ス の 住民 
の うち 、 首 都 ウ ェ ー ビ ス の 街 に 足 を 踏み 入れ 
た こと の ある 者 は ご くわ ず か で ある 。 

し か し 魔法 の 術 は 発達 を 見 せ 、 こ れ を 専門 
に し て いる 街 も ある くら いで あっ た 。 魔法 は 
特殊 な 精神 修養 に よっ て 習得 する も の で あり 、 
一 般 人 に 使え る も の で は な か っ た が 、 マ ジッ 
クア イ テ ム を 通し て 利用 する こと は で きた 。 

ここ で 間違っ て は いけ な い の だ が 、 サ ー ク 
の 力 は 、 魔 法 で は な い 。 そ れ は 選ば れ し 者 だ 
け に 扱え る 、 超 自然 の 神 の 力 で ある 。 常に 神 
の 影 が 支配 する この 世界 で 、 そ うい っ た 者 た 
ち は 非 常に 特殊 な 位置 に いた よう で ある 。 

王族 も 、 あ る 種 の サー ク の 力 を 使え る も の 
と 言わ れ て いる 。 





宗教 ・ 教 会 


サー ク の 世界 に お ける 宗教 は 、 地 球 の それ 
の よう な 抽象 的 な も の で も 、 長 い 年 月 に よっ 
て 整え られ た 思想 的 体系 で も な い 。 た だ 、 す 
で に この 世に は な い 神 々 を 奉り 、 そ の 姿 、 行 
い を 後世 に 正しく 伝え る こと を 信条 と し た 活 














動 団体 で ある 。 神 父 や 修道 女 た ち は 、 だ か ら 、 





歴史 学者 の よう な 職務 を も 兼任 し て いる こと 
に な る 。 神 が あき ら か に 人 存在 し た こと を 誰 も 
が 知っ て いる 世界 で ある か ら 、 自 ず と 地球 の 
宗教 と は 性 質 を 異 に する の で ある 。 

この 宗教 (名 称 不明 ) の 始ま り は 、 最 後 の 
純粋 神 が 息 を 引き 取っ た と きだ と も 言う 。 そ 
の 時 、 す べ て の 生き 物 は 悲し み に 包 まれ 、 諸 
大 な 葬儀 の 司祭 た ち が 、 そ の まま 現在 の 活動 
を 始め た らし い 。 

し か し な が ら 、 現 在 で は 、 す べ て の 人 間 が 

宗教 の 教徒 と いう わけ で は な い 。 神 々 は 

単なる 減 び た 一 種族 に 過ぎ な いと 考え る 無 神 
論者 や 、 妖 魔 の 側 に 走 あ も の な ど 、 神 に 反 す 
る 人 々 は 常に 存在 し て いる 。 現に 、 は る か ウ 
ェ ー ビ ス の 東方 に は 、 神 を 耕 定 し 、 そ れ を 超 
える た め の 科学 を 発達 きせ つつ ある 国 も ある 
と いう 。 

教会 に は 、 神 に つい て 、 ま た 、 そ の 行い や 
世界 の あら まし に つい て 記さ れ た 、 神 の 知恵 
の 象徴 と し て の 聖典 が あり 、 教 え は その 中 か 
ら 導 き 出 され る 。 ま た 、 ク ロス も 力 の 象徴 と 
し て 泰 ら れ て いる 。 そ し て 神 と 人 を 結ぶ 人 存在 
と し て 、 斑 母 マリ ア の 像 も 一 般 的 で ある 。 
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魔法 ・ 魔 法 ギル ド 










魔法 は 世界 に 存在 する あら ゆる エネ ルギー 
(サー ク の 力 に 基づく ) を 物理 的 な 力 と し て 


変換 し 、 利 用 する も の で 、 無 か ら 有 を 生み 出 
す も の で は な い 。 こ の 変換 は 魔法 の 使用 者 の 
身体 を 回 路 と し て 行わ れる た め 、 集 中 力 や イ 
メー ジ 力 、 さ ら に は 精神 力 の 強 さ に よっ て 、 
引き 出 き れる 力 に 大 き な 差 が 出 て くる 。 呪 丸 
等 は これ を 補助 する も の で あっ て 、 意 味 も わ 
か ら ず 、 ま た 、 例 え 意味 が わか っ て も その 則 
る 方 を 知ら な く て は 何 の 意 味 も 持た な 

他 に 、 ゼ キシ ス の 力 を 使う 購 昧 
エレ メン ト の 力 を 直接 利用 する 征 代 j 
が ある が 、 ど ちら も 人 間 の 間 で は 一 般 的 で な 
い 。 古 代 魔法 は 極め て 高度 で あり 、 吐 時 膝 法 
は 危険 が 伴う か ら で あ る 。 

魔法 は 使い 方 に よっ て は 危険 な た め 、 
ギル ド が 管理 し て いる 。 町 で 魔法 の 店 を 
クラ ス の 魔法 使い は 極め て 下級 の 者 で 、 自 ら 
アジ ッ ク ア イ テ ム を 作り 得る ほど の 力 は 持た 






















な い 。 こ れ ら は すべ て 魔法 ギル ド か ら 供給 き 
れる も の で あり 、 そ の シス テム は 極秘 と され 





て いる 。 ギ ルド で 定め られ た 廣 術 師 の 階級 は 、 
一 般 に は 秘 き れ て いる の だ が 、 下 記 の よう な 
も の が ある らし い 。 

まず 、 称 号 を 受け る レベ ル で は な く 、 一 般 
に 魔術 師 と 呼ば れる 二 級 と か 三 級 と か いう レ 
ベル 。 店 を 開い て いる の は た いて いこ の クラ 





ス で ある 。 もう少し 位 が 上 が る と 、 王 宮 で 召 
し 抱え る こと も ある 。 
それ か ら 魔 法 戦士 。 数 は 極め て 少な いら し 


い が 、 戦 士 と し て の 能力 と 、 あ る 程度 の 魔法 
の 能力 を 兼ね 持っ た 特殊 な 戦士 で ある 。 現 在 、 
F 宮 で は 採用 し て お ら ず 、 も っ ぱら 備 兵 や 流 
し の 戦士 に 残る の み で ある 。 

ギル ド の 中 核 を な す の が 魔 導師 で 、 ギ ルド 
本 部 の ミル セイ ア を 離れ る も の は 少な い 。 わ 
ず か に 離れ た 者 は 、 王 宮 直 必 の 魔 導師 と な る 
か 、 山 興 に こも る か どちら か で ある 。 











サー ク 世 界 の 人 々 


剣士 、 魔 法 使い 、 宗 教 関係 者 な ど 、 特 殊 な 職業 の 人 々 に つい て は 解説 し て き 
た が 、 一 般 庶民 の 生活 に つい て は 詳し く 触 れ な いで きた 。 実 際 に ゲー ム を プ 
レイ し て いれ ば 、 町 の 人 々 と の ふれ れ 合 い を 通し て 庶民 の 生活 を か いま みる 
こと も で きる が 、 な に し ろ 主 人 公 が 特殊 で ある 。 わ か り に くい 点 も 多い 。 歴 
史 の 中 で 、 人 々 が どう 生き て いる の か 、 そ の あたり を 考え て みよ う 。 





ゲー ム 間 の 関連 


Xak、 XakII、FRAY、 各 ゲー ム を 関連 付 
ける 縦糸 は 、 無 論 、 主 人 公 で ある ラ ト ク ・ カ 
ー ト の 存在 だ 。 ラ トク も 英 
ご く 普 通 の 少年 の ひと り に 過ぎ ず 、 母 親 と 平 
和 に 暮らし て いた の で ある 。 

最初 の Xak で は 、 フ ェ ア レ ス の 町 を 中 心 と 
する 地域 の 生活 に 触れ る こと が で きる が 、 そ 
の 背景 に つい て は ほとん ど 見 えな いま まで あ 








る 。 ウェー ビス 国 の 要 で ある 王室 に つい て も 、 





メッ セン ジャ ー・ ピ クシ ー の 言葉 の 向こう 側 
に 、 ま た 、 聖 城 の 砦 に 残さ れ た 王 の 軍 の 浪 跡 
な どか ら 、 か すか に 緒 う こと が で きる 程度 で 
あっ た 。 こ れ が XakII に な る と 、 ラ トク が よ 
り 遠出 を する こと も あり 、 牧 師 を 中 心 と し た 
各 町 の 宗教 的 背景 、 結 唱 の 谷 に 見 られ る よう 
な 産業 の 存在 、 さ ら に は ラ ト ク の 父 ド ルク を 
通し て 、 王 国 の 姿 な ど お ぼ ろ げ な が ら 見 えて 
くる 。FRAY を 通し て 知る こと が で きる の 
は 、 こ の 世界 に お ける 魔法 の あり 方 だ 。 
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時 代 と 登場 人 物 


情報 伝達 手段 が 発達 し た 我々 の 世界 と は 暴 
な り 、 こ の 世界 で は 1 世代 前 の で き ご と は 、 
は る か 普 の こと で ある 。 3 4 世代 も さか の 
ぼれ ば 、 そ れ は も は や 神話 の 時 代 、 純 粋 な 神々 
が まだ 生き て いた よう な 時 代 で ある 。 

XakII の 世界 で の "歴史 の 生き 証人 ” と も 
いう べき 人 と し て は 、 最 後 まで 正体 の は っ き 
り し な い 、 森 の 民 タ ウト ゥ ー ク の 示 褒 (特に 
ザム ザ ) 、 三 分 士 の ひと り と も いわ れ て いる ジ 
ー ク な ど 。 彼 は 、 も は や 神話 の 域 に 入っ て い 
る 、 ラ トク の 父 、 ド ルク と か か わる 一 
連 の 事件 の 生き 証人 な の で ある 。 

そし て 、 全 な お その 意識 の 力 で 人 間 や 妖 騰 
に 影響 を 及ぼ す 神々 、 そ の 声 を 聞く ラ ト ク な 
ど は 、 も は や 生身 の 身体 その まま で 神話 を 生 
き て いる と いっ て も 過言 で は な い だ ろ う 。 そ 
し て ラ ト ク に か か わっ た 多く の 人 間 た ち は 、 
その まま この 世界 の 神話 の 中 に 名 を と ど め て 
行く の で あろ う 。 
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記 ) マイ クロ キャ ビン に つい て 


『Xak』 が 初 の RPG な が ら 、 あ れ だ け ク ォ リ 
ティ ー の 高い 作品 を 作っ た マイ クロ キャ ピン 。 
ゲー ム フ ァ ン に は お な じみ の メー カー だ ろう 。 
と ころ で 、 マ イク ロキ ャ ピン と は どう いっ た 
会 社 な の だ ろう か ? 

株 式 会 社 マイ クロ キャ ビン は 、 今 を 去る こ 
と 9 年 前 、 1982 年 の 11 月 に 設立 され た ソフ ト 
メー カー だ 。1982 年 と いら を ば 、 ま だ パソ コン 
や ゲー ム の 更 明 期 。 ア メリ カ で は 、 か の 名 機 
APPLEII の 全盛 期 だ っ た 時 期 で ある 。 国 内 で 
は エニ ックス や 交 ソ フト 、 ハ ミン グ バ パー 
ド ソ フト と いっ た 、 現 在 の 中 堅 ソ フト メー カ 
ー が 設立 きれ て いる 。 ハ ー ド ウェ ア 面 か ら 言 
えば 、 現 在 の パソ コン 市 場 で 最大 の シェ ア を 
獲得 し て いる 、 PC9801 が デビ ュー し た 年 。 つ 
いで に 言え 々 ば 、 ロ グイ ン が 創刊 きれ た 年 で も 
ある 。 こ うし て 見 る と 、1982 年 は まさ に 今日 
の パソ コン ゲー ム 業 界 の 地盤 が 作ら れ た 時 期 
と 言え る 。 

そう し た 時 期 に 設立 され た マイ クロ キャ ピ 
ン の 名 を 、 一 躍 ゲー ム フ ァ ン に 知ら し め た の 
が 、 シェ ラ ・ オ ン ラ イン 製 の APPLEII 版 に ヒ 
ント を 得 て 製 作 さ れ た 、 日 本 初 の グラ フィ ッ 
ク 付 AVG『 ミ ステ リー ハウ ス 』 で あっ た 。 お 
そら く マ イク ロキ ャ ビン は この 頃 か ら 、 ゲ ー 
ム に お ける グラ フィ ッ ク の 重要 性 に 着目 し て 
いた の だ ろう 。 そ の 後 も 、 グ ラフ ィ ッ ク の 美 
し さ が 話 題 を 呼ん だ 『 英 雄 伝説 サー ガ 」(Xak 
II の シナ リオ を 担当 し た 、 現 企画 課長 の 加藤 
雅 史 氏 が グラ フィ ッ ク や シナ リオ を 担当 ) や 、 


絵本 の よう な グラ フィ ッ ク と スト ー リ ー が 往 
笑 ま し か っ た 『 は ー リ ぃ いふ ぉ っ くす 』、 そ し て 
マン ガ が ファ ン を 狂喜 させ た 『 う る 星 や つら 』 
や 『 め ぞ ん 一 刻 」 と いっ た 、 秀 作 AVG を 世に 
送り 出し て いる 。 い ずれ も シナ リオ の 優秀 さ 
や 、 グ ラフ ィ ッ ク の 美しき で ゲー ム フ ァ ン の 
人 気 を 獲得 し た 作品 ば か り だ 。 そ し て 、 そ の 
伝統 を 受け 継い だ Xak シ リー ズ も 、 多 く の ゲ 
ー ム ファ ン を 魅了 し た 。AVG に RPG、 ア クシ 
ョ ン と 常に 多彩 な 作品 作り で 我々 を 楽し ませ 、 
「 何 か や っ て くれ る 」 と 期待 させ て くれ る マ 
イク ロキ ャ ピン 。 今後 の 動向 か ら 日 の 見 せな 
い メ ー カ ー で ある こと は 、 間 違い な い 。 











キャ ラク ター 紹介 ト 


この ゲー ム は 、 登場 人 物 が 多い の も 特徴 の ひと つ 。 し か も 、 いわ ゆる NPC か 
ら 町 の 人 まで 、 き っ ちり と 設定 が な され て いる 。 ウェ ービス 国 の あら ゆる 人 
民 に は 、 制 作者 の 惜しみ な い 愛 情 が 注 が れ て いる の で ある 。 各 キャ ラク タ 
ー、 特 に 重要 な 人 物 に は 、 こ こ で は 書き きれ な い ほ どの ディ テー ル が ある の 
だ が 、 そ の うち の せめ て 一 部 を 紹介 し て いく こと に し よう 。 


他 の ゲー ム と の か か わり 


他 の ゲー ム と いっ て も 2 本 だ け 、 い わ ず と 
知れ た 『Xak (1)』」 と 、MSX 版 『FRAY』 


で ある 。 そ れ ぞ れ 舞 台 は ウェ ービス 国 に 変わ 
りな い の だ が 、 フ ィ ー ル ド の 中 心 が 微妙 に ず 
れ て いる た め 、 思 っ た ほど の ダブ リ は な い 。 

な に し ろ 主 人 公 ラ トク の 生 家 の ある フェ アレ 
ス の 町 が 、 今 回 は 出 て こない の で ある 。 し か 


し 一 方 で は 、 前 作 で は 名 前 し か 出 て こ な か 
っ た の に 、 今 回 は 結構 重要 な 人 物 と し て 笑 
躍 す る 、 フ ェ ル ・ バ パー ウ の よう な キャ ラク 
ター も いる 。 だ が 一 番 の 注目 株 は 、 何 と い 
っ て も 『FRAY』 で 主役 まで 張っ て し まっ 
た お て ん ば 少女 、 フ レイ で あろ う 。 ゲ ー ム 
の 筋 だ け 追 を ば それ ほど 重要 な キャ ラク タ 
ー で も な い の だ が 、 3 作 共 通 で 大 活躍 の ユ 
ニー ク ・ キ ャ ラ で ある 。 





父 ド ルク 、 母 サリ ア 
の 間 に 生 まれ た ひと 
リ 息 子 。 ド ルク は も 
と 王宮 の 戦士 で 、 ラ 
トク も 3 才 ま で は ウ 
ェ ー ビ ス 城 下 で 育っ 
た 。 ドル ク が 前 王 の 
死 を 機会 に 王宮 を 辞し た の ち 、 家 族 揃 っ て フ 
ェ ア レ ス に 移り 住ん だ 。 バ ドゥ ー 侵 攻 の 際 の 
活躍 で 、19 才 の 若年 な が ら 並 ぶ も の の な い 戦 
士 と し て 知ら れ て いる 。 戦 神 デ ェ エ ル の 未 彰 
ど MSSS と 諭 才能 も ち も あ っ た の だ ろう が 、 
それ 以上 に 、 交 易 や 賞金 稼ぎ で 冒険 者 と し て 
名 を 馳せ た 父 の 影響 が 強い よう で ある 。 






































秀 き 通っ た 美しい 羽根 
を 持つ 、 ご く 小 型 の 妖 
精 族 の 少女 。 主人 公 ラ 
トク の 旅 の 相棒 。 聡明 
で カン の いい 性 格 と 、 
その 身軽 さ を 活か し 、 
家 の メ ッ セ ンジ ャ ー 
ee ウ E ピ 多国 加 
に 仕え を て いた 。 妖 精 族 
固有 の 特殊 能力 を 持つ 
2 の 
前 に あっ て は や きも ち 
焼き な ひと り の 少女 で 
し か な い 。 も うす ぐ 成 
長期 に 差し 掛か る 年 頃 
らし い 。 








ピク シー( ル ウ ・ ミ ー 








出会い の 場面 


バド ッ ゥ ー 侵 攻 の 際 、 国 

に 命じ し られ 、 デ ュ エ 

ル の 子 索 を 探し に フェ 

用 まぐ: で きだ 
が 、 そ の 後 、 な ぜ か ラ 

トク の そば に 居 つ いて 

| 未 5 











り 。 種 族 持 有 の 浴 在 能力 を 持つ らし い が 、 現 人 在 


【 
| 
WW 株 の 民 、 ト ゥ リー グ 族 の 最後 の 生き 残り の ひと 
し 」 





ge ペッ の と ころ 不明 。 ポ ロー ズ の 森 に ある 小さ な 小 必 
S? 上 WW に 祖 と ふた り で 墓 ら す 気 史 な 女 狩人 だ 。 商 用 
N な ど で パ ヌ ア の 町 も 訪れ る が 、 町 民 に は 航 遠 き 
帆 / れ が ち で 、 彼 女 自身 性 属 に か た く な な と ころ が 
ある 。 修 道 女 の フェ ル が 唯一 の 友人 。 
出会い の 場面 
モン スタ ー た ち に 捕 ま 
り 普 戦 し て いた と ころ 
に 、 偶 然 ラ トク が 通り 
か か る 。 ラ トク は 彼女 
の 案内 で 、 パ ヌ ワ の 町 
まで 彼女 を 連れ て いく 。 



































WW 


も と は 貴族 の 出 だ が 、 天 啓 を 受け て 修道 女 と な 
っ た 。 上 兄 は も と ウェ ービス 国 将 軍 の ニル 。 修 道 
女 と し て 各地 を 渡り 歩い た が 、 今 は パ ヌ ワ の 教 
会 に 落ち 着い て いる 。 バ ドゥー 侵攻 蜂 に は 、 役 
女 自身 と 、 彼 女 の 持 つ 宝玉 の 力 で パ ヌ ワ の 町 を 
守っ た 。 吟 遊 詩人 の ホー ン に 秘か な 恋心 を 抱い 
て いる らし い が 、 そ ぶり は 見 せな い 。 
会 い の 場 面 
最初 に バ メ ワ の 町 の 教 
会 で 出会っ た 叶 は 、 修 
いる 。 そ 














道 鍛 を 装っ 

し て 町 の 自衛 団 と の 相 
談 で 、 ラ トク の 真価 を 
見 極め る こと に な る 。 





パ ヌ ワ の 旧 
営む 、 一 流 の 鍛 閣 屋 。 
その 腕前 は 国 中 に 知ら 
れ て いる 。 過去 に つい 
て 語り た が ら ず 、 素性 
は 不明 だ が 、 そ の 
な 体格 と 身体 の あ ち こ - 

ち に 刻ま れ た 無数 の 作 出会い の 場面 
か ら か 、 苦 は 歴戦 の 合 フー 一 一 一 一 一 
上 だ っ た と いう 噂 も あ 最初 は 武器 屋 と その 客 
る 。 陽 気 で 豪快 な 男 だ の 関係 で し か な い 。 し 
が 、 商 人 らし い 抜 け 目 か し その 秘め られ た 過 
の な さも 持ち 合わ せ て 去 は 、 ラ トク の 父 、 ド 
いる 。 ド ルク の 過去 に ルク に 深い 関係 が ある 
も 関わ る 、 ち ょ っ と 意 らし い 。 町 医者 の バス 
外 な 重要 人 物 だ 。 バ が 鍵 を 提 る 。 



























帆船 スィ ー ナ リー 号 の 船長 。 彼 に 海 の 男 と し て 
の すべ て を 教え た 先代 の コー レイ 船長 は 、 バ ヌ 
ワ の 港 か ら 遠 く な い テ レス の 海 で の 難破 の 際 、 
行方 不明 に な っ て いる 。 船 の 修理 作業 の た め 、 
レイ と 生き 残っ た 12 人 の 船員 は 、 職 を 見 つけ て 
パ ヌ ワ の 町 に 長期 逗 久 す る こと に な っ た の だ が 
SSfo 。 ババ ヌ ワ 町 長 の 娘 、 ミ リア の 許嫁 。 
出会い の 場面 
ミリ ア と 恋仲 に あっ た 
レイ は 、 役 女 が 妖魔 に 
さら われ 、 仲 間 も 全 減 
と いう 状況 の 中 で 酒 び 
た り に 。 ラ トク と 出 会 
う の は そん な 時 だ 。 











剣 の 腕 も 立ち 、 魔 法 の 心得 も 少々 ある よう 
素性 は 不明 だ が 、 フ ェ ル と 幼なじみ だ と いう 点 、 
ソン | 上 品物 隊 か ら 見 て も 、 い ずれ か の 世 族 の 子息 
江 語 世 な 生ま れ で あろ う 。 長 身 の 美形 で 、 か な り 
キン の プレ イボ ポー イ 。 い つも 女の子 を は べら せ て い 
て) る 。 そ ん な わけ で 、 悪 意 は な い が 英 は 多い 。 
出会い の 場面 
だ また ま 同 行 し て いた 
旅 芸 人 の 一 座 と と も に 、 
ポロ ー ズ の 森 で 立ち 往 
生 し て いた と ころ を ラ 
トク に 救 わ れる 。 そ の 
後 パ メ ワ の 町 に 逗留 








ラ ト ク 同 様 、 戦 神 デ ティエ ル の 未 診 で あり 、 放 浪 
の 剣士 。 バ ドッ ゥ ー 侵 攻 時 に は 、 ラ トク の と ころ 
に 来 た の と は また 別 の メッ セン ジャ ー が 、 彼 の 
も と を 訪れ て いる 。 生い立ち は 不明 だ が 、 か な 
り ひ ね くれ た 皮肉 屋 で 、 そ うな る だ け の 理由 が 
あっ た の で あろ う 。 な か な か 腕 も 立ち 、 本 当 は 
これ で 正義 漢 な の で ある 。 
































きれ 、 グ レー ト ・ ソ ー ド 
を ラ ト ク に 託し た 。 今 
回 は いく ら か 協力 的 。 





ノレ イア ジェ エル コソ 


通称 フレ イ 。 フ ェ ア レ ス 東 の 森 に 住む 、 森 番 ド 
ミク の 娘 。 危 な いと ころ を ラ ト ク に 救 わ れ て 以 
来 、 ラ トク に 恋し 、 い つも 後 を 追っ て いる 。 魔 
潜 戦 士 を 目指 し て 現在 魔法 の 修行 中 だ が 、 そ れ 
も ラ ト ク の 足 手 ま と い に な ら ず 、 是 険 に 同行 し 
た いと いう けなげ な 思い か らき て いる よう で あ 
る 。 外 伝 『FRAY』 の 主人 公 。 
出会い の 場面 
3 年 前 、 森 で ケガ を し 
て 倒れ て いた と ころ を 
ラ ト ク に 救 わ れ て 以来 
の つき あい 。 今回 も お 
茶 目 な 方 法 で ラ ト ク に 





貫 バス パ ・ ド ラム エ 


腕 の 立つ 医者 だ が 、 い つも 酔っ ば ざら っ て いる 。 
パ ヌ ワ の 町 に 住む よう に な っ た の は ほん の 数 
E 年 前 か ら で 、 素 性 は 不明 。 し か し 洒 冨 な 知識 

4 を 持ち (フェ ル の 巧 言 役 で も ある )、 い つも 了 贈 
気 な の で 町 民 に は 親しま 
れ て いる 。 過去 、 ド ルク 
と 面識 が あっ た よう だ が 、 
な か な か 詳し いこ と を 話 
そう と は し な い 。 






















ルー が アル イク 


/。 バ ヌ ワ の 町 の 病院 の 看 座 婦 。 院 長 の バス パ が 





5 いつ も 酒場 で 飲ん だ くれ て いる の で 、 実 質 上 
。 。 この 病院 は 彼女 が 切 盛り し て いる こと に な る 。 
泊 


本 筋 に は あま り 関 係 な い が 、 可 愛 く て 人 気 が 

語 ある の で ご 登場 願っ た 次 
第 。 前 作 の 看 謎 婦 と は も 
ちろ ん 別人 だ が 、 導 入 に 
関係 し て くる あたり 、 前 
作 と な ん と な く 設 定 が 似 
て いる 。 





2 ン ( 過 り 姫 


ボロ ー ズ の 森 の 洞窟 の 最 興 で 、 東 天王 ボ グ レ 
ウス と 、 そ の 弟 ピ グレ ウス に 大 切 に 守ら れ 、 

尊 眠り 続け て いる 。 容姿 は シャ ナ と 瓜 ふ た つ 。 

_ 。 森 の 民 タ ウト ッ ゥ ー ク の 減 亡 、 妖 麻 た ちの 動き 、 
シャ ナ の 生い立ち 、 そ し 
て 魔 導 書 の 謎 と 、 す べ て 
の 鍵 は この 眠り 姫 が 撮っ 
て いる らし い 。 何 も 語ら 
ぬ 、 閑 の 重要 人 物 で ある 。 












































2・ マ ズ スターク 


バ ヌ ワ の 町 の 教会 の 牧師 。 だ が 、 町 の 宗教 的 
な 中 心 は 実 綿 フェ ル に ある の で 、 少 々 影 が 薄 
い 感 じ で は ある 。 し か し 、 そ の 謙虚 で 意志 の 
強い 性 格 で 、 影 な が ら 若 い フ ェ ル を 支え て お 
り 、 町 民 た ちの 信頼 も 厚 
い 。 今回 は カル マ と いう 
や っ か いな 設定 が ある た 
め 、 教 会 に は ラ ト ク も ず 
いぶ ん お 世話 に な る こと 
7 の の 





ウス ド 。7RS 


パ ヌ ワ の 町 の 町 長 。 セ スト の 父 、 バ ヌ ワ ・ ア 
リー ナ が 仲間 と 開い た 町 が 、 こ の バ ヌ ワ の 町 
で ある 。 だ が 、 単 純 に 世 豚 で 町 長 を し て いる 
わけ で は な く 、 温 厚 な 人 柄 と 冷静 な 判断 力 で 
町 民 の 信頼 も 得 て いる 。 
また 、 パ ヌ ワ の 町 の 主 産 
業 で ある 結晶 の 谷 の 採取 
物 を 取り まとめ る 商業 面 
で の リー ダー と し て の 横 
顔 も 持つ 。 


町 長 モ スト ・ ア リー ナ の 娘 で 、 船 長 レイ ・ デ 
ィ ー ル の 許 衣 だ っ た 。 し か し 、 ラ トク が 町 を 
訪れ る 半年 ほど 前 に 結晶 の 谷 で 行方 不明 に な 
っ て いる 。 レ イ と の 緑 は 、 流 れ 着 いた レイ ら 
船員 た ち を 看病 し た こと 
きき か ら 始ま っ た 。 そ の こと 
で も わか る 通り 、 心 根 の 
や さ し い 、 し っ か り し た 




























5 Mu 全 ど 、 理 で ご ロ 短 ジ 
エー グマ ・ ロ スポ ロス 
笠 軌 パ ヌ ワ の 町 で 魔法 の 店 を 営ん で いる わけ で 
6 当然 用法 使 いな の だ が 、 ど う や ら 腕 の 方 は 一 
流 と は い を な いら し い 。 そ れ で も 商売 っ 気 の 
方 は 二分 な よう だ 。 し か し 独力 で は 満足 に 麻 
ピー 法 が 使え を な い レ ベル な の 
で 、 珍し い 魔法 の アイ テ 
ム と も な る と 目 の 色 を 変 
え 、 商 売 抜き で 強い 尋 味 
を 示す 。 結 構 美人 だ が 年 
人 は 不詳 。 






ト 






較 フリ ー シ ア ・ マ ハー ク 


バ ヌ ワ の 町 の 道具 屋 、 ペ リフ ・ マ ハー ク の 娘 。 
だ が 、 実 際 に 店 に 立っ て いる の は ほとん と 彼 
か 婦 で ある 。 要 想 も 気 だ で て も いい の で 容 に は 人 
気 が あ る 。 が 、 ち ょ っ と ぼう っ と し た と ころ 
er。 が あり 、 な ん と も 不 還 
な 娘 だ 。 彼女 も まったく 
| 策 人 物 で は な い が 、 や 
ま * はり 女の子 の 特権 で 特別 
上 出演 と あい な っ た わけ で 
ある 。 















ゥ プ 天才 に し て 奇人 、 今 は 亡き カシ ョ ク ホ ウ ・ サ 
mW イ テ ン の 数 少な い 弟 子 の ひと り 。 師 の 遺志 を 
受け 継い で いる 。 好 奇 心 が 強 く 、 ま た 、 楽 天 
的 か つ 向 上 心 あ ふれ る 彼 の 性 格 が あっ て こそ 、 
= 合 オ サイ テン の 弟子 が 務 
まっ た の で あろ う 。 当 然 、 
若い な が ら も 優れ た 技術 
者 で ある 。 デ スマ ウン テ 
ン 攻 略 に 関係 する メン バ 
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5 介 2 ホン ・ サ イ テ ン 


本 名 ・ 華 糧 衝 斎 天 。 故 人 。 時 代 背景 か ら す る 
と あま り に 突出 し た 才能 を 持っ た 奇才 。 早 過 
ぎ た 科 学者 と も いえ る 。 い わ ゆ る 紙 一 重 の 天 
才 で 、 か な り の 奇 入 と し て も 知ら れ た が 、 彼 
の 発明 は ウェ ービス 国 の 
各地 に 有用 な 形 で 残さ れ 
て お り 、 護 える 人 も 多い 。 
東方 の 国 か ら 流れ て きた 
と 伝え られ る が 、 詳 し く 
は 不明 。 











ロベルト は 、 結 品 の 谷 の 鉱夫 の 一 人 。 地 味 で 
真面目 な ご く 普 通 の 鉱夫 で ある か ら 、 谷 に モ 
ンス ター た ちがう ろ つ き 始 め た 頃 、 他 の 鉱 大 
た ちと 一 緒 に 逃げ だ し て いて も 不思議 は な か 
っ た 。 し か し 、 ミ リア の 事件 と 前 後 し て 、 ペ 
ルナ ンド 家 の 一 人 娘 、 モ ー ニ カ も 行方 不明 に 
な っ て いた た め 、 危 険 を お か し て 鉱 大 の 集落 
に 残っ て いる 。 





で 層 症 IS 委 普 と 導き 等 
才 時 S AO まさ 庄 沖 買 S 世 合 








伝説 の 賢者 。 ど こ に 住ん 上 で いる か は お ろか 、 
その 消息 さえ も 知れ な い 。 い くつ に な る の か 
も は や 見 当 も つか な い ほ ど 高 齢 の 老 疲 で 、 サ 
ー ク 界 の に つい て 詳し い 。 デ スマ ウン テ 
ン 攻 略 の 鍵 を 握っ て いる 

と いっ て も いい だ ろう 。 
論 ラ トク の 味方 で あり 、 
出会う の は 終盤 近く だ が 、 

会 を ば 貴重 な ヒン ト を 間 


陽 。 サリ アカ ー ト 


ラ ト ク の 母 。 夫 の ドル ク が 行方 不明 に な っ た 

時 ショ ッ ク で 和 寝込ん で し まい 、 そ の 時 1 

の た め 、 盲 目 に な っ て し まっ た 。 も と も と か 

ウェ ービス の 出 だ け あっ て 、 礼 儀 正 し い 貴 婦 
人 で 、 し つけ に は 厳し い 
反面 、 非 常に 優し い 人 で 
も ある 。 今回 は ほとん ど 
登場 し ない が 、 ラ トク た 
ちの 会 話 の 中 に は 何 度 も 
出 て くる 。 


- フェ アレ ス の 町 の 町 長 の 娘 で 、 ラ トク の 幼 な 

じみ 。 聡 明 で 美しい 少女 で ある 。 と いう こと 
i は 、 ま た 、 フ レイ や ピク シー の 最大 の 恋 英 で 
。 も ある の だ 。 今回 は パ ヌ ワ の 町 が 舞台 と いう 
人 ご と (で サ り と と びに 
まっ た く 登 場 し な いよ う 


“が 、+ し 
ィング を お 楽し み に 、 と 
いっ た と ころ で すね 、 








王 人 公 の 父 で あり な が ら 、 その 過去 は 伝説 
の 霞 の 彼方 に ある 。 王宮 に 仕え た 最強 の 剣 
士 で あっ た と いわ れる 反面 、 バ ドッ ゥ ー を 解き 

放っ た 天 本 人 で ある と も 、 ま た 、 王 国 の 恐 ろ 

し い 上 悲劇 に か か わっ て 

いた 人 物 と も 言わ れる 。 
彼 を 捜し 出し 真相 を 突 

き 止め る こと は 、 常 に 

ラ ト ク の 冒険 の 目的 の 
ひと つと な っ て いる 。 








ジン ・ オ ブ ・ サ ー ク ソー ド 
最強 の 電 鳴 剣 、 サ ー ク ソー ド は も は や 神 の 
剣 で あり 、 そ こま で 属 の 高い 剣 に な る と 、 
回 有 の 剣 精 が 宿っ て いる 。 そ の 剣 精 が 、 ジ 
ン ・ オ プ ・ サ ー ク ソー ド で ある 。 も と も と 
の 主人 が 戦 神 デ ュ エル 
だ っ た こと も あり 、 彼 
の 血 を 引く 正しい 心 を 
持っ た 勇者 に し か 力 を 
貸 そ うと は し な い 。 ま 
さき に ラ ト ク の た め の 剣 。 











王国 か ら 型 域 の 系 の 守護 を 任 さ れ て いた 有 
能 な 将軍 
亡 し た と 思わ れる 。 前 作 で は ラ ト ク が 、 彼 の 
妹 フ ェ ル に 宛て た 書 置き を 発見 し た の だ が 、 
託さ れ た 箱 を 渡す まで 
に は 至ら ちな か っ た 。 ニ 
ル の 箱 に ディ ー プ ブル が 
入っ て いた と ころ を 見 
る と 、 妹 の 役割 を ちゃ 
ん と 知っ て いた よう だ 。 












icE 放 


伝説 の 戦 神 。250 余 年 前 、 バ ドゥ ー を 下 し 、 
封印 し た 。 そ の 後 人 間 界 に 下り 、 人 間 の 女 
性 と 結婚 し て 子 を も うけ た 。 そ れ か ら デ ュ 
エル は 次 第 に 神格 を 失い 、 人 間 と し て 息 を 
引き 取っ た 。 巨 悪 と 戦 
う 剣 士 た ち 、 ド ルク 、 
ラド トク 親 字 や で 直り テニ 
ン の 遠い 先祖 で あり 、 
今 で も 彼ら に さま ざま 
な 形 で 加護 を も た ら す 。 


“っ た が 、 バ ドッ ゥ ー 侵 攻 の 時 に 死 as 
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前 作 と は 違い 、Xak I の 敵 モ ンス ター の 攻撃 
方 法 は 千 差 万 別 で ある 。 な に が 一 番 違う の か 
と いえ ば 、 魔 法 に よる 攻撃 が 加わ っ た 点 で あ 
ろう 。 主人 公 自 ら が か が パワー ショット を 撃て る 
よう に 、 モ ンス ター た ち も そ の 種類 に よっ て 
闘 ま ざま な パタ ー ン の 弾 を 撃っ て くる の だ 。 
タイ ミン グ は 実際 に 戦っ て 覚え る 他 な い が 、 
ここ に 紹介 する デー タ も 頭 に 入れ て お こう 。 
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序盤 戦 と いう こと で 、 特 別 英 悪 な モン スタ 
ー は 出 て こない 。 こ の 世界 の 中 で も 比較 的 平 
和 な 森 の 中 を うろ つい て いる 、 い わ ば 土着 的 
な モン スタ ー た ち だ か ら 、 気 計 も お と な し い 
ほう な の だ ろう 。 ア クシ ョ ン 的 に みて も 、 飛 
び 道 具 を 使う) モ ンス ター が ほとん どい な い の 
まれ に 例外 が いて も 、 そ の 攻撃 は 地味 。 

ょ っ と 戦っ て みれ ば 、 す ぐ そ の 攻略 法 が つ 
Ln アン デッド モン スタ ー も 少な 
いし 、 そ う 基 労 は し な い は ず 。 

た だ し 、 弱 いと いっ て も それ は あく ま て 相 
対 的 に 見 て の こと 。 経 験 浅い キャ ラク ター に 
と っ て は 、 ど ん な 敵 で も 田 威 に な り 得る 。 気 
を 抜く こと な く 、 慎 重 に 対処 し よう 。 














攻撃 力 | 1g33 
防御 力 | 367 
経験 値 | 5 
獲得 は | ノブ 











- 番 の ザコ キャ ラ だ が 、 ス ライ ム の くせ に 歯 
を むき 出し て 噛み つい て くる 生 
アン デッド に 分 類 き され る の で 
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巨大 な 毒 時 。 








長く の びる 舌 を 武器 に し て 攻撃 
し て くる 。 ぴ ょ ん びょん と 飛び 回 る た め 捕 ち 
え に く く 、 集 団 で 出現 する と 苦戦 する 


る こと も 。 












































大 き な 環 を 持つ 、 女 面 獣 身 の 怪 物 。 身 体 が 大 
きい た め ゆ っ くり と し か 飛べ な い が 、 和 足場 の 
悪い 天空 の 橋 に 出現 する た め 、 基 し め ら れる 。 





た な い 。 動 きも 鈍く 、 経 
る 。 力 だ け は そこ そこ 強い の 






































攻撃 力 | gd01 

防御 力 | 5Z7 防御 力 | 457 
経験 値 | BB 経験 値 | 4B 
獲得 は | 16 獲得 G| 13 




















伸び 縮み する 、 大 型 の スラ イム 。 日 か ら 相 液 長剣 を 振り 回 し て 襲い か か っ て くる 、 こ の あ 
を 飛ば し て 獲物 を し びれ させ る と いう 、 初 め た り で は 比較 的 危険 な モ キン スタ ー だ 。 動 きも 
て の 遠 距離 攻撃 能 力 の 持ち 主 だ 。 危 険 すばやく 、 早 め に 対処 し な いと タコ な ぐり だ 。 
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マッ ド ・ ス ライ ム 





























「 マ ッ ド 」 は 、 気 の 違っ た 、 と いう 意味 の 方 
か ? 非常 に 好 戦 的 で 、 動 きも すばやい 。 や 
り 過ごし に くい 、 い や な モン スタ ー と いえ る 。 














攻撃 力 | Be0 
防御 力 | BI7 
経験 値 | B9 
獲得 | 

















守っ て で も いる つも りな の か 、 宝 箱 の 上 に 乗 
っ て いる 。 身 体 に 電気 を 甘え て お り 、 こ れ を 
放電 し て 攻撃 する 。 安 易 に 近付く と 危険 。 


3 ざ 








防御 カ 





経験 値 








獲得 


























攻撃 力 | 958 
防御 力 | 7g7 
経験 値 | 117 
獲得 は | 4 





















宝箱 の 姿 を し た お な 


じみ の モン スタ ー。 蓋 に 





小 が 生え て いて 、 開 
つく 。 獲物 が くる の 


け よ うと する も の に 噛み 
を じっと 待っ て いる 。 























攻撃 力 | 3150 
防御 力 | 857 | 
経験 値 | 150 
獲得 は | P6 











歯 類 の 一 種 。 移 動 能力 を 持つ は 大 キノ コ で あ 
※ は 持た な い が 、 生 物 が 近寄る と 胞子 


を 吹き か ける 性 質 を 持つ 。 こ の 胞子 が 猛 。 





モン スタ ー ご こぼれ話 1 
モン スタ ー の 悪意 


モン スタ ー だ ち に も 生活 が ある 。 彼 ら は 
確か に 正義 の 味方 だ る 主人 公 に 陽 い か か 
つて こる の だ が 、 そ れ な り に 理由 が ある に 
違い な い の だ 。 岡 えば アス コモ イド は 、 動 
物 の 身体 に 胸 子 を つけ て 運ば せよ うと し 
て いる 。 緊 殖 の だめ の 自然 の 知恵 。 高 いと 
ころ に 左 ら す ハ ー ビ ー は きつ と 縄張り を 
攻 さ れ て 息 る の だ ろう し 、G・ ト ー ド は エ 
サ を 取 ろ うと し て い 

る だ け だ 。 そ うな る と ーー 














不思議 お な の は ゴブ リ こ 
ン だ ち だ が 、 こ いつ ば コ 
か り は 何 が 悪意 が あ = ゴ テ * 率 寺 = 
る の だ ろう 。 遠 慮 なく 5 に Ai 
や つつ け て よろ し い 。 





\ J い 
ウロ ニン ルウ ァ ル < 
初 の 大 物 モ ンス ター。 こ の エリ ア の 大 ポス 、 
東 天 主 ポ グ レウス の 弟 に 当たる 。 通称 東 弟 王 。 
大 物 は 大 抵 そ うな の だ が 、 初 め は 人 間 の 姿 を 
し て いて いき な り 姿 を 変え る 。 こ の ビグ レ ウ 
ス は 、 ゴ ー レ ムタ イプ の モン スタ ー で ある 。 
動き は ゆっ くり と し て いる が 、 攻 撃 力 は 絶大 。 


開 攻略 法 





正面 か ら 戦 っ て も 勝 
ち 目 は な い 。 が 、 逆 
に 死角 を 見 つけ て し 

まえ ば 意外 と も ろ い 。 
フォ ー ス ・ シ ョ ッ ト 

で 、 確 実に 頭 を ね ら 
お 3 う 。 


















最初 に 出会う 大 ポス 、 東 天王 ` 岩 "の ボ グ レ ウ 
ス だ 。 こ いつ も 最初 は ど つ い お っ さん の 次 を 
し て いる が 、 戦 闘 に な る と モン スタ ー に 変身 
する 。 岩 の 巨人 ビグ レウス に 対し 、 全 身 泥 に 
本 わ れ た 醒 悪 な モン スタ ー で ある 。 日 か ら は 
発光 弾 、 身 体 か ら は 針 状 の 泥 、 そ し て 浮遊 す 
る 電球 か ら は 稲妻 と 、 多 和 彩 な 攻撃 を 見 せる 。 








攻 暗 法 


まず は 、 敵 の 動き に 気 を 取ら れ て 浮遊 する 玉 
の 存在 を 忘れ て は いけ な い 。 埋 撃 に 捕まる と 
動き が 取れ な く な っ て し まう の だ 。 左右 の 宅 
間 を うま く 使 っ て 避け な が ら 接近 し 、 胸 か ら 
針 を 出す 直前 を ね ら っ て 、 正 面 か ら フ ォ ー ス ・ 
ショ ッ ト を 叩き こも う 。 地道 に 戦え ば 必ず 勝 






合 こ の 雷 机 が 危険 。 出 る タイ ミン グ を 覚え て 避け よう 
て る は ず だ 。 ぼう っ と し て いる と あっ と いう ま に ゲ ー ム オー バー だ 


Oo 
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結晶 


COL 


この エリ ア か ら の 戦い の 場 は 、 フィー ルド 









で は な 《 く タクシ ジョ ン が メイ ン に な っ で く る 。 
た だ で きえ 複 * や すい 構造 を し た ダン 
ジョ ン の 中 で 、 行 く 手 を さえ を ぎる モン スタ ー 


た ち 。 回 徴 し に くい 体力 。 イ ライ ラ す る こと 
も ある だ ろう が 、 中 盤 以降 、 場 所 に よっ て は 
経験 値 も だ ん だ ん 稼ぎ に くく な っ て くる 。 地 











道 に 倒し て いこ う 。 

結晶 の 谷 が 舞台 な だ け あ っ て 、 大 ボス の フ 
ィ ー ル を 筆頭 に 、 結 品 で で きた 、 美 し く 、 准 
た い イ メー ジ の モン スタ ー が 多い 。 し か し 、 


見 た 目 と は 長 腹 に 凶 殺 な の で 、 
飛び 道具 を 使っ て の 攻撃 も いよ 
危険 度 は ぐっ と 増し て くる 。 


評 が 必要 だ 。 
いよ 本 格 化 、 
































攻撃 力 | 4583 

防御 力 | 1367 

経験 値 | gBI 

獲得 は | PB 
大 き な 目 玉 の モン スタ ー。 ふ ら ふ らし て いて 


強 そ うに は 見 えな い が 、 視 界 に は いる と た ち 


まち 念 波 に よっ て ダメ ー ジ を 与え られ る 。 


の 和 谷 


計 計 








防御 力 | 1177 
経験 値 | Pd 














獲得 G | P5 





この モン スタ ー に は 会 え 
な い 。 ロ グイ ン の 付録 に は 載っ て いた の だ が 、 


どん な に 探し て も 、 
完成 直前 で ポッ に な っ て し まっ た も の らし い 。 
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攻撃 力 | 4101 
防御 力 | 1177 
経験 値 | P3g 
獲得 G | C5 








通称 * 燥 絢 サ ンタ "。 ち ょ こま か と 走り 回 っ て 
は 火炎 ビン を 投げ つけ て くる 過激 な モン スタ 
ー。 人 避け に くい 上 、 

















攻撃 力 | 45g3 
防御 力 | 1357 
経験 値 | PB1 
獲得 | P6 








結晶 の 身体 を 持つ 大 サソリ 。 距 離 か ら の 攻 
監 こ そ を ない が 、 動 き が すばやく 、 寿 の 環 針 を 
な か な か 避け きれ な い 。 面倒 な モン スタ ー。, 
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お な じみ の 動く 彫 人 1 


れ も 結 唱 の 身体 。 普 





有 は の ろ の ろ し て いる が 、 





敵 を 見 つけ る と 猛 ダ ッシュ で 体 当り し て くる 。 




















その 名 の 通り 、 


ある 。 動 き は 緩慢 


攻撃 力 | 5813 
防御 力 | ZU57 
経験 値 | 458 
獲得 G| 45 





結晶 か ら 生 まれ た ゴー レム で 
が 、 両 手 か ら 発 


ろ メ へろ 
の 1 








の レー ザー は 強力 。 囲 まれ る と 非常 に 危険 。 









































攻撃 力 | 5000 
防御 力 | 1807 
経験 値 | 394 
獲得 は | 39 
いわ ゆる オバ ケ 。 い つも は 小さ な 身体 で ビ ョ 


ン ピ ョ ン 跳 ね て いる が 、 敵 を 発見 する と 為 に 


巨大 化 。 


その 際 、 魔 法 で ダメ ー ジ を 与え る 。 
































そろ と 獲物 に 
を 落と す 。 


に 雲 で ある 。 頭上 か ら そ ろ 





近 「 き 、 1 万 ポル ト の 強烈 な 雪 
走 場 が 悪い と 避け よう が な い 。 


ハン ティ ング ・ ド ッ グ 
っ 
































た だ の 巨大 な 銀 で は な い 。 フ ィ ー ル の し も べ 


で 、 魔 力 
を 出す 。 


を 与え られ て いる の で 日 か ら 発光 弾 
切 き も 早く 、 集 団 で 現れ る いや な 敵 。 
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結晶 の 谷 を 根城 に する 妖魔 四天王 の ひと り 。 
^ 水 ? の 名 を 之 す る 西 天 王 。 そ の 透き通る よう 
な 美しき か ら は 想像 で き な い ほど 、 准 血 か つ 
残酷 。 水 や 水 を 自由 に 操る こと が で き 、 自 ら 
も 気体 と 化し 、 自 由 に 動き 回 る こと が で きる 。 
高密 度 に 圧縮 され た 水 を 投げ つけ る アイ ス ・ 
ベレ ッ ト や 、 プ リザ ー ド ドラ ゴン を 操る 。 





























フィ ー ル は 、 常 に ラ ト ク よ り も 一 段 高 い 位置 
を 動い て いる の で 、 ジ ャ ンプ し な が ら フ ォ ー 
ス ・ シ ョ ッ ト を 撃た な いと 当たら な い 。 ア イ 
ス ・ ベ レッ ト は 、 ラ トク の 位置 に 関係 な く 降 
っ て くる の で 、 気 に し な く て いい 。 む し ろ 確 
実に 用 っ て くる プリ ザー ドド ラゴン を 避け 、 
フィ ー ル が 実体 化し た と ころ を 攻め よう 。 


1 


合 な る べく 大 きく 動い て 、 う まく 避け る 。 攻 め る 時 に 
は ジャ ンプ し な が ら 弾 を 撃ち 込む の だ 


6y 


僅 





避 久 還 罰 邊 
カウ リャ ン の 城 


中 幼 職 と な る カウ リャ ン の 城 は 、 モ ンス タ 
も 多く 、 攻 撃 方 法 も 多彩 。 ポ ロー ズ 

草 の 谷 の モン スタ ー と 比べ る と 、 は 
る か に 強く な っ て いる 。 そ の 異常 な まで の 強 
さ は 、 表 の 数 値 か ら も わか る は ず 。 し か も こ 
の エリ ア で は 、 飛 び 道 具 を 使う モン スタ ー な 
ど は 当り 前 で 、 さ ら に いく つか の バリ エー シ 
ョ ン を も っ て いる 。 いきなり 攻撃 する の は 避 
け 、 一 具 散 の 動き の 観察 し て 、 フ ォ ー ス ショ 
ッ ト で 攻撃 する の が いい だ ろう 。 ま た 、 ア ン 
デット 系 の モン スタ ー が 多く 出現 する と ころ 
も ある の で 、 た 
は っ きり 言っ て 、 装 備 が 揃っ て いて も 敵 の 
攻撃 力 が 大 きい の で 、 か な り の ダメ ー ジ を 受 
け て し まう 。 そ れ だ け に 、 最 初 か ら 最 後 まで 
息 の 抜け な い エ リア な の だ 。 






























モ 
ン 
以 
図 
鑑 


う 














防御 力 | 5207 
経験 値 | 1gB4 
獲得 | B3 


湿地 帯 に 生息 する コプラ 。 普 段 は お と な し い 人 の 身体 と 膝 の 顔 を も つ 、 ヒ ュー マン タイ プ 
り : な い 生 き 物 を 見 つけ る と 、 衝 毒 を の 融合 モン スタ ー。 槍 攻撃 が 主 で 、 そ の 射程 
持つ 銘 い 邊 を 剃 き 出し 、 相 手 に 襲い か か る 。 距離 は 、 画 面 外 か ら 投げ て も 当たる ほど だ 。 
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攻撃 力 | 10569 
防御 力 | 4777 
経験 値 | 1154 
獲得 G| 60 
た 人 間 の 内 










この 世に 未練 を 残し て 死ん で 
体 が 動き だ し た モン スタ ー。 玉 だ っ た 攻 買 方 
法 は な く 、 生 者 を 見 つけ る と 近 よ っ て くる 。 








ライ オン の 頭 に 大 型 の 大 の 身体 を 合わ せ た 合 
成 モ ンス ター。 普 段 は ゆっ くり 動い て いる が 、 
生 者 を 見 つけ る と 、 牙 を 出し 租 い か か る 。 












































生前 、 えて いた 戦士 の 魂 を 復活 さ 
の 。 振り回し て いる 


せ モン スズ スター 
鉄 床 は 、 ど ん な に 厚い 壁 で も プチ 壊す 。 



























13333 
BB17 














攻撃 力 | B643 攻撃 カ 
防御 力 | 3607 防御 
経験 値 | 855 経験 人 
獲得 G | 58 獲得 














伝説 の 一 角 馬 が 、 ヴ ァ ー ル の 魔力 で : 
た 。 普段 は お と な し い が 、 侵 入 者 か 


1500 
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返っ 人間 で は な い 魔 物 が 魔法 を 自 に つけ た ソー サ 
ラー。 そ の 拠 に 、 人 間 よ り も は る か に デカ イ 。 





四方 に 気 を 撤 き 散ら し な が ら 向 か っ て くる 。 両手 に 溜め た 気 を 3 方 向 に 放出 する 。 





攻撃 力 











防御 力 











経験 値 














獲得 
































大 蛇 の 下 * 
モン スタ ー。 ロ ッ ド と 剣 を 持っ て いる が 、 主 
な 攻撃 は 剣 で 、 ロ ッ ド は た だ の 飾り な の だ 。 


E 身 と 4 本 腕 の 人 間 の 上 半身 を も つ 
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購 図 人 ⑦ 和 ば 中 





































攻撃 カ | 6943 攻撃 カ 
防御 | 617 防御 力 
経験 値 | 81 EN 経験 
獲得 は | 58 at 獲得 


























ヴァ ー ル の 麻 力 に よっ て 歩行 能力 を も っ た 植 魔力 に よっ 
物 。 一 般 的 に 言わ れる 食 人 植物 で は な い 。 自 。 に 強く し た ヤツ 。 共 本 的 な 動き に 
ら の 種子 を 武器 に し て 、 攻 撃 し て くる 。 RE 





レン SEZP の 2 











攻撃 力 | BO56 
防御 力 | 3857 き 


経験 値 | BB1 E 
3 
獲得 G 獲得 は | 5 


巨大 な 骨 だ け の モン スタ ー。 生 前 が 何だ っ た 獲 ほ ど に まで 巨大 化し た ネズ ミ 。 何 に で も 只 
の か は 不明 。 西 の 塔 の ご く 一 部 に し か 出現 し つい て し まう の は 、 ネ ズミ の 習性 その まま 。 
な い 。 ア バラ 骨 を 投げ て 攻撃 し て くる 。 小さ きく な っ た 主人 公 に と っ て は 、 大 敵 だ ろう 。 


攻撃 カ 
防御 力 
経験 値 


















































て 
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防御 力 | 3977 
経験 値 | 949 
獲得 は | 5B0 











鋭い 巨大 な 爪 を 持つ 、 













獲得 


エイ リア ンタ イプ の モ 憎悪 を 抱き な が ら 死ん で いっ た 人 間 の 魂 が 、 











ンス ター。 動 き は 遅い が 、 そ の 巨大 な 爪 で は ヴァ ー ル の 魔力 に よっ て 操 ら れ て いる 。 生 者 
さま れ た ら 、 倒 すま で は 逃げ られ な い 。 を 見 つけ た ら 、 自 分 が 死ぬ まで 追い まわ す 。 








防御 カ 








経験 値 
携 得 














地下 水 妨 だ け に いる 








+ 大 な カニ 。 動 き は 鈍く 、 
簡単 に 避け る こと が で きる 。 し か し 、 HP が 多 
く 、 倒 すこ と は 不可 能 と 言わ れ て いる 。 


6o 


瞳 較 - ぐ > ざ 中 





モン スタ ー ご こ ご こぼれ話 
ーー モン スタ ー は すご い 
一 般 に モン スタ ー と 呼ば れる 怪物 達 は 、 
元々 は その 地 に 住 お 動 物 だ つ だ り 植物 だ 
つ だ りす る 場合 多い 。 だ か ら 、 見 だ 目 
は 同じ で も 、 実は 気 の い い ヤ ツ と が 暗い 
ヤツ が いる ガ も し れ な い 。 し ガ し 、 モ ン 
スタ ー と いう の は 、 だ だ モン スタ ー で あ 
る と いう だ け で 、 他 の ヤツ ら と は 中 身 が 
全然 違う 。 例 えば トー ド ( 星 ) な ん て そ 
の いい 例 だ 。 普 通 、 妊 と いえ ば 池 の 近 く 
に いて 、 か わい こく 座っ て ゲロ ゲー ロ と 鳴 
いて いる 。 も つと も 、 普 通 の 星 だ か ら 人 
間 に 殺 甚 な ど 持 つ は ず も な い 。 と ころ が 、 
モン スタ ー の 由 と いう と 、 そ ん な 甘い も 
の で は な い 。 鳴き声 も お ぞ ま し く 、 ジ ャ 
ン ブ カ は 普通 の 時 を 遥か に し の ぎ 、 い つ 











の 間 に か 長く こなつ だ 舌 を 使 つて 獲物 を 捕 
ら え る 。 ひ どい 奴 な ん ガ 、 毒 まで 持つ て 
い だ り も する 。 一 体 、 何 が 普通 の 星 を そ 
うま で させ だ の ガ は 不明 だ が 、 凶 暴 な だ 
け に 、 他 の 生き 物 な ど と の 格闘 を 重ね て 
強く な つて いつ だ の だ ろう 。 普通 の 生き 
物 か ら 見 とら 、 信 じ ら れ な いぼ ご ど 浪 い 。 





エア エレ メン タル 


以前 は サー ク 界 を 支え る た め に 仕え て いた 風 
の 精霊 。 天 候 、 風 の 流れ に 関す る すべ て を 操 
る こと が で きる 精 霊 だ っ た 。 あ る 時 、 精 神 、 
肉体 と も に 弱り は て た ポー ディ ス を 見 か ね た 
エア ・ エ レ メ ン タル は 、『 風 の 剣 』 を ボー ディ 
ス に 手渡 し た 。 し か し 、 ポ ー デ ィ ス の 心 は あ 
まり に も 弱く 、『 風 の 剣 』 の 秘め られ た カカ 
る こと も で きず 、 エ ア ・ エ レ メ ン タル 共 
妖魔 の 力 に 引き 込ま れ て し まっ た 。 エ ア ・ エ 
レ メ ン タル は 、4 つ 
(の 7 が ツク ーー に 
変身 し 、 終 め 四方 に 
飛び 回 りな が ら 攻 撃 
し て くる 。 実体 化 を 
し て いる 時 に し か 判 
定 は な い 。 
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敢 な 船乗り レイ の 船 友 。 コ ー レ イ 船 長 引 退 

後 の 次 期 般 長 の 座 を 賭け て 、 レ イ と 戦っ た 。 
ポー ディ ス は 、 そ の 戦い で 負け 、 自 分 の 殻 に 
閉じ こも る と 同時 に 、 復 讐 の 念 を 燃やし て い 
た 。 エ ア ・ エ レ メ ン タル に 「『 原 の 剣 』。 を も ら 
っ た ポー ディ ス は 、 妖 魔 に 取り 付か れ 南 天王 
^ 風 "の ヴァ ー ル と し て 生ま れ 変 わっ た 。 





左右 に 大 きく 動き な が ら 、 伸 縮 す る 両手 で ラ 
トク を 攻撃 し て くる 。 爪 が 鋭く 、 一 回 の 攻撃 
で 受け る ダメ ー ジ が も の すご く デ カイ 。 ま た 、 
顔 の 正面 で 避け て ば か り い る と 、 舌 を 伸ばし 
て 、 先 か ら 発 光 弾 の よう な も の を 3 方 向 に 撃 
っ て くる 。 極端 に 激しい 動き が な い だ け に 、 
落ち 着い て 攻撃 すれ ば 、 必 ず 倒 せる 。 


全 右 か 左 に 来 た 時 が 攻撃 の チャ ンス ! 
バッ チリ あえ ば 、 





タイ ミン グ が 


4 発 く らい 当て られ る 。 
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この エリ ア に は 、 ポ ス も 含め て 敵 が 2 種類 し 
か 登場 し な い 。 す べ て 一 隻 の 船 の 上 で の で き 
ご と で 、 ま と め て ひと つの イベ ント の よう な 
印象 の ある エリ ア だ 。 唯一 の ザコ モン スタ ー、 
シャ ー ク ヘッ ド と 適当 に 戦い な が ら 乗 組員 全 
員 と 話 を し て 回 っ て いれ ば 、 自 然 に ボス と の 
戦闘 まで 話 が 進ん で いく 。 要 は この エリ ア 、 
ボス 戦 以外 の 戦闘 は 添え を も の で し か な い の だ 。 
シャ ー ク ヘッ ド は 決し て 弱 いと は いえ な い 相 
手 だ が 、 さ り と て 特殊 な 攻撃 法 を 持っ て いる 
わけ で も な く 、 し ば らく 戦っ て いる うち に レ 
ベル も 上 が る だ ろう 。 因 緑 の ポ ボス 、 ネ クロ マ 
ン サ ー が か な り の 強敵 な の で 、 で きる こと な 
ら シ ャ ー ク ヘッ ド を ザコ 扱い で きる だ け の 強 
き に な っ て か ら 、 挑 戦 す る よう に し た いも の 
で ある 。 











シャ ー ク ヘッ ド 


餅 の 頭 で 尾 びれ が 足 に 変化 し た モン スタ ー。 
も と は 餅 だ が 、 ネ クロ マン サー の 強力 な 魔法 
條 貞 つぐ モジ ンス ター と 人 Bl クラ まつ だ 。 
の 鋭い 歯 と 強 地 な 顎 は 、 鎧 を も 突き 抜け て し 
まう は ほど の 威力 を も ちっ て いる 。 ま た 、 胸 びれ 
を 使っ た 攻撃 も か な り 強 力 で な か な か 人 舌 れ な 
い 。 テ レス 海 で 出現 する ザコ キャ ラ は 、 シ ャ 
ー ク ヘッ ド だ け だ が 、 戦闘 能 力 は 、 他 の 中 ポ 
スク ラス と 同じ と 思っ て も いい だ ろう 。 








攻撃 力 | 18000 
防御 力 | B500 
経験 値 | 1300 





1300 

















妖魔 四 天王 の ひと り 。^ 上 "の 名 を 対す る 、 北 





天主 で ある 。 魔 法 で 死人 を 自由 に 操り 、 人 さき 
らい を させ る 。 そ れ で いて 自分 の 立場 が 危な 


く な る と 、 戦う 振り を し て 逃げ だ す 単 伝 な 奴 。 


本 来 な ら ば 、 ド ラゴン の 背中 に 乗っ て 現れ る 
が *、 こ の 世界 の ネクロ マン サー は 









海上 を ワー プ し な が ら 、 水 の 輪 と 水 柱 で 攻撃 
し で くる 。 ワ ー プ 光 は 常に ラン ダム で 、 ラ 

ク の 位置 に 左右 され る こと は な い 。 ま た 、 ネ 
クロ マン サー 本 体 が 現れ る まで 、 水 柱 か 水 の 
輪 攻撃 か は 解ら な い 。 ど ちら る 確実 に ラ ト ク 
を 狙っ て くる の で 、 方 向 と タイ ミン グ き さえ わ 
か れ ば 、 人 遂に 狙わ せ て 避け る こと が で きる 。 








2 コ 1 
合 ネ クロ マン サー が 下 に 降り て くる まで は 、 ひ た すら 
避け まく る 。 こ の 高 さ まで きた ら 繋 ち ま く ろう 。 
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中 
2 
スズ 
| 





自 四 日 


8 や ーー ト 】 ニー や や 6 
シュ ー テ ィング ・ ス テー ジ 1 
前 作 同様 、 今 回 も 大 サー ビス の シュ ー テ ィ ン で な く 、 飛 び ま わ る ザコ キャ ラ た ち も み ん な そ 
グ ・ ス テー ジ 。 い わ ゆ る オプ ショ ン に 当たる プ ブ  。 れ ぞ れ 個 性 的 だ 。 な ぜ か ここ の モン スタ ー た 
ルー ドラ ゴン が つい た り 、 デ カキ ャ ラ が 3 つも ち に は 、 水 棲 動物 の イメ ー ジ が つい て まわ る 。 
出 て きた り と 、 内 容 も 盛り だ くさ ん 。 た だ 、 ヾ も っ と も 、 ド ラゴン の 類 は また 別 で は ある が 。 
ソコ ン と いう ハー ド の 限 
界 で 、 ど うし て も シュ ー テ 
ィング と し て の 操作 任 
あま り い いと は いい が た 
い 。 シ ュー ティ ング の 苦 
手 な 人 は 、 特 に 苦し め ら れ 
る 最大 の 難 所 と な る だ ろ 
う 。 と りあ え ず は 敵 モ ン 
スタ ー の 出現 パタ ー ン 、 攻 
英 パ ター ン を で きる だ け 
頭 に 叩き 込ん で お こう 。 
3 つの デカ キャ ラ だ け 


回 日 































































攻撃 力 | や 
防御 力 | や 
経験 値 | や 
獲得 G| や 











空中 を 浮遊 する 巨大 クラ ゲ 。 発光 弾 を まき 散 空 飛 ぶ ヒ ル の ば け も の 。 ス ピー ド の ある 体 当 
らし な が ら 体 当 り し て くる 。 動き の 軌道 を 見 り 攻撃 が 武 吾 。 名 前 に や た ら と G が つく が 、 
切る こと が ボイン ト 。 比 較 的 弱い モン スタ ー。 これ は ジャイアント” の 略 で あろ う 。 


/: 























も 
ッ 
区 4 
タッ 
鍋 



































経験 人 : 経験 人 
獲得 は | で ミミ 獲得 G | や 
飛行 する オオ ム ガ イ 。 うう し ろか ら 現 れる 上 に 小型 の ドラ ゴン 型 モ ンス ター。 前 方 か ら 現れ 、 


か な り カ タ い の で 、 な か な か 倒せ な い 。 こ の 発光 弾 を まき 散ら す と 、 そ の まま 飛び 去っ て 
遇 いっ て し まう 。 一 番 ノ ー マ ル な モン スタ ー。 











モン スタ ター こぼれ話 

ンド ルー ジニ に コジ 4 の 

ドラ ゴン を 自 機 に 見 立て た シ ユ ー テ イィ 
ング と いえ ば 、 すぐ に 「 ド ラゴン スピ リ 
ッ ツ ト ュ (ナム コ ) が 思い 起こ され る 。 し か 
し 、 実 際 に ドラ ゴン で 戦 つ だ 最初 の XgK 
は と も かぐ 、 XakIL で は 自 機 が フェ ニ ツ 
クス に な つ だ こと も ある し 、 ド ラス ピ 色 



































を 除く べく 、 メ ー カ ー さ ん も 工夫 し だ と 
の こと で ある 。 ま あ シ ナリ オ の 中 で の ボ 
防御 力 ー ナ ス 面 みな いな も 
の だ し 、 ハ ー ド の 限 
経験 値 界 は ある も の の 、98 
獲得 は で シコ デ テ ィング を 
楽し め て うれ し いな 、 
大 ガマ を 担い だ 、 と まあ 、 そ うい うわ 
2 の カッ ター と 、 体 当り の け だ 。 











ダブ ル 攻 撃 。 前 作 で は ダン ジョ ン で 登場 。 





my リ に で 





扱い と し て は 中 ボス だ が 、 実 質 は ポ ボ グレ ウス 
の 時 同様 、 完 全 な 大 ポス クラ ス だ 。 ま ず な に 
より デカ いし 、 カ タ い し 、 倒 すま で 画面 中 央 
に 居座る の だ 。 そ の 姿 は 、 大 亀 の 腹 に 子 亀 が 
乗っ て 空 を 飛ん で いる と いう も の 。 凶 だ け あ 
っ て か な り カ タバ 、 有 断続 的 に 発光 弾 を まき 散 
ら す 強 英 で ある 。 腹 部 に は 巨大 な 目玉 が つい 
て いて 、 こ こ が 唯 一 の 明 点 と な る 。 












いい いい ぐ いい る い 
ドラ ゴン ・ ゾ ン ピ 
ミイ ラ 化し た 、 巨 大 な 環 竜 。 音 中 に 死神 の よう 
な 次 を し た 男 が 乗っ て いる が 、 ど う や ら こ いつ 
に 操 ら れ て いる よう で ある 。 ゾ ン ビ 使い と いえ 
ば 通常 は ネクロ マン サー だ が 、 こ の ゲー ム で は 
そう いう 名 の キャ ラ は きち ん と 存在 し て いる の で 、 
まっ た く の 別 人 らし い 。 青 自 い 笑 を 大 量 に 叶 き まく 
り 、 動 きち も いやらしい 強敵 で ある 。 余 談 だ が 、 設 定 

時 の 名 前 は 『 プ テ ド ン ” と 呼ば れ て いた らし い 。 
























































































































































































































































意 。 ド ラゴン 族 の 王 で ある 。 そ の 
た め プ ルー ドラ ゴン は まっ た く 手 出し か 
ず 、 た だ で さき さえ 強い の に 、 よ り い っ 





う の 苦 
戦 を 強い られ る 。 ボ グレ ウス も 使用 し た 軍 球 
を 操り 、 獲 物 を 追い つめ て か ら 攻 撃 す る 。 








舎 何 し ろ デ カ い 。 それだけ で 動け る 範囲 が か 
な り 狭 め ら れ て し まう 。 死角 に 回 り 込め ! 





舎 こ の よう な ハデ な 攻撃 を 仕掛 け て くる 。 バ 
ター ン が ラン ダム で 、 避 ける の が 難し い ぞ 





うと 、 ま ず 勝 ち 目 は な い 。 し か し 電球 は 、 画 
面 の 上 の 方 まで は 追っ て こない 。 ワ イ バ ー ン 







の 正面 で 頭 を 繋 っ て いる 時 に 下 か ら 宇 球 が 現 
ず 右 上 か 左上 に 逃げ ば よう 。 あ と 
が 現れ た ら 上 部 に 避け 
-、 勝 つこ と が で きる 。 











人 きこ の 位置 で 攻撃 を や りす ご し た ら 、 た だ ち に 正面 に 
回 り 込ん で 攻撃 ! 焦ら ず 、 じ っ くり 戦う の が コツ だ 。 
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を 企む 妖魔 の 大 ポス 。 自 ら の 
魔力 を 完 性 に し サー ク 界 を 手中 に 納め る た 
め 、 妖 魔 四 天王 を 操り 『 白 き 室 』 の 証 印 、『 晶 
宝 』 の 目覚 め を 試み る 。 シ ャ ナ と ミュ ー ン 
ri を 知っ て いる ふた り 目 の 人 物 で も ある 
只 段 は 人 間 と 同じ 格好 を し て いる らし い が 、 
本 の 姿 を 見 た 者 は 、 ま だ 誰 も いな い 。 














まず 、 ブ ルー ペン ダン ト の 問題 だ が 、 

う や ら こ れ は 、 心 ず し も 装備 し て いな 2 EG 
も いい らし い 。 実際 に 何 の 役に立っ て いる 
の か も よく わか ら な い の だ が 、 こ こま て 来 
れ た 以上 、 持 っ て いる は ず 。 そ れ で いい の 
で ある 。 実際 に 対戦 する 段 に な っ た ら 、 今 
0 ら な 

。 大 原則 は 、 変 身 前 に は M P を 温存 する 
2 二 





1 合い よい よ ボ ス と の 出合 い の 直前 。 な ぜ か ブル ー 
だ け の 体力 も 温存 する こと 。 こ の 2 点 だ 。 ペン ダン ト が び ぴか び か と 光っ た り し て し まう の だ 。 











アリ (か べく 、M 
い SS 


(AUY たい ) 2 ] HK ベ グ 
OS 2 の 
35 OS 


Xak!! 
アイ テム 図鑑 


サー ク 世 界 の アイ テム は 、 お お ざっ ぱに 分 類 
する と 種類 に 分 ける こと が で きる 。 ひと つ 
は 合 、 鎧 な どの 装備 アイ テム 、 そ れ か ら 使 い 
た い 時 に プレ ー ヤ ー の 意志 で 使え る 道具 類 、 

最後 に 、 持 っ て いる こと し か で きず 、 必 要 な 
時 に は 自動 的 に 効力 を 発揮 する イベ ント 系 の 
アイ テム だ 。 そ れ ぞ れ の 利用 価値 、 利 用 方 法 
を よく 飲み 込ん だ 上 で 、 こ の リス ト を 見 よう 。 





引 回 回 内 - 
| ( mm NN 0 | 















文字 通り 、 3 2 テム 欄 か ら は 消え て し まう の も 含ん で いる 
て し まう と 多少 IP 点 て ほし い 。 
に 分 類する アイ テム の 定義 を 頁 また 、 こ れ ら の 多く は で られ て 







ITEM の コマ ンド で 使用 する と 、 アイ テム いる アイ テム で ある 。 そ う v 

2 覧 か ら な く な っ て し まう も の 。 そ うい OUNISN ぅ て いい た 
アイ テム を ここ に 分 類する こと に する 。 パ られ て いる マジ ッ ク ・ ス クロ ー ル は 、 本 

、 PP 肖 工 する アイ テム が 来 魔 法 と し て 独自 に 扱う べき か も 知れ な い が 、 
正 だ が 、 ガ ント レッ ト や プロ テク ショ ン ・ リ 3 店 IN ・ マ ジッ ク の 他 に 有 魔法 の 種 
ング の よう に 使用 する こと で 装備 され 、 ア イ 類 が な 





トド で は 比較 
。 魔 が 店 
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干し 肉 





入手 場所 
道具 屋 








食べ る と ライ フ が 回 復 す る 。 回 復 する 量 は わ 
ず か だ が 、 ラ イフ 回 復 の アイ テム の 中 で は こ 
れ が 一 番 安 い の だ 。 


回 復 の アイ テム 。 値段 が パン よ 
いる 分 、 よ り 多 く の 体力 を 回 復 
きる 。 出 か ける 吐 は 忘れ ず に 。 

















場所 

道具 屋 
ライ フ 回 復 の 特 効 柴 。 ゲ ミル と いう 3 : 教会 で 作ら れ て いる 上 上 子 形 の 銀製 の お 守り 。 
作ら れ て いて 、 こ れ を 飲む と ライ フ は 最高 ま : これ に 析 リ り を 控 げ る と 、 占 し き 心 が 沈 わ れる 。 
で 回 復 する 。 ち ょ っ と 高い の が 名 。 : つま り 、 カ ル マ カ ミ る の だ 。 











さ o 
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」 ア に NN 






入手 場所 
道具 屋 








両 腕 に 付け る 小手 。 手袋 で は な い ぞ 。 こ れ は 、: プロ テク ショ ン は 防御 と いう 意味 。 こ れ を 指 
装 輸 し た 者 の 攻撃 力 を 高め る 効力 が ある の だ 。 : に は め る と 、 魔 法 の 力 で 防御 力 が 高まる の だ 。 
より 強く な り た い 戦士 に お すす め 。 : いざ と いう 時 に は 頼り に な る アイ テム だ 。 


ecooc Ng522 
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この マン ト を 身 に 付け る と 、 ど ん な 場所 に い : 麻 力 の か か っ た 指輪 で 、 こ れ を 付け る と 幽 体 
て も 地上 上 と 同じ よう に ライ フ を 回 復 する こと : 離 錠 が 可能 に な る 。 そ れ に よっ て 体 を 動か さ 
が で きる 。 と て も 便利 な アイ テム 。 : ず に 離れ た 場所 が 見 える よう に な る の だ 。 








: これ を 使う と 、 い つ で も どこ で も マジ ッ ク ・ ポ 
で 町 の 近く に 戻っ て こら れる 。 た だ し 、 場 所 : イン ト が 回 復 する の だ 。 た だ し 、 教 会 に は 内 結 
に よっ て は 使え な いな どの 制約 が : な の で 、 ゲ ー ム 中 盤 か ら こ っ そり 販売 し ます 。 
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Cl 








で は 使用 する こと が で き 
ず 、 必 要 な 時 に は 持っ て いる だ け で 効力 を 発 
揮 す る アイ テム で ある 。 そ も そ も こ の 種 の ア 
イ テ ム は 、 使 用 する た め の コ マン ド を 持た な 
い の だ 。 


基本 的 に は な ん ら か の イベ ント に 関わ る か 、 


ポイ ント ご と の クリ ア 条 件 と な る も の が 多い 
の で 、 こ れ ら を イベ ント ・ ア イ テ ム と 呼ん で 
分 類する こと に する 。 こ の アイ テム 分 類 の ス 
タイ ル は 、 前 作 と な ん ら 変 わり な い の で 戸上 
うこ ご と は な い だ ろ う 。 

また 、 前 作 か ら 引 き 継 いで いる アイ テム も 
あり 、 そ れ ら の 多く は 最初 か ら 持 っ て いる 。 
これ は 設定 上 の 配慮 と いう 面 も ある らし く 、 
E 家 の 紋章 に 至っ て は 、 今 回 特に 効力 を 持た 
な いよ うだ 。 








3 年 前 に ホビ ピット の ケイ ン を 助け た 時 に 、 お 


礼 と し て も ら っ た ペッ ト 。 い ろ い ろ と 訓練 さ 
れ て 、 ず いぶ ん と お 利 日 に な っ た の だ 。 




















入手 場所 ・ 方 法 用 途 ・ 効 果 
語 ベッ ド 下 の 鍵 の 入 
初め か ら 持っ て いる | , 田 の チェ ッ ク 








と 
NS 


イベ ント ・ ア デイ テム 





前 回 の サー ク ・ デ ィ ー プ ブル 同様 に 、 宝 玉 等 、 
シリ ー ズ に な っ て いる アイ テム も 少な く な い 
が 、 特 に まとめ て 掲載 する よう な 処理 は し て 
いな い 。 基 本 的 に は スト ー リ ー に そっ て 並べ 
る よう に し て ある 。 





合 ア イ テ ム の メニ ュー 表示 。 イ ベン ト ア イ テ ム と し て 
分 類 し た も の は 、 選 択 で き な い の だ 





ドラ ゴン の 指輪 
3 年 前 、 秋 の 砦 で 使っ な アイテム 。 指 輸 の 中 
か ら ド ラゴン が 現れ て 、 そ の ドラ ゴン の 昔 中 
に 乗る こと が で きた の だ が 、 今 回 は …。 


























入手 場所 ・ 方 法 途 ・ 効 果 
本 シュ ー テ ィング 面 
初め か ら 持っ て いる | みっ と 有利 

















タウ トゥ ー ク の 像 


お か し な 人 間 の 形 を し た 木製 の 彫像 。 森 の 民 
タウ トゥーク に 証 く か ら 伝 わる 物 で 、 森 の 木 
の 精 報 が これ を 持つ 者 を 導い て くれ る の だ 。 





入手 場所 ・ 方 法 | 用途 ・ 効 果 
UI 中 





シャ ナ と 話す 出入 り に 必要 














銅 で で きた カギ 。 カ ギ の 根元 に 蛇 の 形 を し た 
飾り が 付い て いる 。 鋼 が 酸化 し て いる らし く 、 
全体 が 者 っ ぽい 色 に な っ て いる 。 

入手 場所 ・ 方 法 用 途 ・ 効 果 


宝物 庫 の 洞窟 の べ | 宝物 庫 の カギ を 開 
ッ ド の 下 ける 


























王家 の 紋章 


3 年 前 の 冒険 の 途中 で 、 王 家 の 使者 で ある こ 
と を 証明 する た め に 持っ て いた 紋章 。 今 回 は 
特別 な 用 途 は な いよ うだ 。 


入手 場所 ・ 方 法 用 途 ・ 効 果 








初め か ら 持っ て いる な し 

















シャ ナラ ム の 鏡 
小 き な 鏡 。 手 鐵 と は 辻 っ て 、 所 る 部 分 が な い 。 


縁 が 銀 で 造ら れ て いる の で 、 小 さい わり に 重 
た い 。 森 の 王 シ ャ ナラ ム の 残し た 遺産 。 














入手 場所 ・ 方 法 | 用途 ・ 効 果 
聖なる 巨木 の 上 り 
ET | 








2 
いぶ 


瞳 障 上山 へ る 


第 一 の 宝玉 
青く 透き通っ た ヒス イ の 玉 。 王 な る 力 が 秘め 
られ て いて 、 こ れ を 使わ な いな いと 解け な い 
封 呈 が ある の だ 。 








入手 場所 ・ 方 法 | 用途 ・ 効 果 
2 半 | 還 9 














グレ ウス を 倒す | 封印 を 解く 








魔 導 書 上 巻 
黒い 友 で で きた 表紙 の 分 厚い 本 。 中 は 全て 手 
で 書か れ て いて 、 本 に は 著者 の 麻 力 が 是 じ 込 
め ら れ て いる 。 何 だ か 不気味 な 感じ の 本 だ 。 





入手 場所 ・ 方 法 | 用途 ・ 効 果 








の 入手 





OO に る 人 








ii の リン ルン / 
蛇 が 絡み 合っ た よう な 形 を し て いる 、 銀 製 の 
指輪 。 蛇 の 頭 の 部 分 は 、 い つも うっ すら と 青 
旭 い 光 を 放っ て いる 。 





入手 場所 ・ 方 法 | 用 途 ・ 効 果 | 
宝庫 の 渦 の 宝箱 半生 Ne | 











必要 に な る 








第 二 の 宝 玉 
5 一 の 法 玉 と 同じ 、 青 く 秀 き 通 っ た ヒス イ の 
回 E は 皆 同 し ヒス イ の 斑 で 、 人 金 の 
民 芋 に は め ら れ て 置か れ て いる の だ 。 














入手 場所 ・ 方 法 用 途 ・ 効 果 








3 デス マウ ン テ ン の 
宝物 庫 の 洞窟 の 宝箱 封印 を 解く 




















一 見 、 何 の 変 指 ちな い ゴ ー グ ル だ が 、 レ ンズ 


が 特殊 な 素材 で で き て いる 。 そ の お か げ で 、 
形 に な っ て いな い 物 まで 見 られ る の だ 。 





黒 の クリ スタ ル 


黒い 宝石 が は め 込ま れ て いる 謎 の 道具 。 ア ク 
セ サ リ ー の よう な 物 ら し い が 、 冒 険 に お ける 
用 途 は な い 。 つ まり 、 い ら な い 物 な の だ 。 


| 入手 場所 ・ 方 法 | 用 途 ・ 効 果 























入手 場所 ・ 方 法 





ペル ナン ド の 家 ・ 
助け て 話す 








2 
ゴ 
チ 
ム 
回 
鑑 
用 途 ・ 効 果 
採 畑 場 の 見 えな い 
通路 を 通れ る 
















青銅 で で きた 普通 の カギ 。 採掘 場 で 使わ れ て 
いる 昇降 機 を 動か す た め の カギ な の で 、 別 に 
魔法 だ と か 呪い は 全く か か っ て いな い ぞ 。 


宝物 庫 の 洞窟 で 見 つけ た 謎 の 魔 導 書 の 下巻 。 
外見 は 上 巻 と 全く 同じ 物 な の だ が 、 な ぜ 道 具 
箱 な ん か に 入っ て いる の か が 一 番 の 謎 で ある 。 





入手 場所 ・ 方 法 用 途 ・ 効 果 


魔法 屋 の 売る 情報 
の 入手 








谷 の 採掘 場 の 道具 箱 














入手 場所 ・ 方 法 


用 途 ・ 効 果 





谷 の 採掘 場 の 道具 箱 








昇降 機 の 作動 








し 2 
Nr 


6 つの 宝玉 の 3 番目 だ 。 全 部 摘 わ な けれ ば 封 
印 を 解く こと が で き な い の だ が 、 デ スマ ウン 
テン に 着く 前 に 全部 手 に は いる は ず だ そ ぞ 。 


入手 場所 ・ 方 法 | 用 途 ・ 効 果 








谷 の 採掘 坦 最 下層 | デス マウ ン テ ン の 
フィ ー ル を 倒す | 封印 を 解く 














青い 宝石 。 何 か 青い 結晶 の 塊 の よう な 原石 
ら 採れ る 。 原 石 は 、 ま れ に 結 品 の 
千 品 の 中 に 含ま れ て いる らし い 。 





| 入手 場所 ・ 方 法 | 用途 ・ 効 果 


谷 の 採掘 場 最 下層 
フィ ー ル を 倒す 








ポ グ ウィ ル に 渡す 














ブル ー ペ ンダ ント 
プル ー ス トー ン を は め 込 ん だ 銀 の ペン ダン ト 。 
採掘 場 で 働く 人 が 、 採 れ て た ブ プルー ストーン を 
加工 し て 造っ た 物 な の で あろ う 。 
入手 場所 ・ 方 法 | 用途 ・ 効 果 
MG 








フィ ー ル を 倒す 要 に な る 














量 の カギ 


星 型 の 飾り が 付い た 銀製 の カギ 。 し か し 、 ど 
うし て こう 銀製 品 が 多い の だ ろう か 。 銀 と い 
う の は 結構 重たい 金属 な の だ が ……。 

入手 場所 ・ 方 法 用 途 ・ 効 果 


酒場 城 の 出入 口 の 鍵 を 
ミリ ア と 話す 開け る 
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風 の メ ダル 


風の神 の 姿 が 刻ま れ て いる メダ ル 。 銀 で で き 
て いる が 、 貨 幣 で は な い 。 強力 な 魔力 が 秘め 
られ て いる 、 不 思 議 みな コ イン な の だ 。 

入手 場所 ・ 方 法 | 用 途 ・ 効 果 
城 の 東 の 塔 ・ エ レ | スモ ー ル ・ マ ジッ 











メン タル を 倒す | ク の 使用 











星 の カギ と 同様 、 三 日 月 の 飾り が 付い て いる 
銀製 の 鍵 。 エア ・ エ レ メ ン タル を 倒し た と き 
に 、 風 の メダ ル と 一 緒 に 手 に は いる 。 


ア 
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ム 
図 
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入手 場所 ・ 方 法 用 途 ・ 効 果 


城 の 東 の 塔 ・ エ レ | 東 の 塔 の 地下 室 の 
メン タル を 倒す | 鍵 を 開け る 














金魚 鉢 を 頭 か ら か ぶる よう な 形 を し た へ ん な 
格好 の 服 。 き さき ら に へ ん な こと に 、 こ の 服 は な 
ん と ゴム で で き て いる の だ 。 





入手 場所 ・ 方 法 | 用途 ・ 効 果 


水 踏 を 通る た め の 
潜水 服 





城 の 西 の 塔 の 道具 箱 

















鉄 の 棒 
先端 が 少し 曲がっ て いる 鉄 の 棒 。 特に 魔法 が 
か か っ て いる と いう わけ で は な い が 、 細 長い 
鉄 の 棒 の 特徴 を 活か し た 使い 道 が ある は ず だ 。 





入手 場所 ・ 方 法 用 途 ・ 効 果 


水路 の 仕掛 け を 作 
城 の 東 の 塔 の 道具 箱 動 させ る 

















Si 当 の Pa ヒコ 


太陽 の 飾り が 付い て いる 鍵 。 銀 製 の 月 の カギ 
と 対 に な っ て いて 、 こ ちら は 人 金 で で き て いる 。 
昔 か ら 神 加 な 儀式 だ け に 使わ れ て いる よう だ 。 





入手 場所 ・ 方 法 用 途 ・ 効 果 





城 の 東 の 塔 ポ グ ウ ラル に | 祭壇 の 間 の 鍵 を 開 
ブル ー ス トー ン を 渡す | ける 











聖なる 護符 
表面 に 証 代 文字 が か か れ て いる 、 布 製 の 小さ 
な お 札 の よう な 物 。 魔 除け と は 違う の だ が 
何 か 特別 な 霊力 が か か っ て いる よう だ 。 








用 途 ・ 効 果 
城 の 西 の 塔 ・ 祭 壇 | 西 の 塔 最上 階 入 り 
の 間 の 宝箱 口 の 亡者 の 界 天 








E 以 【 の た: を 


各地 に 分 散 し て 隠さ れ て いる 6 つの 宝玉 の 4 
番目 。 こ れ ら の 宝玉 は ひと つ ひ と つ で は 何 の 
効果 も 持た な い 。 6 つ で 初め て 役に立つ の だ 。 


入手 場所 ・ 方 法 





















用 途 ・ 効 果 
城 の 西 の 塔 最上 階 








デス マウ ン テ ン の 封印 を 解く た め に 必要 な 宝 
玉 の ひと つ 。 こ れ を 集め させ る こと で 誰か が 
勇者 の 力 を 試し て いる の か も し れ な い 。 
































入手 場所 ・ 方 法 上 途 ・ 効 果 
船 の 中 ・ フ ェ ル と | デス マウ ン テ ン の 
話す 封印 を 解く 





た 


デス マウ ン テ ン の 封印 を 解く た め に 必要 な 宝 
玉 の ひと つ 。 





| 入手 場所 ・ 方 法 | 用 途 ・ 効 果 
人 デス マウ ン テ ン の 





話す 封印 を 解く 














封 EI の 書 
磨 導 書 に 似 て いる が 、 表 紙 が 青く て 魔 導 書 よ 
ゝ 。 そ し て 、 内 容 は 勇者 に ち 理 解 で き 
る 言葉 で 書い て ある 。 
入手 場所 ・ 方 法 | 用途 ・ 効 果 
デス マウ ン テ ン ・ | グレ ー ト ソー ド 消 基 
老 疲 と 話す OHA 凍 人 ま 


ア 
a 
由 
ム 
鑑 
























吟遊 詩人 か ら も ら っ た 帽子 。 詩 人 らし い 帽 子 
と いう より 、 魔 術 師 が か ぶる よう な 、 つ ば の 
広い 皮 で で きた と ん が り 帽 子 で ある 。 

| 入手 場所 ・ 方 法 | 用 途 ・ 効 果 








老婆 と 話す ホー ン に 渡す 











剣 の よう な 形 を し て いる 、 鉄 製 の 鍵 、 鍵 と い 
う の は 一 般 的 に 凹凸 の ある 物 だ が 、 こ の 鍵 は 
秘め られ た 魔力 に よっ て 錠 を 開け る の だ 。 
入手 場所 ・ 方 法 用 途 ・ 効 果 


デス マウ ン テ ン の | 剣 の 間 の 鍵 を 開け 
宝箱 る 























四 回 回 困 回 自 


| 負 ( つ る ぎ ) | 


5 


戦士 た る ラ ト ク の 唯一 の 武器 は 、 鹿 で ある 。 今回 は その 点 を 考慮 し て 鹿 を 選ば な けれ ば な 
前 作 で は 、 わ ず か な が ら マ ジッ ク ・ ア イ テ ム ら な い 。 と に か く 最 強 の も の を 使え ば いい 、 
を 使用 する こと に よっ て 魔法 を 使う こと も で と いう わけ で は な い の だ 。 
きた が 、 今 回 は それ さえ も まっ た く な い 。 ひ また 、 装 備 に か ける 魔法 
た すら 、 剣 だ け で 戦い 抜か な けれ ば な ら な い 効果 が 半減 し て し まう の で 
の だ 。 

その か わり 新しく 使え を る よう に な っ た の が 、 
剣先 か ら エ ネル ギー 弾 を 発し て 敵 を 攻撃 する 
必殺 技 、 フ ォ ー ス ・ シ ョ ッ ト で ある 。 前作 の 
対 大 ポス 戦 で マス ター し た 技 の 延長 と いう こ 
と で 、 ラ トク は ほぼ 最初 か ら 使 え を る よう に な 
っ て いる 。 実際 問題 と し て 、 前 作 の 魔法 は 使 
い 道 が な か っ た の で 、 は る か に 戦い や すく な 
っ た と いえ る だ ろう 。 

だ だ し 、 全 の 種類 に よっ て 、 フォ ュ ズ ・ シ ニー デミ ピョン いこ ジマ ニン ンー 
ョ ッ ト の 威力 、 形 状 と も 異な っ て くる の で 、 と の 問 合 い が 取 れる の で 、 戦 いや すい の だ 


剣 に か ける 魔法 と その 効果 
サー ク 独 自 の 設定 か 、 装 備 に か ける 魔法 だ 。 魔法 居 で か け て くれ る 
が それ ぞ れ の アイ テム で 値段 が 違い 、 い いも の に か ける 魔法 は や は 
り 値段 が 高い 。 侯 の 場合 は 防具 に か ける も の ほど 重要 で は な いか が 、 
それ で も 魔法 の か か っ て いな い 状 態 で 使用 する の は 避け た 方 が いい 。 























倫 グ ラディ ウス 










PIE 







武器 屋 で 売っ て いる 中 で は 、 一 番 安 い 武 器 。 
両刃 の まっ すぐ な 剣 で 、 と て も 軽く 、 剣 に 
慣れ な い 者 に も 扱い 易く で き て いる 。 威力 
も 値段 相応 と いっ た 感じ で 不満 は な い が 、 
今 まで グレ ー ト ・ ソ ー ド を 使っ て いた ラ ト 
ク に は 少し 不安 か も し れ な い 。 


フォ ー ス ・ シ ョ ッ ト 


・ ぷ 


。 の 半井 補 プ さ mV 
ー さ ご は 開 一 計時 S さ て J 舎 











倫 フ ァ ル シオ ン ・ ソ ー ド 











片刃 で 幅 が 広く 、 刃 の 部 分 が 湾曲 し た 合 。 
円 月 刀 と も 呼ば れ て いる 。 グ ラディ ウス よ 
り も 重く 、 大 きい 剣 な の で 、 扱 い は 大 変 に 
な る 。 そ れ な り の レベ ル に 到達 し な いと 扱 
えな い の は 当然 だ が 、 大 いな る 破壊 力 は 大 
き な 手 助け に な っ て くれ る ぞ 。 





・ コ ー\ 


トド NougGITNO 
前 は 対 こさ HMS 人 
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購 図 上 コマ 












イギリス で は サー ベル 、 日 本 語 に すれ ば 騎 
士 刀 な ど と 言わ れ て いる 剣 で 、 多 く の 剣 二 
達 に 愛用 され 続け て いる 。 切れ味 が 圧 l 
鋭く 、 打 撃 に も 強く 折れ に くい 。 だ が 、 数 々 
の 利点 を 活か す に も 、 こ の 剣 の 重き に 耐え 
られ な けれ ば な ら な い の だ 。 


フォ ー ス ・ シ ョ ッ ト 





・ ヌ ー さ SS 


りさ よさ さよ 五 刻 千 き さ 一 加 舎 


衝 到 キー で mV 












| mm | gh500 11000 








ド ・ ソ ー ド 


その 名 の 通り 、 幅 の 広い 剣 で ある 。 大 きき 、 
重き と も に 通常 の レベ ル を 超越 し て いる だ 
け に 、 威 力 は 絶大 。 当 然 、 こ の 合 を 振り 回 
せる よう に な る に は 、 か な り の 鍛錬 が 必要 
に な る 。 な に し ろ 、 多 く の 戦 士 は この 剣 を 
両手 で 使っ て いる の だ か ら 。 


5 ジョ ヨット 


・ コ ツー さき NS 泊 の へ 財 草 S 計 人 











但 グ ク グレート ・ ソ ー ド 








フォ ー ス ・ シ ョ ッ ト 


3 年 前 、 ヾ ドゥ ー を 倒し た と き に 使っ た 、 
サー ク 史 上 最強 と いわ れる 剣 。 だ が 、 そ の 
間 酷 使 き され て いた た め に 、 何 も か も ひど く 
痛ん で し まっ て いる 。 も う 切 れ 味 も な に も 
な く な っ て いる の で 、 こ の まま 使い 続け る 
わけ に も いか な い だ ろ う 。 


v 


。 の 尾平 判 士 補 了 で ョ 
・ コ ー さ トコ て 五 革 評 さ 一 山 舎 











本 月 二 ク ・ ソ ー ド 





攻撃 力 | 価 格 放 | レ ベル 





3000 | 測定 不能 





戦 神 デ ュ ェ エ ル が 用 いて いた と いう 、 神 々 の 
遺産 の ひと つ 。 ジ ン ・ オ プ ・ サ ー ク ・ ソ ー 
ド と いう 精 早 に 支 を そら れ て いる 。 電 鳴 剣 と 
も いわ れる 剣 で 、 切 っ 先 か ら 飛 ぶ 和 軍 は すさ 
まじ い 破 壊 力 を 持っ て いる 。 こ れ を 手 に 入 
れる に は 、 剣 の カギ が 必要 だ 。 


フォ ー ス ・ シ ョ ッ ト 





千 全 


。wd 疾 「 で 
ー%・\ー さ NM」S 洲 性 nS 
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四 回 回 較 回 回 
畑 ( よ ろり 


身体 を 守る 防具 と し て 、 戦 士 に は な く て は それ か ら 、 鎧 に も 他 の 装備 同様 に 、 魔 法 を 
な ら な い 装 備 で ある 。 ほ と ん どの の * 街 に か ける の を 忘れ て は いけ な い 。 少 々 値段 は 上 
NEUIEY 今回 は 洞窟 の る が 、 防 御 力 が 段 計 い で ある 。 特 に 、 思 わ ぬ 
中 で 発見 し た りす る こと も ある 。 大 ダメ ー ジ を 受け て 即死 、 な ん て こと が ずい 
ルレ か SH ライ ン ナ ッ プ は 変わ ら ず 、 ぶん 減る は ず で ある 。 
ん で いる 。 し か し 、 事 情 が 















直 う の は 前 作 ご っ た プレ ー ト メイ ル で 、 9 
あれ か ら ず っ と 愛用 し て いた らし く 、 ほ ぼろ ぼ の 


ろ に な っ て いる 。 い くら 2 作 目 の シナ リオ だ 
か ら と いっ て 、 最 初 か ら 主 人 2 3 貫 、 強 力 
な 装備 を 持っ て いた の で は ゲー ム に な ら な い 
の で (ウィ ザー ドリ ィ じ ゃ な いん だ か ら 、 ね 
え )、 そ の あたり を 考 し た 設定 な の で あろ 
の に 24 ボ コル 出し て お け ば 、 
つか は また 着 ら れる 時 が くる の で 安心 し て 待 
っ て いよ う 。 























































硬い 上 肥 で で きた 鎧 。 軽 く て 動き や すい 
御 力 が ほとん ど な い 。 町 の 武器 屋 で 売っ て い 
る 物 は 、 ド ラゴン の 上 度 で で き て いる そう だ 。 
大 抵 の 戦士 は 鎧 の 下 に これ を 着 て いる の だ 。 


防御 力 | 価 格 魔法 価格 | レベ ル 
300 700 500 g5 





























リン グ ・ メ イル 
小さ な 金属 の リン グ を つなぎ 合わ せ て 作っ た 
鎧 。 町 で 売っ て いる 物 は 、 リ ング が 小さ く た 
詩 3 ちる 特製 の 鎧 な の だ 。 少 し 重 
い が 、 剣 に よる 攻撃 に は 断然 強い ぞ 。 


防御 力 | 価 格 | 魔法 価格 | レベ ル 
350 | 4300 4000 | g8 





























oy 


チェ イン ・ メ イル 


金属 の 糸 を 編み 上 げ て で きた 鎧 。 リ ング ・ メ 
イル より 重き は ある が 防御 力 は 5 
町 の 武器 屋 で 売っ て いる 物 は 、 特 殊 な 編み 方 
が し て ある の で 、 厚 く て 重い が 動き や すい 。 


防御 力 | 価 格 | 魔法 価格 | レベ ル 
600 14000 7500 dg 

































20 クーUD8 の 


皮 の 上 に 小さ な 金属 板 を 無数 に 張り 付け た 物 。 
外見 が ウロ コ を 付け た よう に 見 える と ころ か 

ら ス ケー ル ・ メ イル と 呼ば れ て いる が 、 ド ラ 

ゴン な どの 款 夫 な ウロ コ を 付け た 物 も ある 。 


防御 力 | 価 格 | 魔法 価格 | レベ ル 
750 | ge80O | 18000 | 37 
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全 邊 を 改 う こと の で きる 合 

る フル ・ プ レー ト の 一 利 
と は 比べ 物 に な ら な い 重 

て いる だ け に 防御 力 は 抜 洛 だ 

防御 力 | 価 格 | 魔法 価格 | レベ ル 
lO00 | 830m0 | gg | 43 


R の 鎧 。 い わ ゆ 
ろう 。 含 まで の 鎧 
『、 全 身 を 守っ 





























サー ク 史 上 最強 と いわ れる 鎧 。 3 年 前 「 炎 の 
こい れ た 物 だ が 、 3 年 間 の 過酷 な 戦 
いで 相当 傷つい て いる 。 あ ちこ ち に ヒビ や 深 
い 傷 が あり 、 防 御 力も すっ か り 奏 え て いる 。 
防御 力 | 価 格 | 魔法 価格 | レベ ル 

1800 | 測定 不能 | 測定 不能 | 証 補 





電 」、 イ 
ff 






































慎 ( た て ) 


サー ク で は 、 盾 の 役割 が 思い の ほか 大 きい 。 
つま り 、 盾 ひと つ で 得 ら れる 防御 力 が 非常 に 
大 き な 数 値 に な る の で ある 。 そ の 分 、 値 段 も 
ト 分 に 高く な っ て し まう の だ が 、「 盾 は 後 で い 
いや 」 な ん て 思っ て いる と 痛い 目 に 会 う 。 新 
し い エ リア に 入っ た 時 な ど 、 バ ラン ス 的 に 苦 
し く な る 局面 も 決し て 少な く な い の で 、 持 っ 
て いる だ け の 人 金額 で 買え を る も の は どん どん 買 
っ て いっ て し まっ た 方 が いい よう だ 。 

ライ ン ア ッ プ は 、 基 本 的 に 前 作 と 同じ 。 前 
買っ た や つ は いっ た い ど うし た ん だ 、 と 
言い た くも な る が 、 鎧 同様 に 、 そ れ を 言っ て 
し まっ て は ゲー ム に な ら な い 。 納 得 い か な い 
な ら 自 分 で 理由 で も 考え て みよ う 。 ち な み に 、 
ナイ ツ ・ シ ー ル ド は 、 や は り 修理 に 出す こと 
に な る 。 














と いう 





し か ら 、 魔 法 は 必ず か け て お く 、 

も 他 の 装備 と 同様 。 飛び道具 で 攻撃 し 

て くる 敵 の 多い 今回 の シナ リオ で は 、 盾 の 防 

御 力 は 、 特 に 重要 に な っ て くる 。 魔法 と あわ 
て いく ら 、 と 考え よう 。 


: 








合 ず ら り と 並ん だ 盾 の 数 々 。 剣 と 違っ て 単純 に 効果 の 
高い も の を 使っ て いれ ば いい の だ 





小型 で 軽く 、 扱 いや すい 盾 。 値 段 も 安い 。 た 
だ し 、 防 御 範囲 が 小さ いこ と は も ちろ ん 、 耐 
久 力 も あま りな い 。 こ まめ に 修理 を する こと 
が 必要 に な る か も し れ な い 。 


防御 力 | 価 格 | 魔法 価格 | レベ ル 
300 | BOO | BOO | 5 
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スモ ー ル ・ シ ー ル ド よ り も 少し 大 きい 、 志 い 牛 。 
角 が な い の で 、 相 隆 の 合 を どこ で 受け て も 確 
実に 避け られ る 。 ある の で 少し 重たい 
が 、 そ れ だ け 芝 内 に で き て いる と いう こと だ 。 


防御 力 | 価 格 | 魔法 価格 | レベ ル 
400 3900 4000 g9 



































その 名 の 通り 、 大 きい シー ルド 。 形 は スモ ー 
ル ・ シ ー ル ド と 同じ で 、 厚 み は ラ ウン ド ・ シ 
ー ル ド よ りや や 厚め 。 大 き さ は 、 首 か ら 腰 の 
あたり まで を 覆う こと が で きる くら い 。 


防御 力 | 価 格 | 府 法 価格 | レベ ル 
500 | lgsm | 750m | sg 


























2 の 4 ジー ルド 


細長 い 、 塔 の よう な 形 を し た シー ルド だ か ら 、 
タワ ー・ シ ー ル ド 。 幅 は ラー ジ ・ シ ー ル ド よ り 

わずか に 小さ い が 、 身 を 屈 め れ ば 全身 を 盾 で 
隠す こと も で きる 。 さ す が に 重き は 相当 ある 。 


防御 力 | 価 格 | 魔法 価格 | レベ ル 
80O | 18300 | 1800O | 88 


シル バー・ シ ー ル ド 
銀 の 合板 を 使っ て 造っ た 盾 で 、 と て も 夫 夫 で 
防御 力も 高い b。 だ が 、 そ の 重き さ は 常人 の 手 に 
余る 程 で 、 こ の 盾 を 自在 に 使い こなす に は 、 
相当 の レベ ル を 必要 と する 。 
防御 力 | 価 格 | 魔法 価格 | レベ ル 
1000 | ges0o | gg00O | 4 


mM 
テ 
ム 
鑑 









































ナイ ツ ・ シ ー ル ド 


サー ク 史 上 最強 と いわ れる 盾 。 3 年 前 ネム 
え の 町 で た また ま 売 り に 出 て いた 物 を 手 に い 
67SS 








防御 力 | 価 格 | 魔法 価格 | レベ ル 
1B00 | 測定 不能 | 測定 不能 | 測位 
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Xak 
プレ イン グ ・ ガ イド 


HPG に は 、 攻 略 ガ イド が つき も の 。 マ ッ プ に 
イベ ント 、 ア イ テ ム の 入手 等 、 必 要 な 情報 は 
数 多い 。 XakI の 場合 、 ア クシ ョ ン 要 素 も 強 
いた め 、 イ ベン ト の 進行 は 比較 的 一 本 道 に 近 
く 、 ま た 、 謎 も そう 難し いも の は な い 。 そ れ 
で も つま っ て し まう こと は ある だ ろう 。 スト 
ー リ ー も アク ショ ン も 存 分 に 楽し みた いか ら 
こそ 、 こ こ て で 大 筋 を つか ん で ほし い 。 





プレ イン グ ・ ガ イド の 使い 万 


デー タ 的 な 要素 は ほか の 項目 で まとめ て いる の で 、 こ こ で は スト ー リ ー を 追い 
な が ら イ ベン ト の 解説 を し て いく こと に する 。 悩 ん だ 時 に その 項目 を 探し て 調 





べ る こと も 可能 だ が 、 
まき 
うし て も 前 後 す る こと が ある の で 、 


レト ベン の ピュ ふ の ジ ャ ペン ペンペン ト の ペ ンーo ペ トー ジュー ペー 


エリ は 舌 つ 


ここ で は 、 ゲ ダー ム 全 体 を エリア に よっ て 区 
切っ て いる 。 そ し て 、 こ の 分 類 が その まま ゲ 
ー ム 進行 に 対応 し て いる の で 、 こ れ を 章 立 て 
CGI57eS 1 ワ の 町 を 中 心 と 2 イ 
ー ル ド 上 に 展開 する 、 森 の エリ ア 。 次 に 、 鉱 
0 ジョ We し た 結 唱 の 谷 の エリ 

。 そ し て ダン ジョ ン に 終始 する カウ リャ ン 
全 。 船上 を 舞台 と し た テレ ス の 海 
その 後 、 封 印 の 神殿 と 、 シ ュー ティ ング ステ 
ー ジ は 、 ふ た つ あ わせ て ひと つの エリ ア と し 
た 。 同じ エ リア に 戻っ て 展開 する よう な イベ 
ント は な い の で 、 た ぶん 混乱 する よう な 本 
は な い だ ろ う 。 





く 。 


マッ プ に つい て 
に 衝 ド と ダン ジョ ン を 』 
と が で き な い の が 、Xak シ リー ズ の 特徴 だ 。 
12、 その エリ ア で 移動 する 範 陣 を マッ 
プ 化 し て いく 。 当 然 、 攻 略 要素 の 強い ダン ジ 
ョ ン の ほう を 重点 的 に 解読 し て いる の で 、 マ 
ッ プ 攻略 に 役立て て ほし い 。 
また 、 シ ュー ティ ング ステ ー ジ な ど 、 
上 位置 を 把握 する 必 
あえ て マッ プ 化 し て いな い 。 し か し 、 い ずれ 
に し て も 、 マ ッ プ は 攻略 の 助け で し か な い 。 
最初 か ら 頼 ろう う と は せ ず 、 あ くま で 困っ た と 
き の 味 方 と し て 利用 する の が 理想 だ 。 

















攻略 





イベ ント と それ に 関係 する マッ プ の 位置 は 、 
その 点 は ご 容赦 願い た い 。 


要 が な いも の に つい て は 、 


で きれ ば ざっ と 読ん で 流れ を つか むように し て ほし い 。 


クリ アー 手順 の 関係 上 、 ど 


ント の ント ペン ペンペン ネン ペン ャ ペン ゃ ペペ ンーo\ ン ゃ ペン ペン の 


その 他 の 注意 点 


ント の ンー の ント ー ペ スペ レム ペン ハン トン くつ ピュ の ン の 
アイ テム 、 スタ ー 等 に つい て は 、 文 中 
に 注釈 な く 登 場 さ せ て いる 場合 が 多い 。 こ れ 
ら の 具体 的 な デー タ に つい て は 、 そ れ ぞ れ の 
項目 を 参照 し て ほし い 。 特 に モン スタ ー に 関 
し て は 、 プ レイ ング ・ ガ イド と 同様 な エリ ア 
分 け に よっ て 分 類 し て いる の で 、 ぞ れ を 
照合 し な が ら 攻 略 に 役立て る こと が で きる は 





ず で ある 。 

それ ぞ れ の エリ ア の 扉 に は 、 ご く 簡 単に ま 
と め た その エリ ア の 概要 が 書か れ て いる 
れ は 、 内 容 1 する 際 の ガイ ド と し て !) 






し た も の だ 。 流れ を 見 る で け で あれ ば 、 
だ け を 見 て も な ん と か わか る だ ろう 。 





AREA1 
| 森 の エリ ア 


XakII の シナ リオ は 、 い き な り 森 の 中 か ら 始 まる 。 最初 の エリ ア は 、 こ こ か 
ら も う 始 まっ て いる の だ 。 感覚 的 に は いち ば ん 長い エリ ア で 、 内 容 の バリ エ 
ーション も 豊か 。 町 あり 、 フ ィ ー ル ド あ り 、 ダ ンジ ョ ン あ り 、 そ の 他 あ り の 
ぜいたく な エリ ア だ 。 も ちろ ん その ぶん イベ ント も 多い し 、 ス トー リー 性 も 


豊か だ 


こと も で きる だ ろう 。 


エリ ア の 特徴 


この エリ ア に は 、 ぎ ざっ と わけ て も 6 つの 和 舞 
馴 が ある 。 ポ ロー ズ の 森 、 パ ヌ ワ の 町 、 聖 な 
る 巨木 か ら 天 空 の 橋 、 彼 方 の 森 、 宝 物 庫 の 洞 
窟 、 ボ グレ ウス の 洞窟 、 2 これ ら の 場 
所 の 設定 も さま ざま で 、 ご く 普 通 の フィ ー ル 
ド か ら 、 ダ ンジ ョ ン 、 町 は も ちろ ん の こと 、 
橋 の シー ン な ど ひ じょう に 個 任 的 だ 。 そ うい 
う 意味 で は ひと つの エリ ア と いう に は あま り 
に 広い が 、 ス トー リー 的 に は ここ まで で ひと 
区 切り な の で ある 。 最 初 の エリ ア な の で 、 ひ 
2 0 作 1ZA16202 好都合 な 
に 浴 っ て 自然 に 








時 ララ ーー 
スタ ー ト 直後 は ひたすら レベ ル ア ッ プ に 励 
むこ と に な る の で 、 敵 モン スタ ー も それ に ふ 
さわ し い 暗 いや つら が 揃っ て いる 。 し か し 、 
レベ ル が 上 が る ご と に 経験 値 秋 ぎ の 対象 モン 
スタ ー を 変え て いか な けれ ば な ら な い の で 、 
敵 も それ な り に パワ ー ア ッ プ は し て くる 。 ス 
ライ ム の た ぐい で も 飛び を 使う や つが 出 
て くる が 、 ま だ まだ 可愛 いも の 。 黄 れる に は 
足り な い 。 こ の あたり で は 、 足 場 の 悪い 橋 の 
うえ で の ハー ビー の 攻撃 が 少々 危険 で ある 。 





だ 。 最初 と いう こと も あっ て か 、 


の ん びり で きる 楽し い エ リア だ と いう 


注意 し な けれ ば な ら な い の は 、 洞 窟 に 出現 
する モン スタ ー た ち 。 フ ロッ グ G の 大 群 な ど 、 
レベ ル が 十分 で な いと あっ さり 殺さ れ て し ま 
う 危 険 も ある 。 さ ら に 、 ク ライ マッ クス の ボ 
グレ ウス の 洞窟 まで いく と 、 か な り 強 い モ ン 
スタ ー も 出 て くる 。 こ いつ ら に 余裕 で 勝て る 
よう に な っ て か ら ボ グレ ウス と 戦 お う 。 
イベ ント 

この エリ ア は 、 と に か く イ ベン ト が 多い 。 
オー プ ニ ン グ か らし て 、 す で に イベ ント で あ 
る 。 シャナ と の 出会い か ら 物語 は 始ま り 、 ノ 
ヌ ワ の 町 で 、 目 的 を 与え られ る 。 後 は 、 シ ャ 
ナラ ム の 鏡 な ど 、 必 要 な アイ テム を 探し 、 新 

た な 道 を 切り 開い て いく 。 ホ ー ン や リュ ー ン 
と の 出会い も 、 重 要 な イベ ント だ 。 

幅 な る 巨木 か ら 役 方 の 森 に 抜け て か ら は 、 
戦い が 中 心 に な っ て いく 。 そ れ で も 、 魔 導 に 
関す る イベ ント 、 サ イ テ ン の 人 形 な ど 小 に 
イベ ント が 続き 、 ふ た り の ボス を 倒す と 、 

り 姫 ミュ ー ン を 発見 する この エリ RW 
ベン ト に 至る 。 

イベ ント 消化 、 ア イ テ ム 入手 の 過程 で 、 ッ 
ヌ ワ の 町 へ は 幾度 と な く 戻 ら な けれ ば な ら な 
い だ ろ う 。 特 に 魔 導 書 入手 の イベ ント は ヘタ 
を する と ハマ る の で 、 必 ず 一 度 町 に 戻る よう 
に し た いも の だ 。 





ボロ ー ス の 森 











① 北 の 洞窟 

@ 森 の 家 

@ 旅 芸人 達 

⑨④ バ ヌ ワ の 町 へ 
シャ ナ の 縛ら れ て いた 木 
スタ ー ト 地点 

⑦ リ ュー ン と の 再会 
@ 聖 な る 巨木 





702 


シャ ナ と の 出会い 


ポロ ー ズ の 森 を さま よう ラ ト ク と ピク シー。 
どう や ら こ の 森 に は 結界 が 張ら れ て いる らし 
い 。 そ の 時 、 出 口 を 探し て いた ピク シー が 何 
や ら 見 つけ た よう だ 。 急 いで 駆け つけ て みる 
と 、 木 に 女の子 が 縛り つけ られ て いた 。 役 女 
の 名 は シャ ナ 。 た いそ う 無 愛想 だ が 、 助 け て 
くれ た お 礼 に 、 町 まで 案内 を し て くれ る 。 


パ ミ ヌ ワ の 町 
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① 道 具 屋 


町 長 の 家 
② 魔 法 屋 
5 教会 

@ 武 器 屋 
② 酒 場 





病院 へ 


気 夫 に 振る 舞っ て は いる が 、 シ ャ ナ は 怪我 
を し て いる よう だ 。 助け つい で に 病院 まで 送 
る こと に し た 。 し か し 医者 は 留守 中 で 、 い た 
の は 看護 婦 の み 。 シ ャ ナ の こと を 知っ て いる 
よう な の で 、 シ ャ ナ を あず け 、 医 者 を 訪ね て 
酒場 へ 。 つ いで に 町 の 人 々 に 父 の 消息 を 開い 
iG み る こと に し だ 。 





町 の 人 々 牧師 の 依頼 | 


酒場 を 訪ね る と 、 看 護 婦 の 言っ て いた と お 
り 、 医 者 の バス パ が 飲ん だ くれ て いた 。 さ っ 
そく 自己 紹介 を し て 、 父 ドル ク に つい て 開い 
て みる と 、 バ スパ は 昔 ド ルク と 共に 城 で 働い 


で いた と いう 。 し か し 、 先 の 国王 が く な り 、 


城 を 出 て か ら は 会 っ て いな いそ うだ 。 だ が 、 
ここ で が っ か りす る の は まだ 早い 。 バ スパ は 
最後 に 武器 屋 の ジー ク な ら 何 か 知っ て いる か 
も し れ な いと 教え て くれ た 。 さ っ そく 武器 屋 
へ 駆け 込ん で みる と 、 人 懐 っ こい お や じ が 話 
か け て きた 。 彼 が 武器 屋 の ジー ク だ 。 役 は ラ 
トク の 身 に つけ て いる 装備 が くたびれ て いる 
の を 見 る と 、 う ち に 預け て くれ た ら タ ダ で 打 
ち 直 し て や る と 持ち か け て くる 。 そ こ で 思い 
切っ て 預け る と 、 店 で 一 番 安い 装備 一 式 を プ 
レ ゼ ント し て くれ た 。 と りあ え ず これ で 装備 
は 整っ た 。 し か し 、 思 い 出し た よう に ラ ト ク 
が 父 ドル ク の こと を 訪ね る と 、「 知 らん 」 と 言 
っ た まま 日 を 重く 閉ざし て し まっ た 。 そ れ ど 
ころ か 、 い まま で あん な に 愛想 が よかっ た の 
に 突然 ぶっ きら ぼう に な っ て し まっ た 。 い っ 
た いこ れ は どう し た こと だ ろう 。 こ れ 以 上 話 
は 開け そう も な い の で 、 と りあ え ず 他 の 家 を 
あたっ て みる こと に し よう 。 


町 の 人 々 は どう や ら 父 の 消息 に つい て は 何 
も 知ら な いよ うだ 。 そ れ に 、 森 の 種族 シャ ナ 
に あま り い い 感 情 を 抱い て いな いら し い 。 森 
の 娘 を 連れ て きた 、 と 人 々 の 目 は 厳 し い 。 シ 
ャ ナ の 警戒 心 が 異常 に 強い の は 、 こ うい っ た 
町 の 人 々 の せい な の で は な い だ ろ うか 。 ま た 、 
町 の 人 々 は 何やら 隠し て いる 様子 が 伺え る 。 

^ あ の 方 " の 存在 だ 。 道 具 屋 の 娘 な ど は あか 
ら さ まで 、 つ っ こん で 聞く と 全く 別 の 話題 に 
転換 し て し まう 。 い っ た いこ の 町 を 守っ て い 
る と いう “あの 方 ” と は 誰 な の だ ろう 。 さ 
て 、 疑 問 は 残る が と りあ え ず 町 長 の 家 に 行っ 
て みよ う 。 町長 は どう や ら 問 題 を か か えて い 
る よう だ 。 ラ トク を 見 る と 、 教 会 に 行っ て と 
りあ え ず 牧師 の 願い を 聞い て くれ と 言う 。 す 
ぐに 教会 へ 行こ う 。 牧 師 の 話 に よる と 、 ポ ロ 
ー ズ の 森 に は 魔物 が 巣 く っ て お り 、 そ の こと 
に 相当 頭 を 悩ま せ て いる よう だ 。 ぜ ひ 魔 物 を 
退治 し て くれ と 頼ま れる 。 牧師 様 の 言う こと 
は 断れ な い 。 こ こ は ひ と つ 引 き 受 ける と し よ 
う 。 こ れ が ラ ト ク の 最初 の クエ スト だ 。 出発 
する 前 に 、 一 度 病院 で シャ ナ に 会 っ て いく こ 
と に し よう 。 森 に つい て 何 か 知 っ て いる か も 
し れ な い 。 
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森 の 導き 


病院 ヘ へ シャ ナ を 見 舞い に 行く と 、 す こし 回 
復 し て いた 。 ラ トク は 牧師 に 頼ま れ て 、 森 の 
魔物 を 退治 し に 行く こと を 話し た 。 突 然 怒 リ 
だ す シ ャ ナ 。 森 の こと は 森 の 民 で ある 彼女 に 
まかせ ろ と いう の だ 。 だ が 、 い くら 気 が 強 く 
て も 怪我 を し た 女の子 。 彼 女 に 行か する わけ 
に は いか な い 。 し っ か り 養 生 し ろ と いう ラ ト 
ク の 言葉 に シャ ナ は 折れ 、 か わり に タウ トッ 
ー ク の 像 を 手渡 し て くれ た 。 こ れ は 訓 く か ら 
森 の 民 タ ウト ゥ ー ク に 伝わる も の で 、 こ れ を 
持っ て いれ ば 森 の 木 の 拓 導い て くれ る の 
だ そう だ 。 こ れ か ら 森 を 探索 し よう と いう ラ 
トク に と っ て 、 こ れ ほ どう れ し い も の は な い 。 
準備 が 整っ た ら さ っ そく 森 へ 出発 だ 。 ポロ 
ー ズ の 森 に 入る と 、 ど こ か ら と も な く 声 が 凍 
こえ て きた 。 森 の 木 の 精 報 が 導い て くれ た の 
だ 。 き っ そく タウ トゥーク の 像 を か ざす と 樹 
本 が さっ と わか れ 、 今 まで な か っ た は ず の 道 
が あら われ た 。 こ れ で 森 の 奥 へ 入る こと が で 
きる 。 
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森 の 家 | 


ラ ト ク が 森 の 導く まま に 進ん で 行く と 、 や 
が て 一 本 の 大 き な 木 に ぶつ か っ た 。 シ ャ ナ の 
縛ら れ て いた 木 よ り も ずっ と 大 き な 巨木 だ 。 


その 木 に は は し ご が か けら れ て いて 、 上 る こ 
と が で きる よう に な っ て いる 。 上 っ て みる と 


そこ は 家 に な っ て いた 。 こ こ は 森 の 家 と 呼ば 
れる と ころ な の だ 。 し か し 、 人 の 気 明 は 全く 
し な い 。 ド ア を た た き 、 家 の 中 を の ぞい て み 
た 。 そ の 時 、 ど こ か ら か 老 洪 の 声 が 聞こ えて 
きた 。 声 の 主 を 探し て みる が 、 ま る で 見 あ た 
ら な い 。 そ の 声 は ラ ト ク が 米 る の を 待っ て い 
た の だ と いう 。 な ぜ 、 そ し て いっ た い 誰 な の 
か 。 声 は その 問い に は 答え ず 、 ラ トク に 北 の 
洞窟 に 行っ て 、 鏡 を 取っ て くる よう に と 言っ 
た 。 そ の 鏡 は 、 こ の 森 の 民 の 王 で あっ た シャ 
ナラ ム の 鏡 な の だ そう だ 。 ど う や ら そ の 鏡 を 
取っ て こ な く て は 先 へ は 進め な さそ うだ 。 早 
く 取 っ て くる の だ 、 と いう 老 湊 の 声 を 背 に 、 
ラ ト ク は 森 の 家 を あと に する こと に し た 。 さ 
あ 、 次 は 北 の 洞窟 だ 。 
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森 の 奥 へ 


天空 の 橋 を 渡り きり 、 聖 な る 巨木 


じ よ 


司 


と [ 
うな 巨 本 を 降り れ ば 、 そ こ は も う 彼 方 の 森 だ 。 


典 に 目指 す 魔 物 が いる の だ ろう か 。 


この 森 の 
襲っ て く 


モン スタ ー も 今 ま で と は 違っ て 、 


る 


な い 


森 は そう 広く は 
の で 、 和 早く 魔物 を 見 つけ だ し た いも の だ 。 


確実 に 強く な っ て いる 。 





























① 天 空 の 橋 へ 
@ 宝 物 庫 の 洞窟 


③ ボ グレ ウス の 洞窟 








oO 


宝物 庫 の 洞窟 








蛇 の 鍵 と 蛇 の リ ング 


彼方 の 森 は そう 広く は な い 。 巨 詐 り た 
ら ま っ すぐ 北 へ 進め ば 自然 と 森 の 興 へ 行く こ 
と が で きる 。 途 中 出くわす モン スタ ー は この 
際 構わ ず に ほっ て お く の が 妥当 だ ろう 。 ヒ ッ 
ト ポ イ ント は 温存 し て お か な いと 、 あ と で 困 
っ た こと に な る か も し れ な い 。 
森 の 興 で ラ ト ク は ふた つの 洞窟 を 












































こと が で きた 。 そ の う ち 森 の 西側 に ある の が 
この 宝物 庫 の 洞窟 だ 。 こ の 洞窟 は “宝物 庫 ? 
と 言わ れる だ あっ て 、 宝 箱 が 山 ほ ど あ る 。 し 
か し 、 洞 窟 の 中 を 歩き まわ っ て も 扉 に 鍵 が か 
か っ て いて あけ る こと が で き な い 。 こ の 向 こ 
うに は 宝箱 が 眠っ て いる と いう の に ・・・。 
最初 に この : っ た 時 に は 変 な 男 の 辻 か 
ら ア イ テ ム を も ら え る だ け だ 。 こ 
こ は 涙 を の ん で 、 い っ た ん 出る と 
し よう 。 も し か し て と な り の 油 窒 
に 何 か あ る か も し れ な い 。 と りあ 
え ず 森 の 東 に ある 洞窟 に 入っ て み 
入っ て すぐ に 東 の 方 へ 進ん 
}『 く と 何やら ヒ ソ ヒ ソ と 話し 声 
が 半 こ えて くる 。 声 の する 部 屋 
入っ て みる と 、 な ん と ベッ ド が 瀬 
いて ある で は な いか 。 洞窟 に は そ 
ぐ わ な い 、 ち ょ っ と 怪し い 紛 上 半 気 
だ 。 ピ クシ ー に ベッ ド の 下 を 調べ 
る よう に 言っ て も 相手 に し て くれ 
な い の で 、 な つか し の ラビ ー に 頼 
ん で 調べ て も ら お う 。 す る と 蛇 の 
鍵 が 落ち て いる 。 

































① 魔 導 書 上 巻 
@ 蛇 の リン グ 
トラップ 

②③ 入 り 口 
アマ ドゥ ク の 塚 
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シャ ナラ ム の 鏡 再び 森 の 家 へ | 


森 の 家 を で て 、 北 の 洞窟 へ 意気 揚々 と 歩い 
て いく と 、 突 然 結界 が 六 ら れ て 攻撃 が で き な 
く な っ た 。 敬 いて 、 よ く あ た り を 見 まわ し て 
みる と 、 人 が 数 人 木 の 陰 に か た まっ て いる 。 
彼ら は 旅 の 芸人 達 で 、 結 界 の 娠 られ て いる こ 
の 森 か ら 出 ら れ な く な っ て 困っ て いた の だ 。 
突然 の 結界 は 、 彼 ら の うち の ひと り 、 吟 遊 詩 
人 の ホー ン が モン スタ ー よ け に 張っ て いた も 
の だ っ た 。 ホ ー ン は 町 へ の 道 を 尋ね て くる 。 
そこ で ラ ト ク が タウ トッ ゥ ー ク の 像 の こと を 話 
す と 、 そ れ を ゆず っ て ほし いと 持ち か け て き 
た 。 こ の 像 が な けれ ば ラ ト ク は 町 へ 帰る こと 
が で き な い 。 だ が 、 こ こ は 人 助け を 優先 し て 
ゆず っ て あげ る こと に し よう 。 ホ ー ン は お 礼 
に が ガントレット を くれ る 。 

さあ 、 こ れ で 引き 返す こと は で き な く な っ 
た 。 北 の 洞窟 へ 向け て 、 再 出発 だ 。 こ の 洞窟 
は ひと つの 大 き な ほ ら 穴 に な っ て いる 。 そ し 
て 興 に は めざす 鏡 の 入っ た 宝箱 が 。 ラ トク は 
さ 室 箱 に 手 を か けた 。 す る と 、 ど こ か 
ら と も な く 声 が 閉 こ えて きた 。 こ の 宝箱 を 守 

も の だ 。 そ し て 声 が 消え る と 同時 に G・ ト 
ー ド の 集団 が 艦 っ て きた 。 さ っ さと 倒し て 、 
シャ ナラ ム の 鏡 を 手 に 入れ る の だ 。 
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どう や ら 無 事 に シャ ナラ ム の 鏡 を 手 に 入れ 
と が が で きだ よう 78。 それ な がら お 2 まま ニル 
こ は 無用 だ 。 タウ トゥ ー ク の 像 
が な い の で 、 町 に 帰る こと は で き な い 。 そ う 
な れ は ば 行く 場所 は ひと つ 。 あ の 老婆 の 声 の す 
る 森 の 家 だ 。 そ うい えば 、 鏡 を 手 に し た ら ま 
た くる よう に と 言っ て いた ん だ 。 す ぐに 戻ら 
な けれ ば 。 ラ トク が ふた た び 森 の 家 へ や っ て 
くる と 、 誰 も いな か っ た は ず の 家 の 中 に 人 影 
が 。 な ん と そこ に は シャ ナ の 次 が あっ た 。 こ 
の 森 の 家 は シャ ナ の 家 だ っ た の だ 。 シ ャ ナ は 
も う 怪 我 は すっ か り 大 光夫 だ と いっ て いる が 、 
町 を 抜け 出し て きた よう だ 。 そ の 時 、 再 会 の 
あい さ つ も つか の 間 、 ま た あの 老婆 の 声 が し 
iG き だ 名 じ で 谷 2 と 92 ラド の 9 
し ろか ら は シャ ナ の 叫び 声 が し た 。 ど う や ら 
この 声 の 主 は シャ ナ の 死ん だ お ば あさ ん で あ 
る らし い 。 し きり に 呼び か ける シャ ナ 。 だ が 
や は り 姿 は 見 あたら な い 。 声 は 淡々 と ラ ト ク 
に 向かっ て 話し 続け た 。 巨 木 に か か る 天空 

を 渡っ て 、 彼 方 の 森 を 目指 せ 。 シ ャ ナ は ま 
だ 動 科 の 色 を 見 せ て いる 。 ど う や ら こ の シャ 
ナラ ム の 鏡 は 天空 の 橋 を 渡る の に 必要 に な る 
らし い 。 






















































聖なる 巨木 大 空 の 橋 | 


森 の 家 の 声 ニシ ャ ナ の お ば あさ ん の 声 に 言 リュ ー ン は 再会 の あい さ に (に 


軸 





も そこ そ 
われ た と お り 、 ラ トク は 天空 の 橋 を 渡っ て 彼 "お まえ に 関わ る と ロク な こと が な いと 、 さ っ 
方 の 森 を 目指 すこ と に し た 。 シ ャ ナ か ら 再 び さと 行っ て し まっ た 。 あ っ け に と られ て こん 


タウ トゥーク の 像 を も ら っ た の で 、 こ れ で 町 な と こ EN な い 。 気 
に も 帰る こと が で きる 。 天空 の 橋 へ 出発 する を 取り 直し て 聖なる 巨木 に 芝 つ い の RY うら 
前 に し っ か り と 準備 そし て いく こと を 忘れ ず シャ ナラ ム の 鏡 き さえ 持っ て いれ ば 、 こ の 巨木 
に 。 町 の 人 々 の 噂 で は 、 天 空 の 橋 は ボロ ー ズ の に 上 る こと が で きる 。 リ ュー ン の 上 っ て 行く 
林 に ある 聖なる 巨 本 か ら か か っ て いる らし い 。 姿 が 見 えた 。 彼 が 何 を 日 指し て いる の か は わ 
そし て その 巨木 の ある と ころ へ は 、 ま た 森 の か ら な い が 、 還 急い で 上 る と し よう 。 
木 の 精 霊 が 導い て くれ る 。 ポ ロー ズ の 森 に ま 上 っ て みる と 、 な る ほど 橋 が か か っ て いる 。 
た 、 新 た な 道 が 開か れ た 。 今 度 は 南 へ 向け て 。 これ が 天空 の 橋 な の と ころ どこ ろ 容 の あ 

新た に 開か れ た ボロ ー ズ の 森 を 探索 し つつ いた ぼろ ほぼ ろ の 古ぼけ た 橋 だ 。 気 を つけ て 行 
抜け て 行く と 、 ど う や ら や っ と 巨木 が 見 えて か な いと 下 に 落ち て し まう こと に な る 。 こ こ 
きた 。 喜び いさ ん で 近づい て いく と 、 何 や ら から 落ち た ら 助かる こと は まず な い だ ろ う 。 
見 た 覚え の ある NB ライ ム に 上 盟 ま し か も 空 か ら は ハー ビー の 攻撃 だ 。 空 を 飛ん 
れ て いる 。 思 わ ず 立 ち 止 まる と 、 人 彼 は 魔法 で で いる た め 、 こ ちら も ジャ ンプ し な けれ ば 攻 
すべ て の スラ イム を 葬り 、 こ ちら へ 近づい て 繋 す る こと は で き な い 。 橋 の 穴 と ハー ビー の 
きた 。 な ん と あの リュ ー ン で は な いか 。 ま さ 攻撃 を うま く か わし 、 天 空 の 橋 を 渡り 2 
か こん な と ころ て 出会う と は 。 か れ は シャ ナ 向かい に そびえ る 巨木 に た どり つけ ば 、 そ 



































ラム の 秘 室 と や ら を 探し て いる らし い 。 は 目指 す 卓 的 の 地 、 彼 方 の 森 だ 。 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

) ヒー 還 て ゃ 

@⑯ リ ユー ン こ の 再会 9 

は で 

前 作 の サー ク を プレ イ し た 人 に は お な じみ も 3 

の リュ ー ン ・ グ リー ド 。 役 は 3 年 前 の バド ゥ 肖 

一 襲来 の 時 、 果 敢 に も サラ マン ダー に 挑み 、 還 則 

無念 に も 倒れ た 放浪 の 戦士 だ 。 最終 的 に は ラ 





トク に グレ ー ト ・ ソ ー ド を ゆず り 、 自 分 は 身 


を 引く と いう 形 に な っ て し まっ た 。 ラ トク に 4 

は 何かと 挑戦 的 な 態度 を と っ て いた が 、 そ れ 閲 人 

以来 ラテ ト ク と は あま り 関 わり を 持ち た く な い < ま 

よう だ 。 彼 は シャ ナラ ム の 秘宝 を 探し て いる ミ 

と いっ て 天空 の 橋 を 渡っ て 行っ た が 、 2 守 和 和 了 か きま おう 4 お | 
ラム と いえ ば ラ ト ク の 持っ て いる 鏡 も そう だ 。 の K く ン ン 2 | 
また 何 か 関わ り を 持っ て くる の だ ろう か 。 活 Jofo ま 75": 














7Co 


ボ グ レ ウス の 洞窟 








森 の 魔物 と の 対決 ! 


宝物 庫 の 洞窟 で 
テム と 、 ち ょ っ と 怪し い i を 見 
つけ た だ け だ っ た 。 こ れ 以 上 この 洞窟 で は 何 
か を 見 つけ る こと は で き な い だ ろう 。 ど う や 
ら 宝 物 庫 の 洞窟 は 本 当 に 室 を 隠し て ある だ け 
の 洞窟 らち し い 。 ラ トク は あき ら め て 、 も う ひ 
と つの 洞窟 を 調べ て みる こと に し た 。 









さて 、 こ こま で 調べ て みて まだ 目指 す 魔 物 
は 見 つか ら な い 。 あ と 調べ 残し て いる の は 、 


ここ の 洞窟 だ け だ 。 た ぶん ここ が 本 命 だ ろう 。 










覚 語 を 決め た ら さ っ そく 潜っ て みる こと に し 


よう 。 こ の 洞窟 は 、 前 に きた と き に 入っ た べ 
ッ ド の ある 部 屋 以外 は ほぼ 一 本 道 に な っ て い 
る 。 そ し て その 道 に は 宝物 庫 の 洞 診 に あっ た 
の と 同じ し 、 つ らら の 落ち て くる ト 
ラッ プ が 仕掛 けら れ て いる 。 こ こ 
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で まだ 、 つ らら に あたっ て 死ん で 
し まう よう な レベ ル だ っ た ら 、 先 
に 進む の は 少々 厳し いか も し れ な 
い 。 な に し ろ こ の 一 本 道 は 前 の 洞 
窟 に くら べ 、 長 く な っ て いる の だ 
それ に 、 骨 っ て くる モン スタ ー も 
強い 。 は や る 気持 ち を お さえ 、 こ 
こ は 慎 重 に 進ん だ ほう が いい だ ろ 
う 。 も し まだ レベ ル が 足り な いと 
思っ た ら 、 戦 っ て し ベル を 上 上 げ 、 
バ ヌ ワ の 町 まで いっ た ん 戻 り 、 装 
備 を 整え て くる の も いい か も し れ 
な い 。 








① 斎 天 の 人 形 

@⑧@ ト ラッ プ 

③ ボ グレ ウス の 部 屋 へ 
②④② ビ グレ ウス の 部 屋 
5 入り 口 

@ 蛇 の 鍵 














必 ダ レウス 


行く 手 を 阻む モン スタ ー を 振り 切っ て 、 い 
よい よ 洞 窟 の 一 番 敵 まで や っ て くる と 、 扉 で 
ぶさ が れ て し まっ て 行き 止ま り だ 。 困 っ た ラ 
トク が と びら の 手前 まで いく と 3 
ゃ べり だ し 、 な ん と 通行 料 を 
た く 扉 が 金 を 要求 する と は 世 も 電 
ここ で 出し 惜しん し ん で いて は 氷 遠 に ボス と 対面 
する こと は で き な い 
て 、 扉 を 開け る と ひと り の 男 か 
た 。 彼 の 名 は ビグ レウス 。 東 天王 の 音 だ 
と いう こと は 、 本 命 で は 













和夫 





了 NN 先 は 通さ な い 
いか か っ て くる 。 最初 の ポス モン スタ ー が だ : 
AE か な り の 荘 戦 を 
強い られ る 
ある 。 了 グレ ウス も や が て 
手 に 落ち る 。 倒 す と 、 

に 、 ひ と つの 扉 が 現れ 





ご ろう 。 さすが 東 天 王 の 弟 だ け は 
は ラ M ク の 





叶 び 半 和 生 


NTTNCS 滞 きつ 浅 当 洛 全 





は 避 


喉 宇 加 き 尽 二 さ で さ 若 生 


な い の .)。 











東 天 王 ボ グ レ ウス | 


3 闘 の 未 ビ グレ ウス を 倒す と 、 は 

興 に 誹 が 現れ た 。 た ぶん この 興 に 本 命 の 東 天 
EE が いる は ず だ 。 弟 が あれ ほど 強い の だ か ら 、 
東 天 主 は さき ぞ か し 強い こと だ ろう 。 少 々 紫 昌 
し な が ら も 進ん で いく と 、 3 つの 扉 が ラ ト ク 
の 前 に 現れ た 。 ど の 許 も 前 に 通行 料 を 請求 し 
た の と 同じ 人 面 の 扉 だ 。 扉 の 向こう は 、 ひ と 
つ は トラ ッ プ で 、 ひ どい ダメ ー ジ を 受け る う 
ズ 和 5 PR で 戻 き れ て し まう 。 ふ だ たつ 
くっ た と いう 斎 天 と い 
物 の 人 形 が いる 。 い っ た い 何者 な の か は 
ある 。 そ し て 残り の ひと つ は 鍵 の 必要 














な る 
ラ ト ク が 入っ た と た ん 地下 へ 落 とき 


じつは こ 








トラ ッ プ か と 思う と 、 
れ が ボス の 部 屋 へ の 通路 な の だ 。 
は り ひ と り の 男 が 待ち も うけ て いた 。 
東 天 主 ポ グ レウス 。 森 に 巣 く う 魔物 の ボス 
や は り ビ グレ ウス 以上 の 強者 だ 。 心 し て か か 
ら な いと 倒す こと は で き な い だ ろう 。 


















且 り 尋 ミュ ー シ 


長い 戦い が よう や く 終 わっ た 。 激 し い 死闘 
の 末 、 東 天王 ポ ボ グ レ ウス は 倒れ て いっ た 。 ラ 
トク は や っ と 目的 を 果す こと が で きた の だ 。 
し か し 、 こ の 時 タウ トゥーク の 像 が 砕け て し 
まう 。 ボ グ レ ウス は 倒れ て いく その 中 で 、' 過 
り 姫 ミュ ー ン を ゴス ペル に 渡す な 」 と いう 言 
葉 を 残し て いっ た 。 一 体 何 の こと な の か 。 さ 
て 、 帰 り 道 を 探し て と な り の 部 屋 に 入っ た ラ 
トク が 見 た も の は 、 ベ ッ ド に 横たわる ひと り 
の 女性 で あっ た 。 こ の 人 が 恨 り 姫 ミ ュー ン な 
の か 。 そ れ に し て も この 顔 は ……。 森 の 民 シ ャ 
ナ に そっ くり で は な いか 。 と りあ え ず 、 彼 女 
を この まま に は し て お け な い 。 連 れ て 帰る し 
か な さそ うだ 。 さ ら に も う 片 方 の 部 屋 に いっ 
て みる と 、 怪 し い 宝 箱 を 発見 し た 。 調 べ て み 
る と 隠し 階段 が 。 ど う や ら 出 日 は ここ し か な 
いよ うな の で 降り て 行く し か な さそ うだ 。 そ 
し て 出口 に 出 て みる と 、 な ん と ここ は に 宝物 庫 
の 洞穴 で は な いか 。 こ れ で 何と か 帰る こと が 
で きる 。 ミ ュー ン を 抱い て いる た め ラ トク は 
攻 貢 も ジャ ンプ も で き な い 。 タ ウト ゥ ー ク の 
像 も な い の で 町 へ は 直接 帰れ な い 。 こ れ は ボ 
ロー ズ の 森 に ある シャ ナ の 家 に 行っ て みる し 
か な いよ うだ 。 





シャ ナ の 家 | 


ミュ ー ン を 抱え 、 モ ンス ター の 襲撃 を どう 
に か か わし な が ら や っ と 巨木 の 下 ! 2 の) 
いた 。 あ と は 一 番 厳し い 天 空 の 橋 を 渡れ ば 、 
ボロー ズ の 森 に 帰れ る 。 歩 き な が ら ハ ー ビ ピー 
の 攻撃 を か わす の は 、 普 大抵 の こと で は な い 。 
穴 に 落ち な いよ うに 気 を つけ よう 。 ポ ロー ズ 
の 森 の 、 以 前 シャ ナ が 縛り つけ られ て いた 木 
の あたり まで くる と 、 今 回 だ け は 特別 と 、 シ 
ャ ナ の 家 へ の 森 が 開い て くれ る 。 こ れ は 何 か 
ミュ ー ン と 関係 が ある の だ ろう か 。 

さて や っ と 森 の 家 に た どり つく と 、 シ ャ ナ 
が 出迎え て くれ た 。 眠り 姫 ミ ュー ン を 見 て 息 
を 飲む シャ ナ 。 そ の 時 、 老 婆 の 声 が 過 示 の 話 
を 語り 始め た 。 話 に よる と 、 1 8 年 前 、 森 の 
シャ ナラ ム の 血 を 引く ふた り の 赤ん坊 が 生 
まれ た 。 魔 物 は その 力 を 雇 れ 、 片 方 の 赤ん坊 
を さら っ て いっ た 。 そ れ が ミュ ー ン だ っ た 。 
つま り 、 シ ャ ナ と ミュ ー ン は 双子 の 姉妹 な の 
だ 。 老婆 は な ぜ か ラ ト ク が タウ トゥ ー ク の 像 
を な くし て いる こと を 知っ て いた 。 し か し シ 
ャ ナ が 再び 像 を くれ る の で 、 一 安心 だ 。 こ れ 
で 町 に 戻る こと が で きる 。 老 の 声 は ラ ト ク 
に シャ ナ と ミュ ー ン を 頼む 、 と 言い 残す と 、 
氷 効 の 眠り に つい た 。 




















バ ヌ ワ の 町 へ | 


ラ ト ク に ふた り の こと を 頼む と 老婆 の 声 は 
消え て いっ た 。 悲 し そう に た た ず む シャ ナ 。 
し か し いつ まで この 家 に 残っ て いて も 、 何 も 
解決 は し な い 。 と に か く 森 の 魔物 は 倒し た こ 
と だ し 、 ミ ュー ン も 病院 へ 連れ て 行き た い 。 
ミュ ー ン は 眠っ た まま 映 動 きち し な い の だ 。 
一 度 、 シ ャ ナ も 連れ て バ パ ヌ ワ の 町 に 戻 
に し よう 。 早く 牧師 様 に 魔物 を 退治 し た こと 
を 伝え 、 町 の 人 々 を 安心 させ て あげ よう 。 再 
が び シャナ に も ら っ た タウ トゥーク の 像 が あれ 
ば 、 町 へ 入る こと が で きる 。 ラ トク た ち は ひ 
さ し ぶ り に パ バ ヌ ワ の 町 へ 戻っ た 。 

まず は ミュ ー ン を 病院 へ 運ば な けれ ば な ら 
な い 。 幸 い 医 者 の パス パ さ ん は いる よう だ 。 
今日 ば か り は 飲ん だ くれ て いら れ て は 了 困る 。 
ミュ ー ン は 一 体 どう な っ て いる の だ ろう 。 何 
か の 病気 な の だ ろう か 。 バ スパ さん の 言う こ 
と で は 、 ミ ュー ン は 何 か 呪い の よう な も の で 
眠ら きれ て いる よう だ 。 自 分 の 力 で は 起こ す 
こと は で き な い が 、 い ずれ “時” が くれ ば 目 





を 覚ます だ ろう と いう こと だ 。 今 の と ころ そ 
れ 以 上 の こと は 、 こ こ で は わか ら な い 。 シ ャ 
ナ は 病院 で ミュ ー ン の 看病 、 と いう か 付き 添 
い を し て いる こと に な っ た 。 と りあ え ず ラ ト 
ク は 町 の 人 と 話 を し て みる こと に し よう 。 
ミュ ー ン を 連れ て きた せい か 、 町 の 人 々 の 
反応 は 以前 より 茂 し いも の に な っ て いる 。 ま 
た 森 の 娘 を 連れ て きた と か 、 早 く 連 れ て 帰れ 
と か 。 し か し 多く の 人 は ラ ト ク が 森 の 魔物 を 
倒し て くれ た こと に 対し て 、 感 謝 を し て くれ 
て いる 。 こ れ で こそ ラ ト ク の 苦労 も 報 わ れ た 
と いう も の だ 。 し か し 、 町 の 人 々 の 話 を 聞い 
て 歩い て いる うち に 、 何 や ら 雲 行き が 怪し く 
な っ て きた 。 何 人 か の 人 の 日 か ら 、 あ な 
ら で き る と か 、 助 け て 下さ い 、 と いっ た 言葉 
を 耳 に する の だ 。 問 題 は 森 の 魔物 だ け で は な 
か っ た の か 。 そ うい えば 前 に 町 長 が 、 と りあ 
え ず 牧師 様 の と ころ へ 行っ て くだ さい 、 な ど 
と 言っ て いた よう な 気 が す る 。 と に か く 先 に 
教会 へ 行っ て 、 牧 師 様 に 報告 し よう 。 





















⑯ シ ャ ナ と ミュ ー ン 





シャ ナ は 森 の 民 の 最後 の 生き 残り だ と いう 
こと だ が 、 ど う や ら 森 の 王 で あっ た シャ ナラ 
ム の 血 を 引い て いる らし い 。 ミ ュー ン が 封印 
きれ て いる と いう こと は 、 何 か し ら 魔 物 に 対 
抗 す る 力 を 持っ て いる 、 と いう こと な の だ ろ 
う 。 シ ャ ナ は た っ た ひと りか た く な に 生き で て 
きた 。 そ の た め 、 町 の 人 々 の いじ めも あっ で て 
人 間 不 信 に な っ て いる よう だ 。 だ が 、 双 子 の 
姉妹 で ある ミュ ー ン の 出現 に よっ て 、 シ ャ ナ 
自身 明る く な っ た よう な 気 が す る 。 彼女 は や 
っ と 仲間 を 見 つけ た の だ 。 ミ ュー ン の 目覚 め 
は シャ ナ に も 大 き な 影 響 と 与 を る こと だ ろう 。 


。 マ ー ョ ル 
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町 長 の 悩み ] ラ ト ク の 決意 | 


ラ ト ク が 森 の 魔物 を 退治 し た こと を 報告 
よう と 教会 へ 訪れ た と ころ 、 魔 導 書 が 9 
な ぜ か 入る こと が で き な い 。 そ うい えば 魔法 
屋 の 主人 が こう いっ た 物 を ほし が っ て いた 。 
きっ そく 売り に 行こ う 。 主 人 は 後 で 内 容 を 教 
えて くれ る こと を 約束 し て くれ る 。 き あ 、 よ 
う や く 教 会 に 報告 だ 。 牧 師 は 大 変 喜 ん で くれ 
て 、 お 礼 に 1 万 ゴー ルド と いう 大 金 を くれ た 。 
he を 売っ た ゴー ルド と 合わ せれ ば 、 す ぐ 

に も 装備 が 整い そう だ 。 

さて 、 ラ トク が 牧師 に よく 話 を 聞い て みる 
と 、 ど う や ら ま だ 難問 が 残っ て いる らし い 。 
前 の 時 と は 反対 に 、 今 度 は 牧師 が 町 長 を 助け 
て や っ て くれ と 言っ て くる 。 そ うい え は 町 長 
は 何 か 隠 し 事 を し て いる よう だ っ た 。 牧師 に 
よる と 、 ど う も 深刻 な 悩み らし い 。 こ うな っ 
た ら こ の 町 に 関わ りつ いで に 町 長 の 話 も 聞い 
て や る と し よう 。 ひ と つ 聞 くも 、 ふ た つ 聞 く 
も 同じ 事 だ 。 早 く 行 っ て 、 町 長 を 少し で も 楽 
な 気持 ち に きせ て や り た いも の だ 。 ラ トク は 
きっ そく 町 長 の 家 へ 向かっ た 。 町 長 は 森 の 魔 
物 の 一 件 で 、 ど う や ら ラ トク を 信用 し た らし 
い 。 今度 は 町 の 西 に ある 結晶 の 谷 に 巣 くう 魔 
物 を 退治 し て ほし いと 持ち か け て きた 。 町 の 
人 の 話 に よる と 、 町 長 の 娘 が 半年 ほど 前 に そ 
の 谷 で 行方 不明 に な っ て いる らし い 。 


こよ れ ば 、 結 唱 の 谷 は この 町 に と 
源 、 結 晶 の 宝庫 で あっ た 。 し か 
し すこ し 前 か ら 魔 物 が 住み つい て し まい 、 採 
掘 が で き な い の だ そう だ 。 町 の 採掘 者 達 は ま 
っ た く の お 手 上 げ と いう わけ だ 。 そ れ に 、 町 
長 は あま り 多 く を 語ら な か っ た が 、 町 の 人 の 
噂 で は 町 長 の 娘 が 谷 で 行方 不明 に な っ て いる 
と いう こと だ 。 依頼 の 本 当 の 目的 は その こと 
な の だ ろう が 、 町 長 と いう 立場 上 、 そ れ だ け 
を 言う わけ に も いか な いら し い 。 苦悩 する 町 
長 を ぜひ と も 助け て や ら な けれ ば 。 こ の 依頼 
を 引き 受け た ら さ っ そく 準備 に か か ろう 。 

と ころ で 、 酒 場 で は 森 の 中 で 甚 けた 旅 芸人 
の ひと り 、 吟遊 主人 の ホー ン が 待っ て いる そ 
だ 中 重ね GU づつ で みよ うに ウレ か じ さ こら. で ぐ で ラ 
トク は 酔っ 払い に か ら ま れ て し まう 。 了 酔っ 払 
い の 名 は レイ 。 何 者 か は 知ら な い が 、 随 分 と 
ラ ト ク に あたっ て くる 。 理 由 あ り の よう だ が 、 
こう か らん で くる の で は どう し よう も な い 。 
と りあ え ず ホー ン に あい きつ を し た ら ゅ 酒場 は 
出る こと に し よう 。 き さあ 次 は 沙 2 
に 事情 を 話し て お か な けれ ば 。 そ う 思 っ て 病 
間 っ て みる が 、 シ ャ ナ の 姿 が 見 あたら な 

。 看護 婦 の 話 で は 教会 へ 向かっ た よう だ 。 
案の定 、 シ ャ ナ は 教会 に いた 。 ミ ュー ン の た 
め に 祈り を 捧げ て いた の だ 。 
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結晶 の 谷 へ | 谷 の 妖魔 | 







シャ ナ に わけ を 話す と 、 こ こ で ー ン の 
た め に 祈っ て いる か ら 大 丈夫 だ と 言っ て 、 送 
り 出 し て くれ る 。 最 初 の 印象 か らく ら べ る と 
随分 か わい らし く な っ た も の だ 。 教会 な ら 安 
心して 置い て 行け る 。 す べ て の 準備 が 終わ っ 
た らい よい よ 結 晶 の 谷 へ 出発 だ 。 今 度 の モン 
スタ ー は 森 で 戦っ た の より 数 段 列 い は ず 。 レ 
ベル を あげ て いい 装備 で 行か な いと 、 谷 を 進 
むこ と は で き な い だ ろう 。 ま た 、 体 力 回 復 の 
アイ テム も 忘れ ず に 買っ て いこ う 。 

結晶 の 谷 へ は 魔法 屋 の すぐ 西 か ら 行く 
が で きる 。 今度 は 町 と 谷 を すぐ に 往復 で 
の で 、 ち ょ っ と 気 が 楽 だ 。 と りあ る くず 下 
六 ね て 町 を 出 て みた 。 す る と 何やら 男 の 
女 の 声 が 言い 争っ て いる 。 そ の 直後 、 男 の 』 
鳴 が 聞こ を えて きた 。 
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男 の 悲 鳴 を る 半 き つけ て ラ ト ク が 行っ て みる 
と 、 橋 が 落ち て 男 が 崖 で も が いて いる 。 こ れ 
は 大 変 だ 。 す ぐに 助け て あげ よう 。 男 は 礼 を 
言い 、 妻 の こと が 心配 だ か ら と 谷 の 北 に ある 
家 へ 帰っ て 行っ た 。 そ れ に し て も 、 さ き ほ ど 
聞こ えた 女 の 声 は な ん だ っ た の だ ろう 。 男 は 
娘 を 返せ と 言っ て いた よう だ っ た 。 こ れ は 町 
長 に 頼ま れ た 一 件 と 何 か 関わ りあ い が あ り そ 
うだ 。 し か し 、 娘 ば か り を さら っ て いく 女 と 
は 不思議 な 魔物 だ 。 何 が 目的 な の か まっ た く 
見 当 も つか な い 

ラ ト ク は 男 が 家 を 訪ね て くれ と 言っ て いた 
こと を 思い 出し 、 さ っ そく 行っ て みる こと に 
し た 。 男 の 名 は ペル ナン ド 。 結 卓 の 谷 の 採掘 
者 だ 。 魔 物 に 大 切な 娘 を さら われ て し まい 、 
ラ ト ク に 魔物 退治 を 懇願 する 。 








次 な る 試練 





どう や ら 結 品 の 谷 に 巣 く ぐっ 
物 は 、 き さき ほど の 声 か ら す る 
い 。 そ し て 、 結 唱 を 採掘 で き な 
は な く 、 人 さら いま で や っ て いる よう だ 。 町 
長 だ け で は な く ペ ルナ ンド 大 婦 か ら も 依頼 き 
れ た この 魔物 退治 。 ど う あ っ て も や り 遂 げ な 
けれ ば ら な い 。 ミ リア を 、 そ し て モー ニカ を 
助け 出す の だ 。 

さて 、 ラ トク が そろ そろ 出かけ よう と する 
と 、 ペ ルナ ンド が ある アイ テム を 手渡 し て く 
れる 。 何 で も これ が な いと 、 興 へ 進む こと が 
で き な い の だ そう だ 。 き ら に 地下 1 階 の 道具 
箱 の 中 に は “作動 キー” が 入っ て いる 、 と 教 
を えて くれ る 。 こ の キー を 使う と 、 昇 降 機 が 自 
由 に 動か せる よう に な る と いう こと だ 。 今度 
こそ 本 当 の 出発 だ 。 結晶 の 谷 の 妖魔 を 倒し て 
人 々 を 解放 し ろ ! 














| 証 What's "妖魔 


Xak で は 、 今ひとつ その 存在 が 明確 で な か 
っ た 敵 だ っ た が 、XakII に お いて 妖魔” と 
いう 定義 づけ を 施し た こと で 、 そ の 存在 感 に 
一 層 の 厚み が 出 た と いえ よう 。 と ころ で 、 妖 
魔 と は 一 体 何だ ろう か ? 

マス メデ ィ ア 的 に 妖魔 と いう 存在 が 使わ れ 
る よう に な っ た の は 、 ア ニ メ 『 箇 音 戦 士 ボ ー 
グマ ン 』 が 最初 で あっ た と 思わ れる 。 こ の 作 
品 で は 、 妖 魔 の 力 を 得 た 一 部 の 人 間 た ち が 志 
界 を 支配 し よう と 企む 。 そ れ に 対し て 、 主 人 
公 ( ポ ー グ マン ) た ち が 立 ち 向 か う 、 と いう 図 
式 で あっ た 。 登場 する 妖魔 は 、 番 組 自体 が 玩 
具 宣 伝 の も の で あっ た た め 、 そ の 大 半 が 玩具 
的 な デザ イン だ っ た 。 し か し な が ら 、 妖 魔 と 
いう 設定 が この 作品 に よっ て 浸透 し た の も 、 
また 事実 で ある 。 

サイ バー パン ク の 世界 に 、 オ カル ティ ッ ク 
な 要素 を 持ち こん だ コミ ッ ク 『 サ イレ ント メ 
ビ ウ ス 』 (原作 : 麻宮 騎亜 ) に お いて 、 妖 魔 は 
強大 で 不気味 な 存在 に 設定 され て いる 。 ス ト 
ー リ ー は 、 魔 法 や 強力 な 科学 兵器 を 駆使 する 
特殊 警察 組織 ・AMP が 、 妖力 を 使っ て 人 間 界 
の 侵略 を 目論む 妖魔 に 対抗 する と いう も の 。 
この 作品 に お ける 妖魔 は 、 高 度 な 知能 と 強大 
な 力 を 有する 上 級 妖 魔 か ら 、 知 能 すら 持た な 
い 下 級 妖 麻 ま で きま ざま な タイ プ が 登場 する 
の だ が 、 そ の すべ て が 麻宮 氏 の 級 富 か つ 大 胆 
な 描写 力 に よっ て 、 追 力 ある 存在 感 を か も し 
だ し て いる 。XakTI に 登場 する 一 連 の 妖 礎 
は 、 お そら く 『 サ イレ ント メビウス 』 に 登場 





する 妖魔 が モチ ー フ だ ろう 。 不 気味 さや 妖 し 
き 、 そ し て 異様 き な ど で 、 結 構 共通 する 点 が 
多い よう に 思え る 。 

こう し て みる と 、 妖 麻 と は 別 の 次 元 か ら 人 
間 の 住む 世界 を 狙っ て くる 、 強 大 な 力 を 持っ 
た 存在 と いう 設定 (定義 づけ ) が 多い よう だ 。 
と ころ で 、XakII の イメ ー ジ イラ スト を 手持 
けた 菊池 通 隆 氏 は 、 上 記 の 2 作品 と も に キャ 
ラク ター デザ イナ ー と し て 参加 し て いる ( サ 
イレ ント メビウス 』 の アニ メ 版 は 、 劇 場 用 作 
品 と し て 今夏 公開 の 予定 )。 妖 有 麻 と いう 存在 を 
十分 に 描き きれ る の は 菊池 氏 だ け 、 と マイ ク 
ロキ ャ ビン の スタ ッ フ も 考え た の だ ろう か ? 


| 結晶 の 谷 


いよ いよ 森 の エリ ア を 終え 、 こ れ か ら は フィ ー ル ド で は な く 、 ダ ンジ ョ ン 中 心 
の 展開 に な っ て くる 。 バ ヌ ワ の 町 の 東 に は 南北 に 伸び る 谷間 が あり 、 そ こ が エ 


プ ・ フ ィ ー ル の 支配 する 結晶 の 谷 の ダン 


ジョ ン の 入口 と な る 。 こ こ は も と も 


と 、 町 の 産業 と し て この 谷 特産 の 鉱物 を 採取 する 鉱山 で あっ た 場所 。 妖魔 軍 の 
侵攻 に よっ て ほとん どの 鉱夫 た ち は 逃 げ だ し て し まっ た が 、 ま だ 残っ て いる 人 
も ご く 小 数 いる よう だ 。 そ こ か ら 情 報 収 集 を 始め よう 。 


エリ ア の 構造 


仮に も フィ ー ル ド と 呼べ る の は 、 横 に 1 画 
面 、 上 下 に だ け 長 く 続く 谷間 の 部 分 だ け 。 ま 
ん 中 に は 大 き な 川 が 流れ て お り 、 対 岸 に 渡る 
に は た っ た ひと つ 掛 か っ た り 橋 を 利用 する 
ほか な い 。 上 流 、 下 流 に それ ぞ れ ポイ ント が 
ある が 、 結 局 用 事 が ある の は 、 鉱 山 (入口 ) 
と 、 ペ ルナ ンド 一 家 の 住ん を で いる ほっ た て 小 
屋 の 二 カ 所 だ け で ある 。 

鉱山 の 内 部 は 冷た く 光 る 結晶 で で きた 広大 
な ダン ジョ ン に な っ て お り 、 各 部 尾 は ワー プ 





ドア に よっ て 複雑 に 結び 付い て いる 。 つ まり 、 


目的 を 達する な め に は ワー プ ' ド ア の 結び 付き 
を 理解 し な けれ ば な ら な い の だ 。 


モン スタ ダー 

この エリ ア の ポス も 含め て 、 敵 モン スタ ー 
に 関し て は 、 他 の エリ ア に 比べ る と 比較 的 楽 
だ と いえ る か も 知れ な いし か し それ は バラ ン 
ス の 間 題 だ け で あっ て 、 ア クシ ョ ン 的 に は そ 
う 簡 単 で は な い 。 最 初 の うち は 少し 辛 拘 し て 
経験 値 を 稼ぎ 、 な る べく レベ ル ア デップ を 上 げ 
て お いた 方 が いい だ ろう 。 

結晶 の 谷 と いう だ け あ っ て 結晶 製 の モン ス 
ター が 多く 、 そ れ だ け に 結構 カタ い 。 そ れ か 
ら 、 動 き の 速 い ヤ ツ が 多い の る 特徴 と いえ る 


だ ろう 。 リ ビン グ ス タ チ ュー の よう に 、 こ ち 
ら を 発見 し て ダッ シュ し て くる も の 、 ま っ す 
ぐ 向 か っ て き て は 爆弾 を 投げ つけ る 強敵 、 ノ 
ー ム な ど 、 注 意 を 要する 敵 は 多い 。 

最後 の ポス 、 水 の エ ブ ・ フ ィ ー ル に 至っ て 
は 前 座 の モン スタ ー が いる の で 、 し っ か り パ 
ター ン を 飲み 込ん で か ら 戦い た い 。 


イベ ント 

最初 に すべ きこ と は 、 ペ ルナ ンド 家 の 家長 、 
ロベルト ・ ペ ルナ ンド に 会 うこ と 。 娘 が 谷 で 
行方 不明 に な っ て いる こと を 聞い た ら 、 さ っ 
そく その 捜索 を 引き 受け 、 鉱 山 に 向かお う 。 
ダン ジョ ン の 中 で 娘 を 発見 で きた ら 、 一 度 地 
上 に 戻り 、 ロ ベル ト に 会 う の が 正しい シナ リ 
オ 。 別 に そう し な く て も る 後 で 会 えば 結局 ゲー 
ム は 進む の だ が 、 ス トー リー は その 方 が スム 
ー ズ に 進む 。 こ こ で 重要 な アイ テム が ひと つ 
入手 で きる 。 

後 は ダン ジョ ン 内 を し ら み つぶ し に 調査 す 
る だ け 。 ワ ー プ の つなが り の 仕組 み が 理解 で 
きる 頃 に は 、 ボ ポス の 居場所 も 発見 で きる だ ろ 
う 。 こ こ で は まだ 、 重 要 キ ャ ラク タ の 活躍 は 
ほとん ど 見 られ ず 、 阪 独 な 戦い を 強い られ る 
こと に な る 。 結局 、 ボ ス の エ プ ・ フ ィ ー ル と 
の 戦い が 、 こ の エリ ア 最 大 の イベ ント と いう 
こと に な る の だ ろう 。 
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① 室 箱 谷 へ の 侵入 
@ 昇 降 機 へ 


通り 抜け る 壁 いよ いよ 谷 へ 侵入 だ 。 結 品 で で き て いる だ 
ぐ ④② ワ ー プ ドア け あ っ て 、 と て も 美しい と ころ だ 。 だ が まわ 
り に 目 を と られ て いる と 、 こ の 谷 に は び こ る 
モン スタ ー た ち に や られ て し まう の で 、 気 を 
つけ よう 。 さ て 、 入 り 日 付近 に 舶 を ひと 
つ 見 つけ た 。 喜 ん で 開け る ラ ト ク 。 し か し こ 
の 箱 は 妖魔 か ら ラ トク へ の 和 告 な の だ 。 


























妖魔 の 警告 | 無数 の ワー プ ド ア 


入り 日 付近 で 見 つけ た 箱 は 、 ベ ルナ ンド の 
言っ て いた 道具 箱 な の か 。 し か し 、 急 いで 開 
け て も 中 は 空っぽ 。 が っ か りす る ラ ト ク に 追 
い 打 ち を か ける よう に 、 突 然 女 の 声 が 聞こ そ 
て きた 。 わ た し に 会 いた けれ ば 、 最 下層 まで 
こい と 言う 。 こ の 声 は さっ き 橋 の と ころ で 義 
いた 声 。 と いう こと は 谷 の 妖魔 か 。 ど うに も 
不 敢 な や つ だ 。 た ぶん ペル ナン ド の 言っ て い 
た 昇降 機 を 使え ば 最 下層 まで 行く こと が で き 
る は ず だ 。 早く 作動 キー を 探し だ し て 、 妖 護 
の も と に 乗り 込み た いも の だ 。 

まず は この 地上 一 階 を 探索 し て みよ う 。 入 
り 日 を ふた つ 見 つけ る こと が で きた 。 和典 の 方 
に 入っ て みる と 、 強 力 な モン スタ ー に 守ら れ 
た 巨大 な エレ ベー ター ホー ル だ 。 し か し まだ 
キー を 手 に 入れ て な い の で 、 作 動 さ せる こと 
は で き な い 。 も う ひ と つ 手 前 に あっ た 入り 日 
に 行っ て みよ う 。 し か し 、 こ こ は 壁 が じゃ ま 
を し て いて 入る こと が で き な い 。 い っ た い ど 
うし た らい い の だ ろう 。 そ う 言 えば 、 ペ ルナ 
ンド に も ら っ た アイ テム が あっ た 。 た し か こ 
れ が な いと 奥 へ 進め な いと 言っ て いた 。 そ れ 
な ら こ こ で 使っ て みよ う 。 ラ トク が 身 に つけ 
る と 今 ま で じゃ ま を し て いた 壁 に 体 が 吸い 込 
まれ て いく 。 こ れ で 向う 側 に で る こと が で き 
た 。 ど ん どん 光 を 急 ご どう 。 























舎 さ す が 結 晶 の 合 。 輝 くば か り の 美 し さ だ 。 し か し モ 


ンス ター は 強者 ば か り 。 な め て か か る と 痛い 目 に あう 。 


さて これ で 結 品 の 谷 の 和 興 へ は 行け る よう に 
な っ た 。 だ が 、 ま っ すぐ 奥 へ 行け る か と いう 
と 、 そ う で は な い 。 こ の 谷 の 中 に は 各階 に 1 
ヵ所 づつ ワー プ ポ ボイン ト が あり 、 そ こ へ 入る 
と どこ か へ 飛ば され て し まう の だ 。 し か も そ 
の 場所 は 、 見 た だけ で は まっ た くわ か ら な い 。 
せっ か く 進 ん で き て も 、 ま た 後戻り させ られ 
た の で は た まっ た も の で は な い 。 こ の ワー プ 
ドア を 乗り 越え ん る に は 、 き ちん と チェ ッ ク を 
入れ て いく し か な さそ うだ 。 こ れ に は 一 定 の 
法則 が ある の で 、 毎 回 違っ た と ころ に ワー プ 
させ られ る わけ で は な い 。 ひ と つ ひ と つ 調 べ 
て 行け ば 、 今 まで 行け な か っ た と ころ に 出 て 
いた りす る も の だ 。 こ の ワー プ ' ド ア の 法則 き 
え 見 破れ ば 、 あ と は 楽に 進ん で いく こと が で 
きる 。 そ れ か ら 、 階 段 の 出入 り 口 も よく 覚え 
て お く と いい か も し れ な い 。 こ の 谷 は 意外 に 
小さ きい の で 、 最 短 距 離 を みつ ける の も そう 難 
し いこ と で は な い 。 

さて で 、 こ うし て ワー プ ド ア を くぐり 抜け て 
各階 を 探索 し て いく うち に 、 道 具 箱 を 発見 。 
し か し ここ は 地下 1 階 で は な い 。 何 か 高価 な 
も の が 入っ て いた りす る と うれ し い の だ が 。 
箱 の 中 身 は 魔 導 書 の 下巻 。 以 前 森 で 上 巻 を 見 
つけ た こと が あっ た けど 、 こ れ で また 教会 に 
入れ な く な っ て し まう の か 。 








合 ま だ まだ ワニ iR だ 三 度 火 ラ だ と ミミ の は よく 
覚え て お く よ う に し よう 。 迷っ て し まう こと に な る ぞ 。 
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魔 導 書 


地下 3 階 で 見 つけ た 魔 導 書 の 下巻 。 森 で み 
つけ た 上 巻 の 印象 で いく と 、 あ まり うれ し い 
宝物 で は な い 。 な ぜ な ら あ の 上 巻 は 教会 へ 入 
る こと が で き な か っ ご け の 代物 だ っ 
た か ら だ 。 ま あ 、 魔 法 モ 人 っ て は 大 
層 す ば らし いも の の よう で 、 決 し て 安い と は 
思 を な いよ うな 額 で 買い 取っ て くれ る の で 人 金 
に は な る の だ が 。 こ の 魔 導 書 も さっ さと 売っ 
で 必 ま が こら どう 。 

し か し ちょ っ と 待て 。 何 だ か 念 まで と 様子 
が 変 だ 。 こ の 魔 導 書 を 手 に 持っ て 歩い て いる 
と 、 分 まで 飛ば され まく - 
き ね た あの ワー プ ド ア を 通り 抜け る こ で 
きる の だ 。 何 と 、 魔 導 書 に こん な 使い 道 が あ 


と 


これ で も う 、 す べ て の フロ ア 1 








こと いう 
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の 中 を 調べ て も 見 つけ 
る こと の で き な か っ た も の 。 き っ と あの 道具 
箱 に は ペル ナン ド の 言っ て いた 距 降 機 の 作動 
、 ヽ さん で 





キー が 入っ て いた 。 こ れ で よう や く 最 下層 
いる と いう 妖魔 の 招待 を 受 








準備 が 整っ て いた ら 、 す ぐに 遇 降 機 へ 向かえ 





人 き 昇 降 機 の 入り 口 に は 強力 な モン スタ ー が 待ち 構え て 
いる 。 気 を つけ な いと 、 こ こ て 天 に 召さ れ て し まう 


と いう こと は 、 
u え て いて も 決し て 取る こ 
邊 を 開け に 行く こと が 


受け る こと が で きる 。 


さら われ た 人 達 は 、 皆 無事 で いる の だ ろう か 。 


葉 ペニー ター ホー 


よう や く 苦 労 の 未 手 に 入れ た 作動 キー で 、 
昇降 機 に 乗 ん る よう に な っ た 。 こ の 昌 降 機 は 
の 令 の 各階 され て いる の で 、 ど こ か 
ら で も 乗る こと が で きる 。 キ ー を みつ け て そ 
の まま 最 下 層 に 乗り 込む の も いい し 、 い っ た 
ん 町 へ 帰っ て 、 韻 i を 整え て か ら 出 直す 
の も いい だ ろう 。 特 に 、 地 上 1 階 に ある エレ 
ベー ター ホー ル へ は 一 本 道 で 簡単 に 行け る の 
で 、 町 へ 帰る の が 時 間 の 『 る と いう こ 
と も あま りな い 。 妖魔 の 招待 を 受け る 準備 が 
で き あ が っ た ら 、 さ っ そく エレ ベー ター ホー 
ル に 向かお う 。 

さて 、 各 階 に ある エレ ベー ター ホー ル で は 
谷 の 中 で も 出会わ な い 強 力 な モン スタ ー が 、 















y 


待ち 構え を て いる 。 う か うか し な が ら 入 っ て 行 

く と 、 あ っ と いう ま に 餌 食 に な っ て し まう の 
で 、 ま ず 心 相 を を し っ か り し て か ら 入 る こと 
を 答 め た い 。 ま た 、 各 階 で 待ち 受け て いる モ 
ンス みみ ー は そ LU 違っ て いる の で 、 戦 い を 
楽し みた い 、 ま た は 好き だ と いう 人 は 、4 つ 
の エレ ベー ター ホー ル に 行っ て みる と いい だ 
ろう 。 と に か く 、 こ の エレ ベー ター ホー ル を 
無事 通り 過ぎ 、 興 の 昇降 機 ま で た どり 着け ば 
あと は 最 下 層 に 連れ て 行っ て も ら う だ け 。 キ 
ー を 持っ て いな く て 、 上 昇降機 の 機械 的 な 声 が 
いや に 冷た く 団 こ を た こと も あっ た が 、 何 だ 
か 分 は 、 そ の 声 が や さ し く 聞こ える よう な 気 
が する 。 さ あぁ 、 最 下層 へ 急げ 。 














人 これ が 噂 の 昇降 機 。 高 度 な 機械 文明 を 思わ せる 美 し 
い 形 を し て いる 。 こ れ で いよ いよ 最 下 層 へ 突入 だ 。 





最 下 層 | 


エレ ベー ター ホー ル を 守る モン スタ ー ど も 
を か わし て 、 や っ と 昇降 機 の 入り 口 まで や っ 
て きた 。 ラ トク が 昇降 機 の 真ん中 へ 進ん で い 
く と 、 ど こ か ら か 機械 的 な 声 が 響い て きた 。 
キー を 持っ て いる の で 作動 させ る こと は で き 
る 。 ラ トク は まわ り を 見 回 し た 。 こ の 昇降 機 
は まる で この 世界 の も の で は な いよ うだ 。 進 
ん だ 機械 の 文明 が 作り 出し た 装置 と し か 見 え 
な い 。 し か し 、 と に が かく 最 下 層 へ 連れ て 行っ 
て くれ る と いう の だ か ら 、 乗 り 込 むし か な い 
だ ろう 。 こ れ は は じ め て 乗る ラ ト ク に と っ て 
は 少々 怖い か も し れ な い 。 どこ へ 連れ て 行か 
れる の か わか ら な いう える 、 勝 手 に 下がっ て 行 
く の だ か ら 。 エ レベ ー タ ー 初 体験 の ラ ト ク は 
どき どき し な が ら も 、 ず ん ずん 最 下層 へ と 向 
か っ て いっ た 。 

それ こそ あっ と いう 間 に 降り て き て し まっ 
た 。 今 まで 階段 を 利用 し て いた こと か ら 考 え 
る と 、 何 と も 便利 な も の も あっ た も の だ 。 採 
掘 場 の 人 は 、 結 構 楽 を し て いる ん だ な 、 な ど 
と 考え つつ まわ り を 見 渡す と 、 行 く 手 は 央 の 
よう に な っ て いる 。 行く 道 は そ を こし か な い 。 
橋 は な く 、 た だ ゆら ゆら と 浮遊 し て いる 結 品 
が と ころ どこ ろ に 足場 を 作っ て いる だ け だ 。 
先 へ 進む に は 、 こ の 岩 を 飛び 越え て 行く し か 
な い 。 こ こま で 来 て お いて 、 い まさ ら 引 き 返 

こと は で き な い 。 勇気 を 持っ て 、 向 う 側 ま 
ジャ ンプ し て いく の だ 。 幾多 の 苦難 を 乗り 越 
えて 、 妖 魔 と の 対決 の 時 は 近い 。 
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ヲ ル ー ペ ンダ シン ト の 交 き | 


最 下 層 で 待ち 受け て いた 最初 の 難関 は 、 こ 
の 結晶 渡り だ っ た 。 飛石 の よう な 浮遊 結 唱 を 
ラ ト ク は 命 著 け で 渡っ て きた 。 途 中 、 雷 を 落 
と し て くる 雲 の よ うな モン スタ ー が 襲っ て く 
る 。 ま っ た く と ん で も な いと ころ だ 。 頭上 と 
足元 に 気 を つけ る と いう の は 、 な か な か 大 変 
な も の で 、 ち ょ っ と で も 油断 する と や られ て 
し まう の だ 。 集 中 力 の 勝負 と で も いっ た と こ 
ろだ ろう 。 も うこ れ 以 上 足止め を くう の は ご 
めん だ 。 少 々 いら つき な が ら も 進ん で 行く と 
目 の 前 に 多く の 結晶 で で きた 像 が 立ち 並ん で 
いる 。 こ れ は いっ た い ……。 一 体 一 体調 べ 
で まわ る ラ ト ク と ピク シー。 ど う や ら こ の 粘 
卓 体 、 す べ て この 谷 の 妖魔 に きら われ て きた 
人 達 で ある らし い 。 何 と 変わ り 果 て た 姿 に 。 
この 人 達 は まだ 生き て いる の だ ろう か 。 そ れ 
と も ……。 少し 嗜 い 気持 ち に な りな が ら 、 
ラ ト ク は 像 を 調べ て いっ た 。 


その と き 、 ひ と り の 少女 の 像 の 胸 に 何 か 光 
る も の を 発見 し た 。 よ く 見 て みる と 、 そ れ は 
プル ー の ペン ダン ト だ っ た 。 髪 や 服 、 す べ て 
の も の が 結晶 と 化し て いる の に 、 な ぜ こ の ペ 
ンダ ント だ けが 無事 で いら れ た の か 。 ラ トク 
の 中 で 謎 は 深まる が 、 そ う ゆ っ くり も し て い 
られ な い 。 こ れ ら の 結晶 の 像 の な か に 、 依 頼 
主 で ある 町 長 や ペル ナン ド の 娘 た ちがい る の 
だ 。 た ぶん 妖魔 を 倒せ ば 、 皆 も と の 体 に も ど 
る は ず だ 。 き っ と そう に 違い な い 。 哀れ な 少 
女 た ち の た め に も そろ そろ 妖魔 と 対面 を し な 
けれ ば な ら な い だ ろ う 。 
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西 天 王 水 の フ ィ ー ル 


結晶 の 像 た ちの 奥 に 、 ひ と つ 入 り 日 が 開い 
て いた 。 こ の な か に 人 々 を 苦し め る 妖魔 が い 
る の か 。 和 怒り に まかせ て ラ ト ク は 部 屋 へ と 入 
っ て いっ た 。 と 、 そ こ に は スポ ッ ト ラ イト の 
あたる ステ ー ジ の よう な も の が 。 し か し 妖魔 
の 姿 は 見 えな い 。 そ の 時 また あの 声 が し た 。 
谷 の 入り 日 で 開い た あの 声 だ 。 そ の 声 は 、 わ 
た し と 戦う 前 に コイ ツ を 倒せ と ラ ト ク を 試し 
て くる 。 現れ た の は ラ ト ク の 倍 は あり そう な 
ハン ティ ング ・ ド ッ グ だ 。 と に か く 倒 さき ない 
こと に は 妖 磨 と の 決戦 が で き な い 。 動き が す 
ば や い の で 、 相 手 を よく 見 て 戦 お う 。 コ イツ 
を 倒し て し まう と いよ いよ 真打 ちの 登場 だ 。 
どう どう と ステ ー ジ 後ろ の 幕 か ら 現れ て 、 西 
天正 の 水 の フ ィ ー ル だ と 名 乗る 。 そ の 美しい 
外見 と は 裏腹 に 、 残 忍 な 性 格 な の で 、 な め て 
か か る と ひど い 目 に あう だ ろう 。 し か し 優 鈴 
な 動き か ら 繰り 出す 攻撃 は 一 見 の 価値 が ある 。 
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ささ テ ・ さ させ 


き 療 な び は 


合い よい よ 結 晶 の 谷 の 妖魔 、 西 天王 水 の フ ィ ー ル の 登 
場 だ 。 
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人 々 の 解放 | 


水 の フ ィ ー ル は まる で 疲 っ て で も いる か の 
よう な 優雅 な 動き で ラ ト ク に 攻撃 を 仕掛 け 、 
昔 し め る 。 し か し 目立ち た が りな の か 、 ス テ 
ー ジ か ら 降 り て くる こと は な い の で 、 死 角 さ 
えつ か め ば 、 倒 すこ と が で きる だ ろう 。 

さて 、 フ ィ ー ル を 倒し て 外 に 出 て みる と 、 
結晶 の 像 が な い 。 や は り 皆 も と に も どっ て 帰 
っ て いっ た の だ 。 ラ トク が 必 も 晴れ や か に 谷 
こ で は ペル ナン ド 一 家 が 待っ て 
いた 。 も ちろ ん 娘 の モー ニカ も 一 緒 だ 。 モ ー 
ニカ は 助け て くれ た お 礼 に あの ブル ー ペ ンダ 
ント を 渡し て くれ た 。 顔 を 赤く し て 妥 れ る ラ 
トク 。 と な り で は ピク シー が すっ か りや きも 
ち を や いて し まっ て いる 。 し か し そん な こと 
に は お か まい な し に 、 再 度 ペ ルナ ンド の 家 を 
訪ね る と また また アイ テム を も ら う こと が で 
きる 。 き て そろ そろ 町 へ も どっ て 町 長 に 報告 


し な けれ ば 。 き っ と 座 ん で いる こと だ ろう 。 





を 出る と 、 そ 








町 長 の 娘 | 会 の 修道 女 | 


よう や く ひ さ し ぶ り の バ ヌ ワ の 町 へ 戻っ て 
くる こと が で きた 。 結晶 の 谷 も 解放 され 、 心 
な し か 人 々 の 様子 が 活気 に 満ち あて いる よう に 
思え る 。 さ あ 、 ま ず は 町 長 の 家 に 行っ て 、 こ 
と の 次 第 を 報告 し た な けれ ば 。 ペ ルナ ンド の 娯 
が 戻っ て いる と いう こと は 、 き っ と 町 長 の 娘 
も 帰っ て き て いる は ず だ 。 喜 ん で いる 顔 が 日 
に 浮か ぶよ うだ 。 さ っ そく 訪ね て みる と 、 案 
の 定 町 長 は 手放し で 加 ん で くれ た 。 今回 は 報 
麗 を も ら っ た だ け で 願い 事 は な し だ 。 ラ トク 
は 会 いた な が っ て いる と いう 娘 ミ リア を 訪ね て 
酒場 へ いく こと に し た 。 話 に よれ ば 、 例 の 酔 
っ 払い レイ は ミリ ア の 恋人 だ っ た と か 。 な ら 
ば 酒場 に いる だ ろう と 中 に 入 - 
た り の ケン カ が 始ま っ て し まっ た 
ね て し まっ て いる レイ 。 役 は じ ア を 甚 
け よ うと し て 失敗 し た の だ 。 そ れ を よそ 者 の 
ラ ト ク に 成し遂げ られ て 、 お も し ろく な いら 
し い 。 し か し 、 こ れ で は せっ か く 帰 っ て きた 
ミリ ア が か わい ご 。 気 の 強い 彼女 は すっ 
何 か 渡し た いも の が ある と 
聞い て いた の で 、 ラ トク は ミリ ア に 話し か け 
た 。 す る と 彼女 は 星 の 鍵 ′ と いう も の を く 
れ た 。 こ れ を 持っ て いる と 、 何 で も 南 に ある 
カウ リャ ン の 城 に 入れ る の だ そう だ 。 も うこ 
の ふた り に は 何 も し て や れ そ な い 。 仕方 
が な い の で ほっ て お ぐ く こ と に し て 、 ラ トク は 
教会 で 待っ て いる と いう 人 に 会 い に 行 っ た 。 
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\ っ て いる と いう 女性 
こし よう 。 そ の 人 の 名 は フ 
か で 聞い た こと が ある よ 

な 気 が す る の だ が 。 そ ん な こと を 思い な が 
ら 衝 人 訪ね て みる と 、 そ こ で 待っ て いた の 
は 、 以 前 か ら 親 し げに 話し か け て き て いた あ 
の 修道 女 だ っ た 。 彼 女 は ベー ル を 脱ぎ 捨て る 
見 せ た 。 そ し て 、 自 分 は ニル ・ バ ー 

き そう いえ ば ババ 
ドゥ ー と の 戦い で 聞い た 名 だ 。 フ ェ ル は 自己 
紹介 を すま せる と 、 い まま で の 森 0 
スト は ほん の テス ト に すぎ な いと 話し 、 
あと 本 当 の クエ スト が 待ち 受け て いる と 言っ り 
た 。 そ れ も 彼 ひと り で 立ち 向かわ な けれ ば な 
ら な い 最 後 の ク エス ト な の だ そう だ 。 せ っ か 
く こ れ で 本 格 的 に 父親 擦 し が で きる と 思っ て 
いた の に 困っ た も の だ 。 

し か し 乗り か か っ た 船 だ 。 今 まで 依頼 を ふ 
け す て し まっ て いる 以上 、3 つも 
- 緒 だ ろう 。 男 者 を 名 乗っ て いる か ら 
わけ に は いか な い 。 と りあ える ず 詳 し 
今度 の クエ ス 
























4 つも 
に は 断る 
いこ と を 聞い て みる と し よ ょ う 。 
ト は 町 の 南 の 山 に ある カウ リャ ン の 城 へ 行っ 


て 宝玉 を 手 に 入れ る こと だ 。 つ まり 今回 の 相 
手 と な る 魔物 が カウ リャ ン の 城 に いる の だ 。 

すぐ に 町 へ 出 て 、 城 へ 行く 方 法 を 聞い て 歩 こ 
う 。 も ちろ ん 病院 の シャ ナ を 訪ね る の を 忘れ 
な いよ うに 。 


















































































































































舎 す っ か り 性 格 が ひね て し まっ た レイ 。 
は どう な る の だ ろう か 。 


ミリ ア と の 間 


舎 ラ トク は また 難問 を し ょ い 込 ん で し まっ た 。 
性 の 頼み は 断る こと は で き な い 。 








且 昨今 GM 事 情 


美しい グラ フィ ッ ク と な らん で 、 今や コン 
ピュ ー タ ー・ ゲ ー ム に は 欠か せな い 存 在 と な 
っ て いる の が 音楽 、 い わ ゆ る ゲー ム ミ ュー ジ 
ッ ク (以下 GM) で ある 。 作曲 家 の す ぎ や まこ 
うい ち 氏 が 手掛け た 『 組 曲 ド ラゴン クエ スト 』 
(アポ ロン ) の 爆発 的 ヒッ ト に よっ て 、 よ う や 
く 音楽 の ー ジ ャ ン ル と し て 認識 され 始め た G 
M も 、 現 在 は GM 専 門 レ ー ベ ル の 設立 や 、 第 
一 線 で 活躍 し て いる プロ の アー ティ スト の ア 
ル バ ム 製作 参加 に よっ て 、 一 層 の ハイ ク ォ リ 
ティ 化 を 図っ て いる 。 昨今 の 、 停 滞 し つつ あ 
る 日 本 の ミュ ー ジ ッ ク シ ー ン に 、 一 石 を 投じ 
て いる と いっ て も いい ほど の 乱 況 ぶり だ 。 

そう いっ た 状況 の 中 、 ビ ジュ アル や シナ リ 
オ と と も に 、、 サ ウン ド が 高く 評価 され て いる 
Xak も 、 ア ル バ ム が 発売 され て 好評 で ある 。 
発売 は 、『 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ー』 や 『 ス ー 
パー リア ル 麻 雀 」 コ な ど を リリ ー ス し て いる ポ 
リス ター か ら 。 ポ リス ター の コン セプト は 、 
他社 と 一 線 を 画 し て いる 感 が 強い 。 と くに ゲ 
ー ム の スト ー リ ー を 基 に し た り 、 ゲ ー ム に 登 
場 す る キャ ラク ター! * を 絞っ た イメ ー ジ 
アル バム と いう の は 、 同 社 の お 家 芸 と いっ て 
も 過言 で は な い だ ろ う 。 ま た 、 そ の ライ ン ア 
ッ プ も 、 長 期間 に わた っ て 人 気 を 維持 し て い 
る 作品 (ある い は メー カー) の も の が 多く 、 
GM を 一 過 性 の も の と し て 受け 止め て いな い 
姿勢 が うか が える 。 

さて 、 肝 腎 の アル バム に つい て 。『 サ ー ク 
全曲 集 -ALL SOUND of Xak』 と いう タイ 





























トル で 発売 され て いて 、 ゲ ー ム で 使用 きれ た 
42 曲 を 、 全 て アレ ンジ な し の オリ ジ ナ ルミ ュ 
ー ジ ッ ク で 収録 。 音源 に は PC88SR シ リー ズ 
を 使用 し て いる 。Xak の 曲 は 、 第 一 印象 こそ 
地味 な 感じ だ が 、 聴 き 飽き な い 作 り と な っ て 
いて 、 完成 度 は 非常 に 高い 。 ま だ 聴い て いな 
い 人 は 、 ぜ ひ 一 聴 の ほど を 。 

最後 に な っ た が 、 こ の 3 月 に は いよ いよ Xak 
II の アル バム も 、 発 売 さ れる こと が 決定 し て 
いる 。 今回 も 、 ゲ ー ム の 雰囲気 を その まま 栄 
し ん で も ら う た め ? 全曲 オリ ジ ナ ル で 収録 


きれ て いる 。 今回 も 完成 度 の 高い 曲 ば か り だ 
け に 、 楽 し み で ある 。 





舎 1988 年 5 月 25 日 発売 。 価 格 は 2472 円 [税込 ]。C D 番 
号 は H24X-10003。 





| カウ リャ ン の 城 


エリ ア 1 の ボロ ー ズ の 森 と エリ ア 2 の 結晶 の 谷 は 、 ラ トク が 本 当 の 勇者 か どう か を 
試す た め の イ ベン ト だ っ た が 、 こ こ カ ウリ ャ ン の 城 は 、 フ ェ ル に 認め られ た ラ ト ク が 、 
勇者 と し て 初め て 冒険 する エリ ア だ 。 トラ ッ プ や モン スタ ー 達 を 見 る と 、 前 の エリ ア と 


比 に な ら な いく らい に 難し く な っ て いる が 、 ゲ ー ム が 進む に つれ て 、 いま まで 謎 だ っ た 


こと が 少し づつ 明らか に な っ て いく エリ ア だ 。 


エリ ア の 構成 


3 つめ の エリ ア で ある カウ リャ ン の 城 は 、 
トラ ッ プ 、 フ ロア の 数 、 大 き さ 、 ど れ を 見 て 
も 、 今 まで に エリ ア と は 比べ も の に な ら な い 
くら い に 増 えて いる 。 マ ッ プ の 大 き さ だ け で 
見 れ ば 、 正 直 、 エ リア 1 一 2 の マッ プ が すっ 
ぼり と 入っ て し まう くら い 思 っ て も ら っ て い 
い だ ろ う 。 こ こ は 、 そ れ く らい 広い マッ プ を 
し て いる の だ 。 そ し て 、 さ ら に 注目 すべ き 点 
は 、 マ ッ プ の 構造 だ 。 こ の エリ ア は 、 東 西 二 
つの 塔 で 構成 され 、 そ れ ぞ れ 異 な っ た フロ ア 
数 に 、 様 々 な トラ ッ プ や アイ テム が 隠さ れ て 
いる 。 ま た 、 塔 の 行き 来 も クリ ア す る 上 で 重 
要 な ポイ ント に な っ て いる 。 


me 

層 モ ンス ター だ た ち 

カウ リャ ン の 城 に 登場 する モン スタ ー 達 は 、 
どれ も 特徴 の ある 奴 ば か り だ 。 実 際 に 、 そ の 
地 に 生息 し て いる モン スタ ー が 多く 、 自 分 の 
特徴 を 生か し た 攻撃 方 法 で 租 っ て くる 。 鋭 い 
爪 で 引っ 拉 い た り 、 速 い 足 を 利用 し て 跳び か 
か っ て きた り と 、 攻 撃 方 法 も 様々 だ 。 こ れ ら 
の モン スタ ー の ほとん ど は 、 本 来 、 自 分 の な 
わ ば り を 守る た め と か 、 食 料 を 獲る た め に 、 
侵入 者 を 襲う の だ が 、 今 は 、 妖 魔 の 魔力 で ラ 
トク の 冒険 の 外 魔 を する よう に 操 ら れ て いる 。 








また 、 こ の 城 を 守る 為 だ け に 、 創 世 さ きれ た 
モン スタ ー が いる こと に も 注目 し た い 。 鎧 だ 
け で 実体 の な い モ ンス ター や 、 2 種類 の 生物 
を 掛け 合わ せ た モ ンス ター が そう だ 。 こ れ ら 
は 、 妖 魔 に 操 ら れる 以前 に 、 2 種 の 生物 の カカ 
まで も 合成 する た め 、 他 の モン スタ ー と は 比 
べ 物 な ら な い ほ どの 攻撃 力 を 秘め て いる 。 


ff ペン トド 


と に か く マ ッ プ が 広い か ら 、 イ ベン ト が 多 
いこ と 多い こと 。 ア イ テ ム の 入手 を イベ ント 
と し て 数 えな く て も 、 大 小 合 わせ る と 全部 で 
5 つく らい は ある の で は な い だ ろ うか 。 今 ま 
で が 、 ひ と つの エリ ア を 通し て 1 一 2 つと 考 
えれ ば 、 そ の 多き さがわ か る だ ろう 。 し か も 、 
ここ で の イベ ント は 、 シ ナリ オ の 本 筋 に 関係 
の な い イ ベン ト は 絶対 に 出 て こない 。 全 て が 
スト ー リ ー に そっ た 謎 を 、 何 等 か の 形 で 解き 
明か し て いく イベ ント に な っ て いる 。 無敵 の 
モン スタ ー、 行 方 不明 の ポ グ ウェ ル 、 ビ グレ 
ウス ・ ボ グレ ウス ・ フ ィ ー ル の 復活 、 そ し て 、 
ヴァ ー ル の 正体 、 こ れ ら の イベ ント と 、 他 の 
イベ ント が スト ー リ ー に 上 手 に 絡み 、 プ レイ 
ヤー の テン ショ ン を 上 げ て いく 。 ゲ ー ム 全体 
か ら み て も 、 ち ょ うど 折り 返し 地点 。 出 し 惜 
し みす る わけ で は な い が 、 各 自 プ レイ し な が 
ら 、 じ っ くり と 味わっ て ほし い 。 
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① カ ウリ ャ ン の 城 裏口 (スタ ー ト ) 
@ 東 の 塔 地上 選 階 に 通ずる 階段 
9 特定 の 鍵 か な けれ ば 開か な い 扉 
@⑳ 東 の 塔 の 地下 1 階 に 通ずる 階段 
カウ リャ ン の 城 正面 品 
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① 東 の 塔 地上 選 階 に 通ずる 階段 
@ 東 の 塔 地 上 4 階 に 通ずる 階段 
③ 西 の 塔 に 通ずる 踊り 場 

④ 敵 キャ ラ 出 現 ポイ ント 。 要 注意 ! 
⑤ マ ント が あれ ば ここ で 体力 回 復 ! 






































Re エレ メン タル 


東 の 塔 の 4 階 に いる エア ・ エ レ メ ン タル は 、 
風 の 精 霊 で ある 。 妖魔 南 天王 ヴァ ー ル を 作り 
だ し て し まっ た 張本人 で は ある が 、 ラ トク と 
の 勝負 に 負け る と 、 ヴ ツァ ー ル か ら の ポー ディ 
ス 解 放 を 主 娠 す る 。 ど う や ら エ ア ・ エ レ メ ン 
タル も 、 悪 意 が あっ て 風 の 剣 を 渡し た 訳 で は 
な いら し いこ と が 、 こ こ で 明らか に な る 。 





地上 |24| 階 






















































入手 する アイ テム 


エア ・ エ レ メ ン タル を 倒す と 、 風 の メ 
ダル と 月 の 鍵 と いう アイ テム が 手 に は い 
る 。 こ れ は 、 ポ ボー ディ ス 解 放 の た め に 、 
エア ・ エ レ メ ン タル が ラ ト ク に 手渡 し て 
くれ る も の だ 。 月 の 鍵 は 名 称 の 通り 、 鍵 
で あり 、 今 まで 開け る こと の で き な か っ 
た 大 を 開け られ る よう に な る 。 風 の メダ 
ル は 、 ラ トク の まわ り の 空気 に 圧力 を か 
け 、 ラ トク 自身 を 小さ くし て し まう 。 こ 
れ を 使っ て 壁 の 中 を 通り 抜け る の だ 。 





① 東 の 塔 地上 ヨ 階 に 通ずる 階段 
マン ト が あれ ば ここ で 体力 回 復 ! 
③ エ ア ・ エ レ メ ン タル 









西 の 塔 ・ 地 下 道 
地 [I1| 階 
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回 用 エ ーー ビー エー エ 
エ エーーー 
アイ ト 
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① 西 の 塔 地上 1 階 に 通ずる 階段 
@ 西 の 塔 地 下 選 階 に 通ずる 階段 
③@ 特 定 の 鍵 か な けれ ば 開か な い 扉 
@ 謎 の スイ ッ チ 。 要 アイ テム 
宝箱 

ある イベ ント 後 、 変 化 が 起き る 
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ON 





① 西 の 塔 地下 1 階 に 通ずる 階段 
@ 西 の 培地 下 1 階 に 通ずる 階段 | 
@ 西 の 塔 地 下 4 階 に 通ずる 階段 | 


@④ 西 の 塔 地下 4 階 に 通ずる 階段 























ヘン な 服 


西 の 塔 の 地下 で 手 に は いる ヘン な 服 と は 、 
金魚 体 の よう な ガラ ス の ボー ル と 、 な め り の 
皮 に 魔法 を か け て 作ら れ た 服 だ 。 素 材 が 良い 
も の だ け に 重く て 扱い に くく 、 地 上 で の 戦闘 
に は 、 あ まり 適し て いる と は 言え な い 。 そ の 
反面 、 密 封 性 が 高く 、 多 少 の 潜水 な ら 十 分 す 
ぎる 程 の 空気 を ん 、 ガ ラス の ポー ル と 服 の 間 に 
取り 込ん で お ける 。 か な り 重 宝 す る が 、 着 替 
える の に 時 間 が か か る の が た ま に キ ズ 。 こ れ 
を 最初 に 入手 し な けれ ば 、 水 路 は 、 ま ず 通 り 
抜け られ な いと 思っ て も いい だ ろう 。 
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あと で また こよ う 





東 の 塔 で エア ・ エ レ メ ン タル を 倒し た ラ ト 
ク は 、 西 の 塔 に 渡り 、 変 な 服 を 手 に 入れ た 。 
し か し 、 西 の 塔 の 地下 に 開か な い 扉 が ある 。 
この 扉 を あけ る に は 、 一 度 東 の 塔 の 地下 まで 
戻り 、 あ る 人 物 に 会 い 、 カ ウリ ャ ン の 城 と ヴ 
ァ ー ル の 情報 を 聞き 、 あ る モノ と 交換 に 鍵 を 
手 に 入れ な けれ ば な ら な い の だ 。 そ し て 、 手 
に いれ た 鍵 で 開け た 扉 の 興 に は 、 西 の 塔 の 最 
上 階 に 上 が る た め に 絶対 に 必要 な アイ テム が 
眠っ て いる 。 か な り 行き来 が 激しく 面倒 だ が 、 
この つなが っ た 小さ な イベ ント で 、 ヴ ァ ー ル 
と カウ リャ ン の 城 の 全貌 が 見 えて くる よう に 
な っ て いる の だ 。 


地上 | ヨ | 階 




































































① 東 の 塔 ヨ 階 に 通ずる 踊り 場 
@ 壁 に 小さ な 穴 。 要 アイ テム 
@ 西 の 塔 地上 ど 階 に 通ずる 階段 
@ 西 の 塔 地上 4 階 に 通ずる 階段 
6 敵 キ ャ ラ 出現 ポイ ント 。 要 注意 ! 































































































① 西 の 塔 地上 階 に 通ずる 階段 
@ 英 キャ ラ 出 現 ポイ ント 。 要 注意 | 
③ 何 も な い 

@ 西 の 塔 地上 一 階 に 通ずる 階段 




























































































① 西 の 塔 地上 階 に 通ずる 階段 
.@ 秘 密 あ り 

③ 小 部 屋 

④ 西 の 塔 地下 1 階 に 通ずる 階段 























① 西 の 塔 地 上 ら 階 に 通ずる 階段 
西 の 塔 地下 1 階 に 通ずる 階段 
G 宝 箱 
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軟禁 の 身 ポ ボ グ ウ ィ ル 


鍵 が 





東 の 塔 の 地下 水路 を 抜け た と ころ に 、 
か か っ て いて 開か な い 扉 が ある 。 エ ア ・ エ レ 
メン タル か ら 手 に いれ た 月 の 鍵 を 使い 、 扉 を 
開け て みる と 、 そ こ に は 、 1 年 前 か ら 行 方 不 
明 に な っ て いた 技師 の ポ グ ウィ ル が 軟 茜 され 
て いた 。 結 唱 の 谷 で ミリ ア が くれ た 星 の 鍵 を 
ミリ ア に 託し た の は 、 ポ グ ウ ィ ル だ っ た の だ 。 
そし て ポ グ ウィ ル は 、 事 の 起こ り を 淡々 と 話 
し 始め た 。 ポ グ ウ ィ ル の 師 、 カ ショ ク ホ ウ 
は 8282 の 
験 を 行なっ て いた 。 あ る 日 、 サ イ テ ン は 実験 
中 の 事故 で 亡くな っ て し まっ た 。 亡 き 師 の あ 
と を 継い だ ポ グ ウィ ル は 、 そ の 実験 を 、 妖 麻 
の た め の 神 々 の 力 の 復活 の た めで は な く 、 人 々 
の た め に 役立て よう と 考え た 。 し か し 、 そ れ 
に は 結 品 の 谷 で わずか に 採れ る と 言わ れ て い 
る プル ー・ ス トー ン が 必要 な の だ 。 ポ グ ウ ィ 
ル は 、 そ の プ ブルー・ ス トー ン を 入手 する た め 
に 結晶 の 谷 に 向かっ た が 、 ボ グ ウ ィ ル の 行動 
に 以前 か ら 疑 問 を 抱い て た ヴァ ー ル に 見 つか 
リ り 、 軟 禁 さ きれ て し まっ た の だ 。 








天王 た ちの 復活 


聖なる 護符 を 使い 、 亡 者 の 回 廊 を ぬけ た ラ 
トク は 、 つ い に 最 上 階 に た どり つく 。 と 同時 
に 、 ど こ か で 聞き 覚え の ある 男 の 声 が 響き わ 
た っ た 。 3 年 前 に 決着 を つけ る こと が で き な 
か っ た ネクロ マン サー で ある 。 3 年 前 と 比べ 
も の に な ら な い ほ ど パ ワー アッ プ ' し た ネクロ 
マン サー は 、 妖 魔 四 天王 で ある ビグ レウス 、 
ボ ポ グ レウス 、 フ ィ ー ル を 復活 させ る 。 やむ を 
え ず 戦う 覚 域 を 決め た ラ ト ク の 後ろ か ら 、 レ 
イ ・ デ ィ ー ル の 声 が 聞こ を えて きた 。 レ イ が 仲 
間 を 連れ て 加勢 し に き て くれ た の だ 。 こ の 場 
は レイ に 任せ て 、 一 刻 も 早く 最上 階 に いる ヴ 
ァ ー ル の と ころ に 向かお う 。 





























ンー ント ンー ン つ 
こま め に セー ブ を | 

ウン 3 
月 四 12 の まう に モンス タニ が あ 
まり 強く な いと ころ は 、 宝 箱 を 開け る 前 や 
ポス の 前 で セー プ す る 程度 で も 大 内 夫 だ っ 
た 。 し か し 、 カ ウリ ャ ン の 城 を 、 前 の エリ 
ア と 同じ ペー ス で セー プ し で いる と 、 あ と 
あと 取り 返し の つか な いこ と に な る か も し 
れ な い ぞ 。 そ うな ら な いた め に も 、 も っ と 
こま め に セー ブ を し て ほし い 。 レ ベル アッ 








人 
放 
を 
く 
3 る 
際 


。 き と せ 9wS コ ーー 





た 


プ し た と き は 勿論 の こと 、 上 の 階 に 合っ 
時 や 鍵 の 掛か っ て いる 扉 を 開け る 前 に は 、 
必ず セー プ す る よう に し 、 で きれ ば バッ ク 
アッ プ も 取っ て お く よ う に 心掛け よう 。 
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還 モ ーーー エエ = 時 TE 









































構造 を つか め ! 


カウ リャ ン の 城 は 、 マ ッ プ が 広い ば か りか 
構造 も 複雑 に で き て いる 。 特 に 気 を つけ て ほ 
し い の は 、 地 下水 路 の マッ プ 。 こ こ は 小 さ な 
わり に 上 下 の つ な が り が 多く 、 似 た よう な マ 
ッ プ ば か り て で 勘違い し や すい 。 ま た 、 壁 の 中 
や や 天井 裏 を 通っ て 、 同 じ 階 の 別 マッ プ に 行け 
る よう に な っ て いる こと も 、 覚 えて お こう 。 
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、 、① 西 の 培地 上 階 に 通す る 階段 


ce 


⑤@ 壁 に 小さ な 穴 。 要 アイ テム 
見 えな い 璧 あり 。 通行 不能 
②⑳⑤@ と つなが っ て いる 

@ 西 の 塔 地上 B 階 に 通ずる 階段 
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地上 [ZI| 階 


モン スタ ー と は 戦う な ! 














この あたり まで くる と 、 モ ンス ター も 邊 
く ほ ど 強 く な っ て いる 。 正 直 、 今 まで 戦っ 
た 中 ポス クラ ス と 、 ほ ば 同等 だ 
いい だ ろう 。 そ れ く らい 、 こ の へ ん の モン 





スタ ー は 強い の だ 。 B に 倒 そ うと する と 、 





3 一 4 回 叩か れ た だ け で 死ん で し まう ぞ 。 
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5 二 三 三 | 




















① 西 の 塔 地 上 階 に 通す る 階段 
@ 謎 の エリ ア 突 入 ポ イン ト 

③ 謎 の エリ ア 出 口 。 タ セーブ すべ し ! 
@④ 西 の 塔 地 上 日 階 に 通ずる 階段 







































































ヴァ ー ル 登場 


風 の 剣 を 手 に いれ 、 悪 事 の 限り を 果たし 、 
技師 ポ グ ウェ ル を 軟 振 し た 張本人 。 そ の 真 の 
姿 は 、 レ イ ・ デ ィ ー ル の 船 友 、 ジ ェ ロ ム ・ ボ 
ー デ ィ ス だ っ た 。 こ と の 起こ り は 、 引 退 を 目 
の 前 に し た コー レイ 船長 の 、 跡 継ぎ を 決め る 
た め に 行っ た 闘技 試合 だ っ た 。 す で に ミリ ア 
と 結婚 まで 約束 し た レイ は 、 一 瞬 の すき を つ 
き 、 ポ ボー ディ ス と の 決闘 に 勝っ て し まう 。 そ 
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の 後 、 レ イ と ボー ディ ス の 仲 は ます ます 如く 
な り 、 試 合 に 負け た 悔し き と 、 自 分 も 協 れ て 
いた ミリ ア を と られ た 悔し さ に 、 町 か ら 姿 を 
消し て し まう 。 カ ウリ ャ ン の 城 を 守る 妖 騰 南 
天王 ヴァ ー ル は 、 行 方 不明 に な っ て いた ボー 
ディ ス に 妖魔 が 取り 付い た 次 だ っ た 。 ボ ー デ ' 
ィ ス は 、 エ ア ・ エ レ メ ン タル か ら 風 の 剣 を も 
らい 受け た が 、 自 分 の 意志 ご で は コン トロ ー ル 
で きず 、 妖 魔 に 入り 込ま れ て し まっ た の だ 。 





パト 1 ゴ ・ 電 2 


| テレ ス の 海 


いよ いよ ゲー ム も 後半 を 過ぎ て 佳境 に 入っ て きた 。 突然 だ が 、 こ れ か ら ラ トク は 町 
の 船乗り レイ の 船 で デス マウ ン テ ン へ と 向かう 決心 を し た の だ 。 あ まり に 唐突 な こと 
で 、 み ん な びっ くり し て いる と 思い き や 、 町 の みん な も ラ ト ク に 「 が ん ば っ て ね 」 と 声 


援 を 贈っ て いる 。 覚悟 を 決め て 船 に 乗る と 、 船 室 の 奥 で 物音 が する と か 、 


甲板 で 


大 き な 音 が し た と か で 早く も 大 騒ぎ 。 こ の エリ ア の 構成 と し て は 、 歩く べき マッ プ は ほ 


と ん ど な く 戦闘 中 心 で 展開 する 。 


エリ ア の 構成 


先 に も 書い た 通り 、 ラ トク が 歩く べき マッ 
プ と いう の は 、 ま っ た く な い に 等 し い 。 と り 
あげ て みて も 、 町 の 中 と 、 船 (船室 と 甲板 の 
2 つ ) だ け だ 。 さ ら に 、 い ずれ も 小さ な マッ 
プ な の で 、 迷 う 心 配 も な い 。 町 の 中 を 少し 回 
る 必要 が ある が 、 も う 町 の 中 は 歩き 慣れ て い 
る の で 問題 な い だ ろ う 。 船 の 中 で は 会 話 を 続 
ける だ け で 時 間 は 経ち も 、 ス トー リー は 展開 す 
る 。 そ し て 、 甲 板 で の 戦闘 。 敵 は か な り 手 ご 
わい 。 無事 勝 利 す る と 、 デ スマ ウン テン に 到 
着 する 前 に 、 こ の エリ ア の ポス (ネクロ マン 
サー) と 対決 する こと に な る の だ 。 


モー 


ここ で 登場 する モン スタ ー は 、 甲 板 で 大 禁 
れ し て くれ る シャ ー ク ヘッ ド と 、 最 後に 対決 
する ボス ・ ネ クロ マン サー の 2 つ だ け 。 た っ 
た 2 種類 (事実 上 1 種類 ) の モン スタ ー し か 
出現 し な い の で 楽に 思え る 。 と ころ が 、 こ の 
シャ ー ク ヘッ ド が め っ ぱ ぽう 強い 。 1 匹 1 匹 が 
強い 上 、 さ ら に 狂い 甲板 に わん さか 出現 する 。 
や っ つけ て も また 湧き 出る 。 は っ きり 言っ て 
厄介 と し か いい よう が な い 奴 だ 。 し か し 、 ス 
トー リー の 展開 上 で は 、 こ いつ ら は 殺す 必要 


は な い の だ 。 つ まり 、 逃 げ 続け な が ら 甲 板 で 






戦っ て いる 仲間 と の 会 話 が 目的 な の で 、 シ ャ 
ー ク ヘッ ド は シナ リオ の 引き 立て 役 と いっ た 
と ころ 。 う まく 逃げ れ ば 比較 的 楽に クリ ア で 
きる だ ろう 。 そ し て ネクロ マン サー と の 対決 
に な る の だ が 、 こ れ が また 強い 。 何 度 も 挑戦 
し て 、 攻 略 法 を じっくり 考え よう 。 


ww イベ ント 


まず 町 で 町 長 に 会 っ て 話 を 聞こ う 。 そ の 後 
教会 に いっ て 、 フ ェ ル に 話 を 聞く 。 次 に 志 器 
屋 へ 。 つ い に 最 強 の 装備 一 式 が 手 に は いる の 
だ 。 防 具 を 手 に いれ た ら 、 早 速 魔 法 屋 へ 防具 
人 二 9320h の NE2) 










ど 良く 魔 * 
さん が 内 容 を 教え て くれ る 。 こ れ も 後 の 展開 
の 複線 と な る の で 忘れ な いよ うに 。 こ れ で 、 

いよ いよ 港 へ 行く 準備 が 整っ た わけ だ 。 港 に 
は 多く の 人 が いる が 、 話 すべ き 相手 は レイ だ 
け だ 。 船 に 乗り 込 も うと する と 、 フ レイ が 町 
か ら 抜 け 出し 来る だ が 、 ラ トク は 戻る よう に 言 
う 。 海 に 出 た ら 、 甲 板 に る レイ と 船室 に いる 
5 人 の 仲間 と 話 を し よう 。 す る と 船室 の 音 で 
物音 が する と フェ ル 。 入 っ て みる と 、 な ん と 
そこ に は フレ イ が 。 フ レイ を 括る 間もなく 、 

甲板 で は シャ ー ク ヘッ ド が 大 禁 れ 。 こ いつ ら 
を 片づけ る と 、 ネ クロ マン サー と の 対決 だ 。 
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スイ ー ナ リー 号 甲 板 





仲間 の 紹介 


船室 に 入っ て すぐ 右手 に 見 える の が 町 の 名 
医 ぶ スパ さん 。 飲 ん だ くれ て ば か り い た この 
人 も 果たし て 選ば れ た 者 な の だ ろう か ? 戦 
わな いも の の 、 困 っ た と き に は 頼り に な る 医 
者 だ 。 バ スパ さん の 向こう に いる の は 、 仲 間 
の 剣士 リュ ー ン 。 入り 日 左手 に いる この 帽子 











の 人 は ……。 そ う 、 吟 遊 詩人 の ホー ン さ ん で 
す 。 森 で の 出合 いも 何 か の 緑 だ っ た の で し ょ 

















う 。 そ し て その 和典 で 壁 に も た れ 2 
- 番 の 武器 屋 の お や じ 、 ボ ポル ドー さん 。 
隆々 、 武 器 の 扱い に も 慣れ て いる と て も 心 強 
い 味 方 だ 。 さ ら に 興 、 扉 の 隣 に いる 女の子 は 
フェ ル 。 町 の 教会 の 修道 大 だ っ た 娘 だ ね 。 令 
女 に も 特殊 な カカ が ある よう で 、 何 か と 助言 を 
し て くれ た りす る 参謀 的 な 人 。 そ し て 部 屋 の 
右 隅 に ある ベッド で 寝 て いる の は ミュ ー ン 
この ミュ ー ン を 見 て フェ ル は 、 何 か 強い 思念 
感じ る の だ と 言っ て いる 。 ス ィ ー ナ リー 号 
の 船室 に いる 、 こ れ か ら 先 の 旅 の 仲間 は 以上 

の 6 人 だ 。 
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フレ イ 


町 の 港 か ら ス ィ ー ナ リー 号 に 乗り 込む 前 に 、 
フレ イ が ラ ト ク に 一 緒 に 連れ て いっ て 欲し い 
と 頼ん だ の だ 。 し か し ラ ト ク は 危険 ど と と いっ 
て 聞か せ 、 そ の 場 は 何と か お さま っ た 。 船 が 海 
に 出る と 、 フ ェ ル が 船室 の 和 興 が 気 に な る と 言 


っ て いる 。 そこで 船室 の 奥 の 部 屋 
な ん と 、 





る と 、 
ィ が 


部 屋 の 奥 で 物陰 





だ け 危 な いか ら 
来る な と いっ た の に ……。 乗 っ て し まっ た も の 


は し か た な い 、 こ れ か ら 危 険 の な いよ うに つ 
いて 来 て も ら う し か な さ だ 。 ま っ た く 役 
0 の が 中 っ 
て いる 間 9Hhh で io 仲間 が シャ ー 
ク ヘ ッ 叶わ て いる 。 ラ トク も 当 
れ に 加わ ら な く て は な ら な い 。 と ころ が 、 
航 し て きた フレ イ の こと を みん な に 知ら せ ず 
に フレ イ を 船室 に 置い て いく 訳 わ け に も いか 
な い 。 や っ ぱり 手間 の か か る 娘 だ 。 と りあ え 
ず 船 室 に いた フェ ル に この 話 を する と 、 フ ェ 
ル は 「 こ の 船 に 乗っ た 以上 、 あ な た も 選ば れ 
た 者 な の で す 」 と の た まう 。 本 当 な の か ね ぇ 。 












。 は S サ と さき 滞 は さ で い 事 石 功 
笠 , で の まり > 〉 尊 S 隊 理 合 





… ン と 政 ご 涯 き 陽 寄 園 」。 さ 
ー テ Ni 中 思 虹 放 誠 抽 古 モロ 和 


に 








甲板 で の 戦い 


密航 者 の フレ イ を 見 つけ る と 、 突 然 大 き な 
音 が する 。 船 室 に 戻る と 、 フ ェ ル と バス ノ パ 、 
そし て 眠っ て いる シャ ナ の 3 人 だ けし か いな 
い 。 他 の 3 人 と 船長 は 甲板 で 何者 か と 戦っ て 
いる らし い 。 フ ェ ル に フレ イ の 話 を し て 急い 
で 甲板 に 上 が る ラ ト ク 。 甲 板 で は と ん で も な 
の ド が 禁 れ まわ っ て いる 。 
4 人 の 仲間 EN ト と ころ で 戦っ 
て いる の で 、 ラ トク も これ に 応戦 し な が ら 、 

ん な の 様子 を 見 て まわ ろう 。 SA 
ー ク ヘッ ド を 殺す こと で は な く 、 み ん な と 話 
を する の が 日 的 な の だ 。 シ ャ ー ク ヘッ ド G 背 
が 高い の で 、 い くら ラ ト ク が ジャ ンプ し て も 
飛び 越 を る こと は で き な い 。 一 繋 の ダメ ー ジ 
も か な り 大 きい の で 、 で きる だ け 戦 わな いよ 
囲ま れ な いよ うに みん な と 話 を する よ 
うに 心がけ よう 。 ち な み に 、 胡 の ある 場所 は 
安全 地帯 に な っ て いる ぞ 。 

みん な が 疲れ て くる と 、 フ レイ が 船室 に テ 
レポ ー ト させ て くれ る 。 全 員 が テレ ポー ト す 
る まで 、 








うに 、 





何と か 甲板 で 援護 し て ほし い 。 






ー き へ き 古 rr 加計 吾 き 
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ネクロ マン サー 


いよ いよ この エリ ア の ボス で ある ネクロ マ 
ン サ ー と の 戦い だ 。 シャーク ヘッド と の 戦い 
の 後 、 船 室 に 戻る と 、 黒 マン ト の 男 が ミュ ー 
ン を さら っ て 行っ た と フェ ル が 伝え る 。 そ れ 
を 聞い て 甲板 に 上 が り 船 首 へ 行く と 、 ネ クロ 
マン サー が ミュ ー ン を 抱い て ゆっ くり 空 か ら 
降り て くる 。 そ し て 、 今 度 は 目 の 前 に いる レ 
イ ま で 彼女 に 取り 込ま れ て し まう 。 ど う や ら 
彼 を 人 質 に する 魂胆 の よう だ 。 す る と 、 ネ ク 
ロマ ン サ ー が 間もなく 攻撃 を し て くる 。 や み 
くも に 剣 を 振っ て フォ ー ス ショ ッ ト を 撃っ て 
も 、MP の ムダ に な る だ け だ 。 敵 の 攻撃 は 2 種 
類 あ る 。 ひ と つ は リン グ 状 の フォ ー ス ショ ッ 
ト 、 も う ひ と つ は 水 の 魔法 だ 。 リ ング の 時 は 
避け る の が 精いっぱい な の で 、 無 理 せ ず こ ち 
ら の フォ ー ス ショ ッ ト が 当たる 場所 に 出現 す 
る まで 待 と う 。 敵 が 水 の 魔法 を 使っ て きた と 
ころ を ね らい 打ち し よう 。 焦 ら ず 、 慎 重 に 。 
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難破 ! 


ネクロ マン サー と の 死闘 が 終わ る と 、 レ イ 
の 体 が 船 に 戻っ て くる 。 確 か ネクロ マン サー 
は 「 私 が 死ね ば レイ も 死 ぬ 」 と 言っ て いた が 、 
何故 か レイ は 無事 な の だ 。 レ イ が 言う に は 、 
どう や ら 彼 の 体 は ネクロ マン サー 自身 で は な 
く 、 役 女 が 奪っ た 風 の 剣 に 取り 込ま れ た らし 
い 。 し か し 、 風 の 剣 を 失っ た 今 、 ス ィ イーナ リ 
一 号 は どう や っ て デス マウ ン テ ン へ 向かう の 
だ ろう ? あたり に 雲 が 立ち こめ て き て いる 。 
海 は だ ん だ ん 荒れ て きた よう だ 。 い や な 雰 胃 
気 に な っ て きた ぞ 。…… ひ と まず 船室 に 戻 ろう 
と 2 人 は 話す 。 こ の まま で は レイ の 身 も 危な 
い 。 レ イ に 手 を 貸し て 立ち 上 が ろう と し た そ 
の 時 、 海 が スー ッ と 裂け た 。 と 思っ た ら 、 益 
音 が 鳴り 響き 、 た ち ま ち 目 の 前 の 海 が 滝 の よ 
うに 流れ 落ち る 。 道 が 開け た どこ ろか 、 こ の 
まま で は 船 は 地 の 底 に た た き 落 と され て し ま 
う 。 一 体 ど うな っ て し まう の だ ろう …… W 














EID 
| デス マウ ン テ ン 山脈 


今 まで の エリ ア に 比べ る と 極端 に 短い エリ ア だ が 、 そ の 中 に は 、 今 まで 明らか に され 
な か っ た ミュ ー ン と シャ ナ の 過去 。 ア イ テ ム や 妖魔 に 関す る 情報 。 そ し て 、 何 も か も 
知っ て いる か の よう に 見 える 謎 の 老婆 の 出現 。 賢 者 ザム ザ が 封印 し た と 言わ れる 「 至 
宝 ジン オプ サー ク ・ ソ ー ド 」。 前 半 で 不鮮明 だ っ た 部 分 が 、 序々 に 解明 され 
て いく 。 エ リア 後半 の シュ ー テ ィング ステ ー ジ を クリ ア す れ ば 、 あ と は 最後 の 大 ボス 


を 残す の み だ ! 


み エ リア の 構造 

デス マウ ン テ ン 島 は 、 海 岸 と 封印 の 神殿 の 
二 つ の マッ プ で 構成 され る 。 海 岸 は 、 ラ トク 
を 神殿 に 導く た め の マ ッ プ な の で 、 さ ほど 大 
きく は な い が 、 封 印 の 神殿 が 少し ば か りや っ 
か い だ 。 神 典 の 外観 を みる 限り で は 、 か な り 
高層 の 建築 物 で フロ ア が いく つも あり そう に 
見 える が 、 実 際 に 中 に 入っ て みる と 、 フ ロア 
は ひと つ だ け 。 す べ て の 部 屋 が 、 ワ ー プ する 
こと で 行き 来 する こと が で きる よう に な っ て 
いる 。 つ な が り が 複雑 な だ け に 、 こ こ を 抜け 
る の は か な り 苦 労 する だ ろう 。 ま た 、 封 印 の 
神殿 を クリ ア し た あと に は 、 前 作 に も あっ た 
シュ ー テ ィング ステ ー ジ が 待ち 受け て いる 。 


0 トン ペン 


この エリ ア だ け は 特別 で 、 地 上 モン スタ ー 
は いっ さい 出現 し な い 。 モ ンス ター が 出る の 
は 、 シ ュー ティ ング ステ ー ジ の 5 匹 だ け だ 。 
し か し 、 シ ュー ティ ング ステ ー ジ だ か ら と い 
っ て あな どっ て は いけ な い 。 そ れ ぞ れ が トリ 
ッ キ ー な 動き を し 、 攻 撃 の 仕方 も 多彩 だ 。 後 
ろか ら 現 れ て 弾 を ば ら ま いて いく 奴 や 、 プ ブー 
メラ ン の よう に 曲がる 弾 を 撃っ て くる 奴 も い 
る 。 シ ュー ティ ング ステ ー ジ 単体 で 見 て も 、 
前 作 以 上 の 難し さき に な っ て いる 。 


TINE/ 了 に 


大 きく いっ て し まえ ば 、 こ の デス マウ ン テ 
ン 島 その も の が 、 ひ と つの イベ ント だ と 思っ 
て も ら っ て も いい だ ろう 。 謎 の 老婆 の 出現 。 
覧 者 ザム ザ が 作っ た と 言わ れる 封印 の 神 暴 。 
そし て 、 封 印 の 神殿 の 興 深 くに 眠る と 言わ れ 
人 En 旨 ジ 2 ン 誤 和 4 pp ニン ロコ) が lb 王 
れ ら の 小さ な イベ ント が 巧み に 絡み 合い 、 デ 
スマ ウン テン 島 を ひと つの イベ ント エリ ア と 
し て 成り 立た せ て いる 。 ま た 、 パ ヌ ワ の 町 の 
北 才 さ れ た 魔 導 書 に 書か れ て いた 儀 
よっ て 明らか に され 
ド を 壊し て し まう 謎 の 老 
疲 の 正体 は 、 果 し て 誰 な の か ? 敵 な の か 、 
味方 な の か ? そし て 、 デ スマ ウン テン 山頂 
を 目指 す シ ュー ティ ング ステ ー ジ 。 地 上 に モ 
ンス ター が 出現 し な いこ と か ら 考 えれ ば 、 こ 
の エリ ア が スト ー リ ー の 中 で 、 ど れ だ け の 大 
き な 比 重 を し め て いる か わか る だ ろう 。 













① 漂 流 地 点 

@ 波 打ち 際 

③ 謎 の 老 受 

@⑳ デ スマ ウン テン 島 海岸 東 
デス マウ ン テ ン 鳥 海岸 西 
@ 封 印 の 洞窟 に 通ずる 道 








謎 の 老 疲 


スィ ー ナ リー 号 が 難破 し て し まい 、 海 に 流 
され た ラ ト ク は 、 奇 跡 的 に 助かり 、 デ スマ ウ 
ン テ ン 島 の 海岸 に た どり つい た 。 和 気絶 か ら 目 
を さま し た ラ ト ク は 、 ス ィ ー ナ リー 号 に 乗っ 
て いた 仲間 を 探し た が 、 仲 間 た ちの 姿 は な く 、 
そこ に は ひと り の 老 が 立っ て いた 。 老婆 は 
ホー ン ・ ア シュ タル が か ぶっ て いた 帽子 を も 
っ て いた 。 事 情 が つか め た ラ ト ク は 、 こ れ ま 
で の こと を 老 に 話し た 。 老 婆 の 話 に よる と 、 
妖魔 の 結界 を 突破 し 、 こ の すぐ 裏手 に ある 封 
印 の 神殿 で 神々 の 至宝 を 手 に 入れ な けれ ば 、 
デス マウ ン テ ン に 行く こと は で き な い らし い 。 
そう 言う と 老 洪 は 、 一 冊 の 占い 書物 を 取り 出 
し て ラ ト ク に 手渡 し た 。 ラ トク が その 書物 を 
手 に し た 途 端 、 グ レー ト ・ ソ ー ド は 跡形 も な 
く 壊れ 、 老 婆 は 不気味 な 笑い 声 を 上 げ な が ら 
消 を て し まっ た 。 聞 き 覚 を の ある あの 声 。 老 
疫 は ラ ト ク の 味方 な の か ? 敵 な の か ? 


























封印 の 神殿 へ 


謎 の 老婆 か ら も ら っ た 古い 書物 の 表紙 に は 、 

『 封 印 の 書 」 と 書い て あっ た 。 本 を 開い て み 
る と 、 消 を え か か っ て は いる が 、 ラ トク に も 読 
め る よう な 文字 で 、 妖 魔 の 結界 を 通過 する 方 
法 と 神々 の 至 室 の あり か が 示さ れ て いた 。 封 
印 の 書 を 使い 、 な ん と か 妖魔 の 結界 を 通り 抜 
けた ラ ト ク の 前 に 、 ピ ラミ ッ ド の よう な 形 を 
し た 封印 の 神殿 が 見 を て きた 。 こ の 神殿 で 、 
神々 の 至宝 を 手 に 入れ れ ば 、 あ と は デス マウ 
ン テ ン に 向かう だ け だ 。 








8 了 
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宝玉 の 用 途 


封印 の 神殿 の 中 に 入っ て みる と 、 2 
か 敵 す ら も いな く 、 大 き な 石 像 が ポツン と 立 
っ て いる だ け だ っ た 。 そ の 大 き な 石 像 の 台 
を よく 見 る と 、 小 さ な 石 が 入 PPM 
が で き て いる 。 ち ょ うど 宝玉 が 入り そう な 大 
き さ だ 。 今 まで 手 に 入れ た 宝玉 の 中 か ら ひ と 
つ を 選ん で 、 到 座 の くぼみ に 入れ て みる と 、 
今 まで 通っ て きた 通路 に 鏡 が 現れ 、 通 路 の 一 
部 を ふさ いで し まっ た 。 ど う や ら こ の 鏡 を 使 
っ て 神殿 内 を 移動 する よう だ 。 思い切っ て 鏡 
に 触れ て みる と 、 身 体 が 鏡 の 中 に 溶け 込み 、 
突然 ワレ ー プ し は じ め た 。 至 宝 ら し き と こ ろ ま 
で ワー プ し た か と 思う と 、 い き な り さっ き の 
鏡 の 前 まで 戻 き れ て し まっ た 。 ど う や ら 何 か 
アイ テム を 装備 し て いな いと 、 ワ ー プ で き な 
いら し い 。 シ ャ ナラ ム の 鏡 を 装備 し て 、 も う 
一 度 鏡 に 触れ て みた ら 、 今 度 は まっ た く 別 の 
場所 に ワー プ し た 。 ど う や ら 、 2 
鏡 を 装備 し て いな けれ ば 、 他 の 石像 の と 
まで は いけ な いら し い 。 し か し 、 本 当 に 
方 法 は 、 そ れ だ け な の だ ろ 2 が 








クリ ア の た め の ア ドバイ ス 


ンー ンス ジン 

封印 の 神殿 は 、 サ ー ク ・ ソ ー ド を 手 に 入れ 
る た め だ け の イベ ント な の で 、 モ ンス ター 等 
は いっ さい 出現 し な い 。 死 ぬこ と は 有り 得 な 
いか ら 、 焦 ら ず に ゆっ くり と まわ っ て みて ほ 
し い 。 ど うし て も 行き 詰まっ た 時 に だ け 、 マ 
ッ プ を 見 る よう に し よう 。 ま た 、 神 殿 の 左右 
に た 入り口 が ある が 、 ど ちら か ら 先 に 行っ て も 
クリ ア で きる 。 左右 どちら を 先 に 行く か は 人 
それ ぞ れ だ が 、 左 の ほう か ら 先 に まわ っ て 行 
く と 、 神 殿 内 部 の つ を な がり が わ か り 、 神 典 右 
半分 の 攻略 が 、 わ り と 簡単 に な る 。 





サー ク ・ ソ ー ド の 入手 


宝玉 と シャ ナラ ム の 鏡 で 、 神 殿 内 は 動き 回 
れる よう に は な っ た 。 し か し 、 ど う も シャ ナ 
ラム の 鏡 を 使っ て 移動 し た だ け で は 、 あ まり 
に も 範囲 は 狭 す ぎる 。 ひ ょ っ と し た ら 、 わ ぎ ざ 
と シャ ナラ ム の 鏡 を 装備 し な いで 鏡 に 触れ る 
と 、 別 の 場所 に ワー プ す る 鏡 が ある の で は な 
い だ ろ うか ? すべ て の 鏡 が そう で は な い が 、 
いく つか の 鏡 が 何 も 持た な い 状態 で 触れ る と 
別 の 場所 に ワー プ す る 事 が わか っ た 。 同 じ よ 
うに 、 も う 片 方 か ら の 入り 日 か ら も 調べ て い 
行く と 、 く ほぼ み の 大 き さ が 手持 ちの 宝玉 と 合 
わな い 石 像 が で て きた 。 もう一度 左右 の 入り 
日 か らく まな く 調 べ て 行く と 、 七 つ 目 と 八 つ 
目 の 宝玉 を 手 に 入る 。 こ れ で 一 通り の 準備 は 
で きた 。 大 き さ の 合わ な か っ た 石像 に 七 つ 目 
と 八 つ 目 の 宝玉 を は め 、 現 れ た 鏡 か ら ワ ー プ 
を する と 、 そ こ に は 覧 者 ザム ザ が 封印 し た と 
伝え られ て いる 神々 の 至宝 「 ジ ン オブ サ 
ー ク ・ ソ ー ド 」 が あっ た 。 こ れ を 無事 に 抜き 
取る こと が で きれ ば 、 妖 魔 を 倒す た め に 選ば 
れ た 真 の 男 者 と し て 認め られ る の だ 。 





の 叶 古 如き さ 


本 抽 SS い YSSetE7SE 








。 主 て 慌 め 品田 半 ぶ き 皇 
に EIDUKYWWattiuE 











ンチ イシ ジグ ステージ 


封印 の 神殿 を クリ ア し 、 サ ー ク ・ ソ ー ド を 
入手 し た ラ ト ク は 、 つ い に デ スマ ウン テン の 
由梨 寺 向かっ 記 ら SG カニ クジ シード 





の 使者 で ある ホワ イト ・ ド ラゴン の 背 に の り 、 


デス マウ ン テ ン の 山頂 を 目指 サシ ュー ティ ン 
グ ス テ ー ジ だ 。 前 作 の 炎 の 砦 で 助け て も ら っ 
た ブル ー・ ド ラゴン も 、 オ プシ ョ ン と し て 加 
勢 す る 。 シ ュー テイ ング ステ ー ジ で は 、5 史 
の 雑魚 モン スタ ー と 2 匹 の 中 ポス 、 そ し て 大 
ボス と 戦う こと に な る 。 雑魚 モ ンス ター は 5 
種類 し か 出 て こない が 、 ど れ も 攻 撃 方 法 に 独 
特 な も の が あり 、 動 き が わか っ て いて も か な 
り て こ ず る だ ろう 。 また 、 中 ポス で ある R. タ 
ー ト ル や ドラ ゴン ・ ゾ ン ビ は 、 ボ スク ラス 葵 
の 攻撃 を 仕掛 け て くる の で 佑 れ な い 。 ダ メー 
ジ を 最小 限 に 押さ を る こと が 、 そ の まま 勝利 
に つなが る と いっ て も いい だ ろう 。 それほど 
シュ ー テ ィング ステ ー ジ は 難し い の だ 。 


最終 確認 


シュ ー テ ィング ステ ー ジ の 大 ボス で ある キ 
ング ワイ バー ン を 倒し た ラ ト ク は 、 デ スマ ウ 
ン テ ン の 山頂 に た どり つい た 。 こ こ か ら 先 は 、 
すぐ に ボス だ が 、 そ の 前 に アイ テム の 確認 を 
し て 欲し い 。 プ レート *・ メ イル と ナイ ツ ャ シ 
ー ル ド に 魔法 が 掛か っ て いる か な 。 も し 、 こ 
の ふた つの 防具 に 魔法 が 掛か っ て いな い の な 
ら 、 君 は 凄腕 の ゲー ム プ レイ ヤー だ 。 正 直 な 
と ころ 、 良く ここ まで これ た や の だ 。 ご の ま 
ま ゲ ー ム を 続け る の も いい が 、 今 の 状態 で は 
あま り に も 無謀 すぎ る 。 し か も 、 バ ヌ ワ の 町 
の 人 の 話 を 閉 き の が し た こと に な る 。 無理 に 
と は 言わ な い が 、 で きれ ば カウ リャ ン の 城 を 
クリ ア し た と ころ か ら 、 や り 直 し する こと を 
御 め る 。 ま た 、 ガ ント レッ ト や プロ テク ショ 
ン ・ リ ング を 装備 し て な い の も 同様 。 パ ラメ 
ー タ の 上 下 は 差 ほど な い が 、 や は りこ こま で 
きた な ら ば 、 ぜ ひと も 装備 し て お きた い 。 





AREA 6 


| デス マウ ン テ ン 山 や 


つい に 最後 の エリ ア に 突入 だ 。 基 本 的 に は エリ ア 5 の 延長 に あたる この エリ ア 
で は 、 妖 魔 の 総 元 で ある 「? ? ? 」 と 戦う こと に な る 。 今 ま で 冒険 し て きた 5 
つの エリ ア で 培っ た 、 す べ て の テク ニッ ク が 要求 され る の だ 。 そし て 、 スィ ー 
ナ ィ ー 号 の 難破 に よっ て 行方 不明 に な っ て し まっ た 仲間 達 は 、 ど うな っ て し ま 
っ た の か !? また 、 前 の エリ ア て で 徐々 に 解っ て きた ミュ ー ン と シャ ナ が 、 なぜ 
復活 の 儀式 に 必要 な の か が 、 こ こ で 明か に され る 。 














針 括 魔 の 大 将軍 ? い 
よい よ 大 ボス に ご 対面 。 
さす が に 知性 を 感じ さ 
せる 貫禄 の ある 妖魔 だ 
いざ 、 勝 負 ! 


大 ボス の 部 屋 に 至る 
通路 。 造り は 大 仰 だ が 、 
環 も 出現 せ ず 、 静 か な 
も の 。 準備 を 可 え て 先 
を 急ぐ の だ , 


















































































































































































































































人 を 封印 の 神殿 クリ アー 寸前 の 1 シー ン 。 サ ー ク ソー 
ド は 、 た だ 最後 の 敵 を 倒す た め に の み 存 在 する 









さら に 奥 へ 


島 の 最後 、 封 印 の 神殿 の 謎 を 解き (と 、 
っ て も 、 す べ て の 宝玉 を 所 定 の 位置 に は め れ 
ば いい だ け の こと な の だ が )、 サ ー ク ソー ド を 
入手 し た ら 、 後 は 大 ボス と の 決戦 を 待つ ば か 
り だ 。 出 現し た 場所 か らし ば らく 、 何 も な い 
道 が 続い て いる 。 も う ザ コ も 大 物 も 、 
い の モ ンス ター は 出現 し な い 。 嵐 の 前 の 静 け 
さき 、 と いっ た と ころ で ある 。 そ し て さら に 興 
へ 進ん で いけ ば 、 間 も な く 大 き な 扉 の 前 に 出 
OS の 82DK2 727 
控え て いる 。 体力 、 マ ジッ ク 、 と も に 満 タ ン 
か どう か 、 確 認 し て か ら 突 入 し よう 。 









いっ さき 





合 ひ と っ こ ひ と り い な い 、 寂 し い 通 路 。 対 大 ボス 戦 を 
前 に 、 緊 張 が 高まる 。 も う 、 こ の ゲー ム も 大 詰め だ 





大 ボス 登場 


いよ いよ 最後 の 大 ボス に ご 対面 。 最 初 は 、 
な ん だ こん な ヤツ か 、 と いう 感じ で 、 キ ザ な 
ヒュ ー マ ノ イド の 悪役 みた いな 格好 を し て い 
る 。 し か し お 察し の 通り 、 こ れ は あく まで 仮 
の 姿 。 こ れ ま で の ボス だ ち が そ う で あっ た よ 
2 最初 は 人 の 顔 で 話し か け て くる 。 心配 
な 人 質 の ミュ ー ン (妖魔 た ち は 「 黒 き 宝 

















ら 戦っ て も 、 前 哨 戦 と し て の 


と を 知っ て お くべ きだ ろう 。 特 
イン ト の 残 量 に は 気 を 配っ て お きた い 。 





舎 括 は 伏せ ます が … し か し 、 い よい よ ょ 御大 と の 対 
面 の 時 が や っ て きた の だ 。 会 話 も じっくり 味わお う 








ンド ンー ンー ンー っ ペ ンー ンー ンー 
最後 の ヒン ト 

ント ント ンー ンス 

ここ まで これ た 以上 、 大 ポス と 戦う た め の 
条件 を すでに 満た し て いる と いう こと だ 。 だ 
か ら 、 実際 に は ここ まで き て ヒン ト と いう こ 
と も な い の だ が 、 そ れ で も 確認 すべ きこ と は 
し て お こう 。 ま ず 、 レ ベル は で きれ ば 上 限 ま 
で 上 げ て お きた い 。 そ れ で も ギリ ギリ の 戦い 
を 強い られ る は ず 。 体 力 、 マ ジッ ク と も 完全 
に 回 復 き せ て お く こ と も 当然 。 特に マジ ッ ク 
は 温存 し て 、 変 身 前 の ボス に は 決し て 無駄 弾 
を 使わ な いよ うに し た い 。 も う ひ と が ん ば り 
(CHO ピグ 











叶 0k 宇 ご 漏 其 さ 
っ "全て 魚 五 帯び ざす いい 合 


。 ま と 





。 ツ WC で 刀 重 裕 S ざ び 
/ 笛 選 財 激 の 中 司 S 哉 和 


(( 











すべ て の シナ リオ を クリ アー する と 、 ボ ー ナ 


スス テー ジ と し て 、 す べ て の ボス キャ ラ と 自 
由 対 戦 を 楽し むこ と が で きる 。 自分 の 能力 も 、 
その ボス に 勝っ た 時 点 ま で 戻さ れる か ら 、 ス 
リル 満点 だ 。「 た また ま 勝 て た けど 
う 印 象 の 残る 強敵 と は 、 ぜ ひび 再戦 し 、 
そ 確 実 な 攻略 法 を 身 に つけ て みよ う 。 
は キツ い が 、 実 にやり が い が あ る そ ぞ 。 








ボロ ー ズ の 森 を 守る 東 天 王 ボ グレ ウス の 弟 。 
彼方 の 森 の 洞窟 を 根城 と し 、 普 段 は ボ グ レ ウ 






ス えと 一 緒 に ミュ ー ン を 見 守っ て いる 。 地 の 精 
霊 と 同等 の 能力 を 持ち 、 主 人 公 に と っ て は 最 


初 に 出会う 難 散 と いえ る だ ろう 。 初 め て 戦う 
と 強く 感じ る が 、 戦 い 方 が わか れ ば 簡単 だ 。 


呈 ジャ ンプ し て 


滑 
書 


る や 
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っ コ 
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安 で 
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が 6 
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7 だ 

に 

し 
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う 


ゴー レム タイ プ の モン スタ ー で 、 動 き は 遅 
く 、 日 か ら 広 角 の 発光 弾 を 吐い て くる 。 こ の 
発光 弾 が くせ も の で 、 ラ トク の レベ ル が 低 か 
っ た り 装 備 が 弱かっ た りす る と 、2 一 3 発 当 
525787aGO ら 4 まつ の 5 か や 
度 吐 か れ た 発光 弾 は 、 ラ トク が ジャ ンプ し て い 
よう が し て まい が 、 関 係 な く あ た っ て し まう 
の で 、 確 実に 避け な けれ ば な ら な い 。 し か し 、 
発光 弾 は ラ ト ク を 追っ て は こない の で 、 一 度 
正面 飛ん で く る 発光 弾 を や りす ご し 、 直 後 
に ジャ ンプ し て 撃て ば 、 簡 単に 狙う こと が で 
きる 。 し か し 少し で も タイ ミン グ が 遅れ る と 、 
フォ ー ス ・ シ ョ ッ ト が 発光 弾 に 防 が れ 、 さ ら 
に 、 ダ メー ジ を 受け て し まう 。 切 り 和 替え 
遅れ た と 思っ た ら 、 ジ ャ ンプ し な いで 
2 た こ 3 た 5 
は ある が 、 レ ベル が 高 

















剣 だ け で も 勝つ こと が 
で きる 。 
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頭 を ね 
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けれ ば 、 ビ グレ ウス は 、 
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CUY さ N 









五 革 は 計 氏 ご 中 党 舎 


古 選 


クウ / 





: 場 し た ビグ レウス の 見 。 ミ ュー ン の 
監視 役 で あり 、 育 て の 親 で も ある 存在 。18 年 
間 の 監視 の 中 で 、 眠 り 続け る ミュ ー ン に 履 飛 
いて し まう 。 戦闘 形態 に 変身 し た ポ グ レウス 





は 、 稲 妻 を 落と し て くる 雷 球 と 、 肩 か ら 出す 
針 状 の 泥 の 同時 攻撃 を 仕掛 け て くる 。 














人 逃 寺 か な 箇 
げ 追 い 埋 
る い よ 球 
の つ う の 
も め に 位 
ひら ` 置 
と れ ひ を 
二 : 現 た 見 
の 最 09 な 
手 悪 ee 
な の 避 稲 
の 場 け 要 
だ 合 る に 
MM 
下 た 
し ら 

変身 し た ポ ボ グ レ ウス の 攻撃 方 法 は 、 肩 か ら 
出す 針 状 の 泥 と 、 日 か ら 出す 発光 弾 だ 。 ビ グ 3 
レウス と 同じ 攻略 方 法 で 倒せ る が 、 そ の 分 、 な じ 
シビ ピア な キー 操作 を 要求 され る 。 埋 球 の 稲妻 0 
は 、 当 た る と し びれ て 動け な く な っ て し まう 。 時 待 
し か も 、 1 回 あたり の ダメ ー ジ カヨ 2 
い 。 こ れ は 、 ポ グレ ウス の 正面 に いる こと で PS 
避け られ る 。 し か し 、 正 面 ば か り に いる と 、 「 し 
今度 は 針 と 発光 弾 の 同時 攻撃 を 受け て し まう 。 
ここ で 、 微 妙 な キー 操作 が 必要 と され る 。 埋 球 66 


と ボ グ レ ウス の 間 で 攻撃 を 避け な が ら 、 針 と 発 
光 弾 の タイ ミン グ が ずれ る の を 待ち 、 同 時 に 発 
射 さ れ な く な っ た ら ジ ャ ンプ し て 撃つ の だ 。 

ジャ ンプ も その 場 ジ シャ ンプ で は な く 、 わ ざと 前 
に 飛ぶ よう に ジャ ンプ し て 、 撃 っ た 直後 に 後 
ろか 横 に 降り る よう に 
すれ ば 、 前 か ら の 攻撃 
は か わせ る は ず だ 。 何 
度 も 挑戦 し て 、 パ ター 
ジン 0) 司 症 第 えよ う 8 





PATaNIN だ さく 
oriTOd 杜 。 生 義 | は 時 合 


生 骨 





ふ 





フィ ー ル と ラ ト ク が 戦う 前 に 、 
ン テ ィ ン グ ・ ド ッ グ が 登場 する 。 体 は フィ ー 
ル 同 様 、 大 気 中 の 水分 で で き て いる 。 後ろ 足 


中 ポス の ハ 


の キッ ク 力 が 抜群 で 、 ジ ャ ンプ し な が ら ラ ト 
ク に 近付き 、 唱 から 発光 弾 を 吐い て 攻撃 し て 
くる 。 コ イツ を 倒せ ば フィ ー ル の お で まし だ 。 


















ハン ティ ング ・ ド ッ グ の 吐く 発光 弾 は 、 必 ず 
ES ん で 飛ん で くる の で 、 正 面 か ら の 攻撃 は 
箕 に 防 が れ て し まう 。 し か し 、 敵 の 行動 範囲 
が わか っ て し まえ ば 、 勝 っ た も 同然 。 ハ ン テ ィ 
ング ・ ド ッ グ は 、 決 め ら れ た 範囲 の 中 で 、 前 に 飛 
ん だ り 後 ろ に 下がっ た り し て いる だ け な の だ 。 
し か も 、 正 面 に し か 攻 黄 能力 を 持っ て いな い 。 
つま り 、 横 か ら の 攻撃 に 対し て は 、 ま っ た く 〈 く の 
無防備 な の だ 。 な る べく 前 の 方 に ある 柱 と 柱 の 
間 に 立ち 、 ラ トク と 同じ 高き に 着地 し そう に な 
っ だ たら 、 フ ォ ー ス ・ シ ョ ッ ト を 撃ち 込め ば いい 。 

















中 再 で 避 条 


ー は て で mVaA 只 
大 


ざさ 生 導 


Addkod 











し 4 た だ た だ 実戦 ある の み ! 


| 正直 に 言っ て 、 フ ィ 
ー ル に パタ ー ン 攻略 は 
な いと 言っ て も いい だ 

還 ろう 。 そ れ ほ ど フ ィ ー 

1 ル の 攻撃 は 激しい の だ 。 

ト " 雪 の よう に 降っ て くる 

アイ ス ・ ベ レッ ト は 、 ラ トク を 追っ て いる よ 

うに みえ て 、 半 分 は ラン ダム に 動い て いる 。 

よっ て 、 層 ける の は 非常 に 困難 だ 。 ラ トク が 

画面 の 下 の ほ う ! い 2 ど 、 ア イス ・ ベ レ 

ッ ト 同 人 ょ り 、 か わす こと が 難 
し く な っ て いく 。 な 2 Ce 

間際 が 狭く な 前 に Me で し まお う 。 ラ トク 

を 確実 に 追い か け て くる プリ ザー ド ・ ド ラ ゴ 
ン は 、 ラ トク に あたる と 、 し ば らく その 場 に 

留まり 、 ラ トク の 動き を 止め て し まう 。 し か 
も 、 く っ つい て いる 間 は ダメ ー ジ を 与え 続け 

る の で 、2 一 3 回 捕まっ た ら 最 1 っ て 
も いい だ ろう 。 し か し 、 避 け 方 が な いわ け で 

は な い 。 プ ブリ ザー ド ・ ド ラプ ゴン は 、 縦 に 対す 

る 移動 力 は あっ て も 、 横 に 対す る 移動 力 が あ 

まり な い 。 つ まり 、 ラ トク が 横 に 大 きく 動く 

ほど 、 プ リザ ー ド ・ ド ラゴン は 追っ て これ な 
《 く な る の だ 。 そ し て も う ひ と つ 、 実 体 化 し た 

ク よ り も 一 段 高 い 場所 に い 

$ こ う 。 あ と は 、 今 まで 説明 








と 思 

















し た こと を 頭 に いれ て 、 そ の 状況 に 応じ た 回 
避 を し 、 攻 撃 の 隙 を みて ジャ ンプ し な が ら フ 
ォ ー ス ・ シ ョ ッ ト を 臣 て ば 、 必 ず 勝 て る ! 

















pp メニ コル 


カウ リャ ン の 城 の 最上 階 を 守る ヴァ ー ル は 、 
レイ ・ デ ィ ー ル と 同じ 船 で 仕事 を し て いた 船 
友 の ポ ボー ディ ス の 変わ り 果て た 姿 。 普 段 は 人 
間 の 姿 を し て いる が 、 憎 悪 が 高まる と 戦闘 形 
態 で ある も う ひ と つの 次 に 変身 する 。 そ れ は 、 
まる で 巨大 化し た ガマ 峠 の よう だ 。 


ヴァ ー ル の 主 な 攻撃 方 法 は 、 両 腕 を 伸ばし 
て ラ ト ク を 引っ 播き 、 伸 びる 舌 の 先 か ら 3 方 
向 に 発光 弾 を 吐く 2 種類 。 特 に 激しい 動き も 
な く 、 左 示 に ゆっ くり 動い て いる だ け な の で 、 
見 切る の も 簡単 だ ろう 。 両 腕 の 中 より 腕 の 外 
に いる の が 一 番 安 全 だ が 、 そ れ で は こち ら の 
攻 買 が 当たら な い 。 人 危険 だ が 、 両 腕 の 間 で 戦 
う し か 方 法 が な いよ うだ 。 し か し 、 た だ 真 ん 
中 に いた の で は 、 発 光 弾 の 直 繋 を 受け て し ま 
う 。 そ こ で 、 ヴ ァ ー ル の 進行 方 向 に ある 腕 と 、 
顔 の 間 を キー プ し な が ら フ ォ ー ス ・ シ ョ ッ ト を 
撃て ば いい の だ 。 こ うす れ ば 、 引 っ 揺 き の 直 貢 
は 避け られ る 。 ま た 、 真 ん 中 に 寄り すぎ て 発光 
弾 の 攻撃 を 受け そ を うに な っ た ら 、 発 光 弾 が 画面 
に 映っ た 瞬間 に ジャ ンプ すれ ば 、 か わす こと 
: が で きる 。 判 定 が 顔 に 

し か な い の で 非 
い に く い が 、 上 記 の こ 
と を 覚え て いれ ば 、 か 
な り 楽 に 倒せ る は ず だ 。 
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前 作 に も あっ た シュ ー テ ィング シー ン だ が 、 
XaKII の シュ ー テ ィング は 、 それ を は る か に 
し の ぐ 黄 し さ に な っ て いる 。 そ れ だ け に 、 こ 
こ で 足踏み し て いる 人 も 少な く な い は ず 
ここ で は 、 知 っ て いれ ば 絶対 に 役に立つ シュ 
ー テ ィング ステ ー ジ の テク ニッ ク や : 
挙げ て みた 。 自 分 の 攻略 : 法 と あわ せ て 、 
| 必 み ュー ティ ンク ステ ー ジ を クリ 7 し よ の 5 


1 . 色 や 青 景 に 感 わ さ れ る な ! PP. ブ ルー・ ド ラゴン を 
前 作 に も あっ た シュ ー テ ィング シー ン だ が 、 うま く 使 え ! 
今回 は 、 背 景 と 敵 キ ャ ラク ター に を 使 プレ イヤ ー の 後ろ に つく プルー・ ド ラゴン 
っ て いる た め 、 い の 区 別 が 非常 に つけ に く を 、 う まく コン トロ ー ル で きれ ば 、 
い 。 ハ ー ド の 制約 上 と 言わ れれ ば それ まで だ に な る は ず だ 。 プ レイ ヤー と 重ね れ ば 、 縦 # 
が 、 そ れ で は ゲー ム が 成り 立た な い 。 こ れ を の 攻撃 力 は 2 倍 に な る し 、 あ い 
プレ ー ヤ ー が 上 更 服 し な けれ ば ゲー ム は 進 
制 的 に スク ロー ル し て いる 背景 





U 粒 語ら: 
















由 
“を 目 一 枕 広 
ば げ れ ば 、 横 か ら の 攻撃 に も 対応 で きる わけ 。 








Cu 
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6 
貞 し る 敵 キ ャ ラク タ と の 区 別 を 早 ぅ 
きる よう に 、 目 を 鍛え て お いて も らい た い 。 寺 
ば 
は い 
な 景 2 
作 あ 
と 
の 言 
疲 
上 o S 三 ーー 
, 3. パ ター ン を 覚え よう ! 
円 や っ ぱり 最後 は これ 。 何 回 も プレ イ し て 、 
わ 


さ 瑞 の 出現 パタ ー ン を 覚え 、 出 現 と 同時 に 叩く 。 
シュ ー テ ィング ゲー ム の 基本 中 の 基本 ! 





ざー 


ISRIESEiHNSS 


。 注 注 仁 せき ざ (( マ は ぶ 
. 式 昌 ど w 可 叶 き 避 合 





EE は 





仰向け の 親 亀 の 上 に 、 子 亀 が 乗っ て いる 妙 
な 敵 。 一 定時 間 毎 に 、 子 亀 の 背中 が 開い て 弾 
を 撤 き 散ら し て くる 。 し か も 、 子 亀 を 倒す と 
親 亀 が 発 し て 、 画 面 狭し と 動き 回 りな が ら 、 
8 方 向 に 弾 を 乱射 し て くる 。 こ れ で も まだ 、 
中 ポ ボス クラ ス な の だ か ら 稀 きだ 。 











巨大 な 翼 竜 (ドラ ゴン ) の ミイ ラ 。 幾つ も 
の 北欧 神話 に 登場 し て いる が 、 サ ー ク II に 登 
場 す る の は 、 ど う や ら 別 の 系 統 の ドラ ゴン ら 
し い 。 3 方向 に 吐く ドラ ゴン ・ プ レス ざ ぶ 頭 の 
上 に 乗っ て いる 人 物 が 違う の も 、 そ れ を 斉 付 
ける か の よう に 思え て くる 。 
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大 き さ 、 攻 撃 力 、 耐 久 力 、 全 て に お いて 最 
強 を 誇る っ ドラ ゴン 族 の 王 。 そ の 大 き さ は 、 か 
つて 共に 戦っ た プル ー ド ラゴン の 数 百倍 は 
ゆう に あろ うか 。 大 気 の 流 れ や 天 販 を 自由 に 
操る こと が で きる 。 本 体 は あま り 動 か ず 、 雷 
球 と ドラ ゴン ・ プ レス て 攻撃 を 仕掛 け て くる 。 


英 パタ メー ン よ り 感 覚 で 動 こ う ! 


ビギナー プレ イヤ ー が 引っ 掛か る と すれ ば 、 
お そら く 、 こ の キン グ ・ ワ イ バ ー ン だ ろう 。 
前 に も 軽く 攻略 法 は 書い た が 、 あ れ だ け を 頭 
に 入れ て いて も 、 確 実に 倒せ る と は 限ら な い 。 
ミ な パタ ー ン が 作れ れ ば ベス ト だ が 、 万 が 
本 徐 M し た 時 の フォ ロー が し に ヾ Us トー 
は 、 あ る 程度 まで の 戦う 手順 と 注 を 
て みよ う 。 ま ず 、 電 球 を 避け た ら プ レス に 当 
た ら な いよ うに 、 ワ イ バ ー ン の 真下 に 入り 込 
む 。 そ し て 、 真 ん 中 より 右 か 左 に 1 キャ ラ 分 
ずれ た 所 か ら 、 頭 を 狙 お う 。 こ うす れ ば 、 プ 
レス の 上 直 繋 は か な り 減り 、 か つ 、 簡 単に 頭 を 
に et も し 、 後 ろか ら 雷 球 が 現れ た 
ら 、 一 度 上 の 方 に 逃げ 、 雷 球 の 現れ な い タ イ 
PPP 人 また 真下 に 入り 込ん で 
攻撃 し よう 。 頭 を 撃つ 時 は 、 あ まり 動か ず 、 
同じ 場所 で じっくり 狙う の が ポイ ント 。 
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シュ ー テ ィング シー ン を 終え 、 到 着 し た デ 
ス ・ マ ウン テン の 奥 に 潜ん で いる の は 、 妖 麻 
の 元凶 で ある 最後 の ポス 「? ? ?」 だ 。 普段 
は 人 間 と 同じ 大 きき さ の 仮 の 姿 。 し か し 、 交 り 
が 頂点 に 達し た 時 や 、 戦 闘 で 自分 が 窮地 に 陥 
っ た 時 、? 7 ? 本 来 の 姿 に 戻る 。 
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史 隙 を 見 て フォ ー ス ・ ショ ッ ト を 撃ち 込 も う ! 


きす が に 最後 の ボス だ け あ っ て 、 
御 と も 、 ほ ば ほ : い 。 し か も 、 一 度 復活 
する の だ 。 攻略 法 と し て は 、 左右 に 大 きく 8 
の 字 を 描き な が ら 動き 、 敵 の 軌道 を 先読み し 
て フォ ー ス ・ ボ ポール を 貢 ち 込む の が 、 安 全 な 
方 法 だ 。 た だ し 、 こ こ で 激しく MP を 消費 する 
中 北 の 戦闘 が 不利 に な る 。 敵 が 剣 を 振 
り 上 げ る 瞬間 を 見 計ら っ て 眉 つ の が コツ だ 。 
また 、 復 活 し た 敵 は 上 下 に 動き な が ら 日 か ら 
は 波動 を 、 肩 か ら は 回 転 す る フォ ー ス ・ ポ ボー 
攻撃 に は 一 定 の 周期 が ある 
避 け る の は 比較 的 楽 だ 
た り 判定 は 頭 に し か な く 、 日 か ら 吐 
く 波 動 は 、 フ ォ ー ス ・ ポ ー ル を 無力 に し て し 
まう の で 、 乱射 は 禁物 。 落 ち 着い て 流動 を 悦 
け な が ら 、 真 正面 か ら 少し 右 か 左 に ずれ た と 
ころ か ら 、 タ イミ ング を みて 頭 を 狙 お う 。 
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内 



















ル を 撃っ て くる 。 









困 そし て …… 


着 瑞 どり 合 


ご 較 評 久 さま WSY み さき 
せ て 回 較 誕 


. 語 征 呈 媒 党 


説 定 資料 公開 


秘密 の 資料 を 、 こ こ に 大 公開 ! な に し ろ サ ー ク シリ ー ズ は 
設定 が 細か い 。 こ 紹 介する の は ほん の 一 部 だ けど 、 そ の 
細か い 書 き 込み は ファ ン に と っ て は 感涙 モノ だ 。 完成 バー ジ 
ョ ン と の 敏 妙 な 違い を 捜す の も 楽し い 。 








マッ プ 設 定 資料 








舎人 に 見 せる こと を の よう な 、 楽 し い ラ フ 。 


気 ま で 伝わっ て くる よう 。 





スタ ッ フ 間 の な ご 
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合 お お よそ 完成 の 通り に な っ て いる よう だ 。 い ちい ち 
キャ ラク タ た ち に ふき だ し が つい て いる の が 楽し い 。 

















洞窟 の 迷路 の 原型 が ここ に 。 や っ ぱり 相当 変わ っ て 
いる けど 、 す で に この 時 点 で 雰囲気 は で き て いる 。 
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人 最初 の イベ ン 定 宮 料 。 シ ナリ オラ イタ ー の 意図 
や 感覚 が は っ きり と 読み 取れ る 。 興味 深い 資料 
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舎 こ こ は 連 続 で 見 て も ちら うこ と に し よう 。 絵 コン テ 風 
の て いね いな 展開 は 、 ゲ ー ム の イベ ント その まま だ 
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含 シ ナリ オラ イタ ー が 、 ち ゃ ん と シス テム の こと を 知 
っ て いる こと が よく わか る 。 こ れ は 勉強 に な 
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人 完成 形 と は か な り 違 っ て いる の が わか る 。 シ 
ン が 見 られ る の も 、 設 定 資 料 な ら で は の 楽し みな の だ 。 









パン ダー スナ ッ チ 


これ は グラ フィ ッ ク 抽 当 の 柳島 秀行 
きん 直筆 の モン スタ ー 設 定 画 な の だ 。 
きす が の 迫力 。 残 念 っ 量 が あま 
りな い の で 、 こ れ し か 紹介 で き な い 
の が ゲー ム で は 小さ な ドッ ト 
絵 に な っ て し まう の で 、 か な り 雰 囲 
気 は 変わ っ て し まう けれ ど 、 こ れこ 
そ が イメ ー ジ の 原形 な の で ある 。 











全 フロ ッ グ 


77 み 


・ Xak 機種 別 比較  ・ 


@ @ @ @ @ 【】 @ 
Xak シ リ 半 HE し て 、 主 だ っ た パソ コ 2 科 二 い 
て いる 。 現在 Xak が 4 機種 、XakII が 3 機種 へ 移植 され て 好評 だ 。 ここ で は Xak 
を も と に 、 各 機種 の 特徴 を 比較 し て みよ う 。 








PO 】 語り = 災 亡 人 @ 思 BO 1 リー ヌ | 
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ホビ ピー ユー ス 向 け の マシ ン だ け に 、 8 アク ショ ン 色 が 一 層 強 く な っ て いる 。 当 然 
は そこ そこ 良く 、 反 応 も 良好 。 ジ ョ イス テ な が ら 反 応 は メチ ャ 早く 、 操 作 性 も 優 
ッ ク で の プレ ー が ベス ト だ ろう 。 る 。 も っ 5 おり シン ッ ク 向 き ? 








現在 、XakII は FM タウ ンズ と X68000 の 2 だ だ きた い 。 と くに PC エン ジン や 、 今後 発売 
機種 に 移植 中 と の こと な の で 、 ユ ー ザ ー の 人 子 定 と な っ て いる メガ ドラ イブ の CD-ROM 
は 期待 し て ほし い 。 な お 、 余 談 で は ある が 、 で 、Xak を 1・II 通 し て 遊べ た ら 最 高 だ と 思 
今後 は ぜひ 家族 用 ゲー ム 機 へ の 移植 も し て い う の だ が (それ ヒ ゃ イー 〇 だ っ て )。 
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